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    プロローグ　泉野原アカザ、最近の事情


    



    　ゴミゴミした通りを、泉いずみ野の原はらアカザは一人で歩いている。


    　十月初め。空は抜けるように青く、暑くも寒くもない。吹く風はさわやかだけれど、この通りの空気には食べ物の匂においが濃く混じっている。


    　古い店舗の立ち並ぶ商店街だ。その通りは細く曲がりくねり、妙な角度でさらに細い路地と交わっている。


    　通りの細さにふさわしく、どの店も小さな店構えだ。赤あか提ちよう灯ちん、バー、小さな居酒屋──そのほとんどは呑のみ屋で、ところどころに薬局があるのが目に付いた。


    　店名だけが書かれた看板の下がった、一見民家風だが、なんの店か分からないようなものもある。平日の午後三時という今の時間帯では閉まっている店も多い。


    　昼の営業を行おこなっている店も、今は中休みに入っているようだ。休憩中の札が下がっていたり、のれんが降ろされていたりする店構えには、統一感がない。


    　その統一感のなさこそ、この商店街の特徴かもしれないと、アカザはぼんやり考える。


    　さまざまな色がごちゃごちゃと混ざり合って、結果として灰色になっている。


    　それはこの商店街に限らず、この町の特徴かもしれなかった。


    　そんな真昼であるにも拘かかわらず、薄暗いような気さえする通りを、アカザは慎重な面おも持もちで歩いていた。


    　人通りは少ない。時々すれ違うのは、制服を脱いだ飲食店の店員だろうか。ちらりと訝いぶかしげにアカザのほうを窺うかがいながら、店の中へと消えていく。


    　ネクタイにスーツ、分厚いコートというアカザの服装も、新人会社員というには若いアカザの年齢も、この通りからは浮いている。


    　平日の午後三時。アカザは仕事中だ。


    



    



    　アカザは一か月ほど前に会社を興おこした。会社の名前は株式会社フライング・ウィッチ。単に〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉と呼ばれることも多い。かつて、アカザが代表取締役を務めていた会社と同じ名前だが、まったく別の企業だ。


    　主な業務内容は、〈衝突災禍カラミテイ〉対策。世界と世界が衝突する──〈世界衝突クラツシユ〉と呼ばれる現象をきっかけに起こることになった、奇妙な天災、〈衝突災禍カラミテイ〉に対処し、解決するのがアカザたちの仕事だ。


    　かつての〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は、〈衝突災禍カラミテイ〉対策のほとんどを担う多国籍企業、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の子会社だった。主な仕事内容は〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の元にやってくる〈衝突災禍カラミテイ〉対策の依頼に対する対応だった。


    　しかし今は違う。他社からの出資のない、アカザ個人の会社なのだ。


    　この新しい会社を興すにあたり、アカザは新しい社屋を必要とした。〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の強い影響を受けている以前の立地とは、まったく別の場所に会社を作る必要があったためだ。


    〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉は世界的にも有名で、政府とのつながりも強い大企業だ。〈衝突災禍カラミテイ〉対策といえば、普通は〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉が思い浮かぶ。ただ、その大きさゆえに、個人のちょっとした相談は持ちかけにくいという敷居の高さを印象づけてしまっていた。大企業に対抗して小さな企業が〈衝突災禍カラミテイ〉対策で利益を出していくには、地域との結びつきが欠かせない。それに〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の仕事を邪魔するのも避けたかった。大企業がその気になれば、アカザの小さな会社など簡単に吹き飛んでしまうだろう。


    　できうる限り調査を行おこなってアカザが選んだのは、他の〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉関連企業とは活動範囲が重ならず、〈衝突災禍カラミテイ〉が、一定以上発生する場所だ。


    　それが、アカザが今歩いている商店街──鴉からす横よこ町ちようという名前だ──の奥にある、雑居ビルの四階だった。


    　首都でも下町と呼ばれているエリアの、私鉄沿線だが地下鉄も乗り入れており、そこそこ大きな駅、大おお鴉がらす駅えき。鴉横町はその駅前商店街だ。


    　ただしこの商店街は、開発の結果小こ綺ぎ麗れいになった北口とは反対側にあり、改札も小さい南口の駅前にある。といっても寂さびれているわけではなく、午後五時も過ぎれば会社帰りのサラリーマンたちでごった返す、そんな通りだ。


    　今は緩んでいるその空気の中を、アカザは緊張した面おも持もちで歩いている。


    『しゃちょー、見つかったぁ？』


    　アカザとは反対に、緊張感のない女の声が、装着したインカムから聞こえた。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社員の一人、オーガストの声だ。


    「いや……」


    　オーガストののんびりした声はいつもの通り。アカザは、答えながらも周囲を見回す。


    『しゃちょーのいるところと、五メートルは離れてないよ～。ただチョロチョロしてて、はっきりと場所が捉とらえづらくて……』


    「隠れるのが得意なやつらだからな」


    　アカザはコートの内側にしまわれた拳けん銃じゆうの感触を確かめる。


    〈衝突災禍カラミテイ〉と呼ばれる現象の中でもっとも頻ひん繁ぱんに起こるのは、異世界からの怪物が現れる、というものだ。これらの怪物には、どういうわけかこの世界の既存の手段で影響を及ぼすことができない。その代わり、〈世界衝突クラツシユ〉と時を同じくして生まれるようになった、〈魔女〉と呼ばれる者たちの持つ特殊な力だけが、怪物への対処を可能としていた。


    〈魔女〉というのは、その能力者たちの大多数が女性だったために生まれた呼称だ。


    　アカザは数少ない男性の〈魔女〉──〈魔力持ちユーザー〉と呼ばれる存在だ。


    　ただし、今のアカザは魔法を使えない。


    　ある〈魔女〉によって、使うと死ぬ、という呪のろいをかけられてしまったから。


    　感知の魔法の使い手であるオーガストが、詳細に場所を特定できないというのは珍しい。今探している怪物の能力とは相性が悪いらしい。


    　ザッと、インカムにかすかなノイズが入る。


    　そのノイズを聞き逃さず、アカザはちょうど立っていた雑居ビルと店舗の間の、路地裏ともいえない空間をそっとのぞき込んだ。


    　人が入れるほどの幅もない薄暗いその空間からは、すえた臭においがする。アカザは眉まゆをひそめながらも、その奥の気配を窺うかがう。


    　キィキィ──


    　かすかに聞こえた甲かん高だかい声。決して、カラスやネズミの鳴き声ではない。


    　──いる。


    　探していた怪物の存在をアカザは確信する。


    　暗がりの向こうに、人に似た、しかし人よりはずっと小さい、黒い羽としっぽを持つシルエットが、蠢うごめいている。


    　邪妖精グレムリン。そう呼ばれる異世界の怪物は、周辺の機械を狂わせる能力を持っている。オーガストの能力の効果が薄まっているのも、その能力のためかもしれない。オーガストは魔法の行使にスマートフォンやタブレットといった電子機器を利用する。


    　どうやら、まだ邪妖精グレムリンはアカザの存在に気付いていないようだ。


    　キィキィと鳴き声なのか彼らの言葉なのか分からない声を発しながら、動く様子はない。


    　ただ、近くにいる仲間を呼んでいる暇はなさそうだ。


    　アカザは懐ふところに手を伸ばす。そこには愛用の回転式拳銃リボルバーがあり、今はただ一発だけ銃弾が込めてある。


    　アカザの脳裏に、ちょっとした金勘定がよぎる。この銃弾を使って、今回の仕事は黒字にできるのだろうか？　六桁けたに近い銃弾一発の金額、今回の依頼を成功させることで手に入る報酬、邪妖精グレムリン本体ないし、その残ざん骸がいを売却することで手に入るであろう最低金額──いくつかの数値を、計算する。


    　──はずさなければ大丈夫。


    　アカザは自身にうなずき返し──その後の行動は、素早かった。


    　停滞も躊ちゆう躇ちよもないなめらかな動きでアカザは銃を抜き、そのまま、銃ひき爪がねを引く。


    　照準を合わせたようにも見えない動きだったのにも拘かかわらず、放たれた銃弾は過またず標的を捉とらえた。


    　銃声は聞こえない。


    　銃弾が着弾したはずの場所から、青い光が放たれる。


    　キィ────


    　邪妖精グレムリンの鳴き声だけが、人ひと気けのない通りに響く。


    　アカザの視線の先で、邪妖精グレムリンは凍ったように動きを止めていた。


    「一五二四、魔法弾マジカルブリツト使用。対象を確保。フラン、来てくれ」


    『了解です』


    　もう一人の社員がインカム越しに応こたえる。


    　会社を新しくしてから導入した装備を実戦で使ったのは初めてだ。期待どおりの効果に、アカザはほっとしていた。


    　他人の魔法を銃弾などに込め、魔法を使えない人間にも使用させる技術は、開発されたばかりでまだまだ発展途上のものとされている。当然、量産化もされておらず、効果は不確実なのにコストは高い、という業務での使用には不安材料が強過ぎるものなのだ。


    　それでも、今のアカザと〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉には打ってつけでもある。


    　五分とたたず、通信に応じたフランがやってくる。


    　アカザと同年代の、黒髪を肩のあたりで切りそろえた、美しい女性だ。キビキビとした動作が、彼女の真ま面じ目めさと有能さを感じさせる。


    「フラン、後の処理は任せていいか？」


    「ええ、了解です」


    　髪を肩口で揺らしながら、怜れい悧りな美び貌ぼうを持つアカザの部下はうなずいた。


    　──今日中に、相談案件の依頼人に連絡を返して、昨日の仕事の書類を片づけて──


    　次の仕事のことを考えながら、アカザは拳けん銃じゆうをしまった。


    「じゃあ、先に事務所に戻っている」


    「はい」


    　答えながら、アカザを見つめるフランの薄うす蒼あおの瞳ひとみが、かすかに揺れている。


    　その目を、何か言いたげだと感じながらも、アカザは背を向けた。


    　働き過ぎだとか、そんな心配をしているのかもしれないけれど、仕方ない。


    　──忙しいんだからさ。


    　心の内でいいわけをしながら、アカザは事務所に向けて、歩き始める。


    　アカザの目には前を通り過ぎる店の軒先にかかる、すすけた赤あか提ちよう灯ちんが珍しい。


    　首都の東側にあるこの町は、アカザの今までの人生では縁のない場所だった。


    　事務所の場所として選んだのも、あくまでも条件があったためだ。


    　期待通り、個人からの相談案件はなかなかに多く、開業早々から〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は繁盛していると言っていい。


    　さらに、それほど期待していなかった自治体からの依頼も、ぽつぽつと舞い込み始めている。


    　どういうわけか、この地域の自治体は、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉とあまり仲が良くないようなのだ。首都の中でも古くからの住人が多いこの地域では、外資系である〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の進出を好まなかったため、と言われているが、確かな話ではない。


    　それでも、この世界に〈穴ホール〉なんてものができるよりもずっと前から存在しているこの町には、古こ刹さつをはじめとする歴史のある建物が多く残されている。それらには、興味深い歴史的エピソードも伝えられていて、平日でもちらほら観光客の訪れる、ちょっとした観光名所だ。


    　自治体としては、それが〈衝突災禍カラミテイ〉によって破壊される、なんて事態は避けたいけれど、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の手は借りたくない。


    　そんな思惑を持つ自治体にとって、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉とは縁を切っており、それでいてそれなりの実績を持つ〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は、都合のいい企業だった。


    　──これで、売上もあがってくれれば、いいんだけれど。


    　歩くこと五分。そろそろ、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の入った雑居ビルが見えてくる。


    　いままでならば、アカザ本人が現場で動くことは少なかった。アカザ自身は、基本的には〈衝突災禍カラミテイ〉に対処することができない。


    　ただ、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は、今の形になることで、メンバーを一人失っている。


    　ハルという名の、赤い髪の少女だ。


    　彼女は、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉が〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉からの独立を決めたときに去っていった。


    　その理由がなんなのか、アカザは知らない。


    　その欠落は、新しい環境とともに、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に大きな影響を与えた。


    　アカザが頻ひん繁ぱんに現場に出るようになったのも、そのひとつ。


    　新しい環境。今までと少しだけ性格の変わった仕事。


    　アカザは忙しい。忙しくあらねばと思っている。


    



    　そうすれば、余計なことなど考えずに済む。


    　足りないものについてなど、考えずに済むから。
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    第一章　事務所のイチニチ


    



    　地獄。


    　二十歳そこそこの若さなりに、さまざまな経験をしてきたアカザではある。けれど、こんな地獄に放り込まれたことはなかった。


    　午前八時ちょうど、自宅マンションの最寄り駅から地下鉄に乗り込むたび、地獄はここにある、と思ってしまう。


    　この国の首都名物ともいうべき満員電車。


    　アカザはそれを、今の会社を作って初めて経験した。


    　車両が駅のホームに入ってきた時点で、その内部には乗車率三百パーセントを超える人が詰まっている。だというのに、そこに自分自身を押し込まなければならないという地獄。


    　通勤初日には、この光景を見ただけで帰りたくなった。


    　とはいえ、アカザにはやるべきことがあり、この電車に詰まった人々は平等にこの地獄を体験している。怖おじ気けづいている場合ではなかった。


    　初めて乗ったときのことは、思い出したくない出来事だ。


    　どんな姿勢をとればいいかも分からぬままに乗り込んでしまったため、苦しいし、腕はねじれそうになった。さらに、座席の前のつり革になんとかつかまったと思ったら、電車の揺れのせいで、座席に座った人の上に、さらに座ってしまったのだ。しかも、動くに動けず、一駅の間、その姿勢を強しいられた。


    　相手が女性でなかったのが幸いではある。


    　それでも、若い男に乗られてしまった、あの中年サラリーマンには大変気の毒なことをしたと思う。恥ずかしくて、顔は見られなかったが。


    　こんな、中途半端な時期に慣れていない人間が乗り込むことで、周りの乗客たちもさぞかし迷惑したことだろう。


    　ようやく満員電車に慣れてきたとはいえ、あのときのことを思い出すと、アカザは恥ずかしさのあまり走り回りたくなる。


    　だが幸いなことに、この満員状態は二十分で終了する。ターミナル駅で、乗客のほとんどが降車するからだ。


    　その後は乗り換えもなく、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のオフィスがある大おお鴉がらす駅えきまで、座席に座ることさえできる。


    　新しくオフィスを構えてから一か月。


    　アカザはこの通勤環境を毎朝地獄にたとえながらも、なんとか慣れつつはあった。


    　午前八時四十五分、地下鉄を降りたアカザは、大鴉駅のスタンドで朝食を食べる。


    　五人も並べばいっぱいになってしまう、小さなカウンターだけの立ち食いそば屋だ。


    　勤め人と思われる男たちが、無言でそばをすすっている。


    　アカザは、汁の濃い立ち食いそばが好きだ。食券でたぬきそばを選び、無言でカウンターに渡せば、一分と経たずにどんぶりが供きようされる。


    　無心にそばをすすれば、三分間で朝食は終了だ。


    「ごちそうさま」


    　カウンターにどんぶりを返し、足早に店を出るところまでが、この店でのマナー。


    　このとき、外食とデリバリー、店屋物ばかりの自分の食生活に対する不安が、ほんの少しだけ頭をかすめるが、まあ、後で考えようと、アカザはいつも結論を先送りしている。


    



    



    　アカザはかつて、最強と謳うたわれた〈魔力持ちユーザー〉だった。


    　幼いとき〈衝突災禍カラミテイ〉をきっかけに両親を失った。その後、ただただ〈穴ホール〉を壊すことだけを考え、〈衝突災禍カラミテイ〉に対抗する日々を送った結果の呼び名だった。他者との関かかわりを嫌って、組織にも属さなかった。


    　そのときと比べると、今の自分の毎日は、人間臭いとアカザは思う。そんな日常がアカザは嫌いではない。


    　脇わき目めも振らず、ただただ走り続けていたかつての自分は、人間らしくなかったとさえ思える。


    　今の状態になって、ようやく普通の人間になれたような、そんな気さえする。


    　今のアカザは魔法を使うことはできない。


    〈穴ホール〉の守護者と呼ばれる〈魔女〉と戦い、敗北の結果、呪のろわれてしまったからだ。


    　それは、魔法を使うと心臓が止まり死ぬ、という呪いだ。


    　呪いを解く方法は分かっている。


    　他の〈魔女〉を〈吸収アブソーブ〉すればいい。


    〈吸収アブソーブ〉──〈魔女〉が〈魔女〉に対してだけ行おこなえること。他の〈魔女〉を取り込み、その力を自分のものにするという方法だ。


    　そうして、呪いを受けたアカザと異なる、もっと強い〈魔力持ちユーザー〉になれば、呪いは無効化するという。


    　また魔法を使えるようになりたい。そう思っていないと言ったら噓うそになる。


    　それでも、アカザはそのために、他の〈魔女〉を犠牲にする気にはなれないのだった。


    



    



    　大おお鴉がらす駅えき、地下鉄駅構内の造りは古くさく、急な階段を上ればそのすぐ横に鴉からす横よこ町ちようの入り口がある。


    　午前九時の呑のみ屋や通りに人ひと気けは皆無だが、代わりに昨晩、大勢彷徨さまよっていただろう酔漢たちの気配が漂っている。酒と料理の香りとすえた臭におい。店によっては、ほんの一、二時間前まで開いていたものもあるようだ。


    　その濁った空気をかき分けて歩くこの時間が、アカザはそれほど嫌いではない。


    　酔っ払って騒いで、愚ぐ痴ちを言って──そんな営みを感じさせる、人間らしい気配だと思う。


    　やがて見えてくる、四階建ての、築三十年を超える古くさい雑居ビルが、アカザの今の仕事場だ。


    　一階にはビルのオーナーが経営する小さなコンビニ。二階より上には、ワンフロアにつき二つ部屋があるだけの小さな建物だ。


    　エレベーターはない。やはり急な階段をアカザは最上階まで上る。


    　すりガラスのはまった鉄製のドアに、これだけは以前のオフィスと同じ、Flying Witchと書かれた丸いプレートがかかっている。


    　社員が通勤してくる前に、オフィスを開けること。それがアカザの一日の、最初の仕事だ。


    　十五畳ほどの広さのある部屋の中央には、ノートパソコンが二台載った、大きなテーブル。その両端にあるクリーム色の事務机は、アカザと経理の南みなみ大だい東とうコルコの席だ。


    　壁沿いには、レンタルのコピー機とロッカーがあり、部屋の隅にはお湯を沸かすのがせいぜいの、小さなキッチンがついている。


    　家具は変わらないのに、以前の、マンションの一室だった部屋に比べると、今のオフィスは少し、殺風景だ。テーブルの真ん中に置かれた花器に生けられている季節の花だけが唯一の彩いろどりに見える。秋も深まりつつある今は、水を張った皿の上で竜りん胆どうが群ぐん青じようの花びらをほころばせていた。


    　以前からの習慣通り、アカザはオフィスの掃除を始める。


    　社員がやってくるまでには、まだ十五分ほどあるだろうが、ぼんやり待つのは嫌いやだった。


    　じっとしているのは、嫌だった。


    



    



    「おはようございます！」


    　九時三十分ちょうど、経理担当の南大東コルコが現れる。


    　愛あい嬌きようのある顔立ちに、眼鏡めがねがよく似合っている。小柄だけれど少しふっくらしている体つきは、トランジスタグラマーというらしい。


    　この年上の女性は、その明るさと元気さ、経理としての有能さで、アカザをずっと助け続けてくれている。社内では唯一〈魔女〉でないけれど、その能力は〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に欠かせない。


    「おはようございます」


    　元気な彼女の挨あい拶さつは、いつでもアカザを鼓舞してくれる。だから、アカザもなるべく元気な声で挨拶をする。そうすることで、自分の身体からだにさらに力がみなぎる気がする。


    　挨拶は、基本。


    　こうして会社をはじめて以来、アカザはよく聞くそのありきたりな言葉が本当なのだと感じることが多い。


    「昨日の魔法弾マジカルブリツトの件なんですけど、うまくいった理由って、フランの魔法との相性ですかねえ」


    　コルコはコートを脱ぎながら、さっそく仕事の話題を口にする。


    「コルコさん的には、まだ懐疑的？」


    「成功確率六割っていうのが、今のところの実数ですからね。費用をかける割りには合わないと思うんですよ」


    「でも、俺おれが一発とはいえ、魔法を使えるのは、今のうちの事務所の人員を思えば──」


    「やだアカザさん！　一発なんて数え方して！」


    「コルコさん、下ネタの品性が前より下がってる！」


    　コルコはえへへ、と照れたような笑いを見せる。


    「無理やりねじ込んでみました」


    「そんな努力しなくていい！」


    　有能で明るくて面倒見のいいコルコの欠点は、恋愛話と下ネタが大好きすぎるというところだ。事務所のムードを盛り上げようとしているのかもしれないが、そうだとしても別の方法があるだろうとアカザは思っている。


    「ま、それはそれとして、魔法弾マジカルブリツトを継続使用するかどうかですけれど──」


    　まだ創業から間もない〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の経営状態は、安定していない。


    　依頼はそれなりにあるものの、小規模な案件が多く、大きな収入には繫つながっていない。新しい設備関係の出費は多いにも拘かかわらず、だ。


    　コストが高い上に、不安定な魔法弾マジカルブリツトの運用に対して、コルコが難色を示すのは無理もなかった。


    　アカザが魔法弾マジカルブリツトを使ったのは、試用したときを含めても、昨日の対邪妖精グレムリン戦が三回目だった。成功率六割が謳うたわれているのにも拘わらず、アカザの魔法弾マジカルブリツトは、今のところ発動に失敗したことがない。


    　コルコに魔法弾マジカルブリツトの継続使用を認めさせるためには、この成功が偶然ではないと証明する必要がありそうだった。


    「だから、今日は午後から、〈秘密の扉シークレツト・ドア〉さんの予定」


    　アカザは、魔法弾マジカルブリツトを開発している会社の名前を出した。〈秘密の扉シークレツト・ドア〉は、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉と同じ、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉から独立した魔法技術関連の企業だ。


    「あ、今日はおでかけでしたっけ？」


    「うん、三時に先方。二時には出るよ」


    「もうちょっとコストがかからずに済むなら、継続使用、ありありなんですけどね」


    「その話もしてくる予定」


    「お願いします」


    　アカザとの思惑の一致に満足を得たのか、コルコはにっこりと微笑ほほえんだ。


    「おはようございます」


    「おっはよー！」


    　そんな話をしていると、元気な挨あい拶さつと共に、フランとサカナが事務所に入ってきた。


    　フランは、肩のあたりで切りそろえた黒髪と薄うす蒼あおの瞳ひとみがクールな印象を与える美女だ。〈魔女〉としては、攻撃とサポートの両方をこなす、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のエースでもある。


    　ツインテールを揺らし、手に大きなカボチャ提灯ジヤツク・オ・ランタンを携たずさえたサカナは、十二歳にして、召しよう喚かん魔法の天才とも呼ばれる少女だ。細い手足が元気よく動く。


    　以前は会社があるのと同じマンションの別の部屋に暮らしていた二人だが、今は二人で同じ部屋をシェアしている。


    「おはようございます」


    「おはよう」


    　アカザとコルコが言葉を交わせば、フランとサカナはにっこりと微笑み返す。


    「サカナ、今日は塾じゃなかったっけ？」


    　サカナは、実際には十二歳だというのに、物心ついたときから、〈魔女〉として働いていた。


    　なぜなら、書類の上では、彼女は成人したことになっているからだ。


    　フランやサカナ、まだ来ていないもう一人の社員オーガストは、元々はこの世界の住人ではない。〈取り替え子チエンジリング〉と呼ばれる、異なる世界の人間だ。

  


  [image: ]


  
    〈取り替え子チエンジリング〉は、元々いた世界の記憶こそ失っているが、皆、例外なく〈魔女〉としての力を持っている。


    　その多くは、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉によって保護されており、さらにそのほとんどは、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉もしくは、その子会社の社員となる。


    　類たぐい希まれなる才能を持つサカナは、幼いころから〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の社員となっていた。


    　アカザは、それを変えたいと考えた。


    〈魔女〉として働くことしか知らない彼女を、やはり幼いころから〈魔力持ちユーザー〉として過ごしていた自分を重ねたためかもしれない。


    　サカナには、年相応の生活を知って欲しかった。


    　だから、サカナに、来年の春から学校に行かないかと提案した。


    　はじめ、サカナはその提案に戸惑った。一度も通ったことのない学校に行くことも、馴な染じみのない同世代との人間の触れあいにも、怖おじ気けづくのは当然だ。


    　それでも、彼女はどこかでそれに憧あこがれてもいたようだ。最終的には、「学校、いってみたいと思う」という言葉と共に、サカナはアカザの提案にうなずいたのだった。


    　かくして、現在のサカナは学校に行くための準備中だ。塾に通って、現在の年相応の学力と常識を学んでいるのだ。


    　その代わり、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉での仕事は、パートタイム扱いになっている。


    「塾は二時からだよ！　だから、みんなのお仕事っぷりを見に来たの！」


    「そっか。じゃあ頑張らないとなあ」


    　サカナと同じように、アカザもまた、〈魔力持ちユーザー〉としての世界しか知らなかった人間だ。


    　アカザ自身が今の自分に不満があるわけではないけれど、周りにいる大人として、サカナに選択肢を与えたかった。


    「うそ。みんなが忙しそうだから、サカナもなにか手伝いたいなーって！」


    　ぶん、とサカナはカボチャ提灯ジヤツク・オ・ランタンを振り上げる。


    「ありがとう、サカナ」


    　ここだけではいけないけれど、今、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉がサカナにとって唯一の居場所であることも間違いない。アカザがそれを奪うわけにはいかない。


    「おはよーございます……」


    　そして、さらに十五分ほどが過ぎ、十時ギリギリに、最後の社員、オーガストが現れる。


    　眠たげな表情と猫背気味の姿勢が彼女をだらしなく見せている。けれど、すらりとした細身の身体からだと整った顔立ちの、かなり恵まれた容姿の持ち主だ。


    　職場に電車で通うようになって、彼女は遅刻が増えた。今日はなんとか時間通りの電車に乗れたのだろう。


    「はい、おはよう」


    　遅刻でないなら、いちいち小言を言う必要はない。


    「今日は遅刻しなかったね！　えらーい！」


    　サカナの褒ほめ言葉に、オーガストは苦笑だけを返す。さすがの彼女も、遅刻ばかりの現状をよいことだとは思っていない。


    　壁の時計が、十時ちょうどを指す。


    「はい、始業時間。朝礼しよう」


    　四人の部下を見ながら、ＰＣの画面でタスクリストを呼び出し、アカザは告げる。


    　この辺りで発生する〈衝突災禍カラミテイ〉は、〈穴ホール〉の周辺ほど分かりやすくはない。小さな案件のほうが多数だ。


    　それを、現在の〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉では、実質、フランとオーガストの二人で担当している。サポートとしてアカザが入ることも多いが、指揮とマネジメントがメーン業務のアカザが現場に出続けるのは無理がある。今は、無理をしている状態だ。


    　このままの忙しさが続くならば、人員の補充は必要だ。理想を言うなら、最初に人員の補充を行おこなって、それに見合うように営業努力をしていくべきだ。


    　でも、現在の〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉には、それを行える資金的な余力がない。


    　だいいち、〈魔女〉を補充するのは、おそらく相当困難だ。


    〈魔女〉そのものの数がそれほど多くはないし、そのほとんどは、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉関連に就職している。


    　かつてのアカザのように、フリーの〈魔女〉がいないわけではないが、彼女たちは、すでに〈魔女〉として生計をたてている。今の〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に、彼女たちが就職したいと思わせるような条件やメリットを提示できるとは思えなかった。


    　無理をするしか──自分が無理をするしかないと、アカザは考えている。


    　順番に今日のタスク、現在進行中の仕事を確認していく。無理をするといっても、自分だけでなんとかなるとおごってはいけない。もっと大きかったり、複雑だったりする組織ならともかく、こんな小さな企業なのだ。


    「じゃあ、今日も頑張ろう」


    「よろしくお願いします」


    　こんこん。


    　オフィスのドアがノックされたのは、朝礼が終わるのとほぼ同時だった。おそらくタイミングを見計らっていたのだろう。


    「どうぞ」


    「おはようございます」


    　アカザが声をかけると、扉を開けて、六十代半ばくらいの年配の女性が顔を出す。


    「あ、大家さんおはようございます」


    　コルコが明るく応じる。


    　大家さんとこのビルで呼ばれているのは、正確にはオーナー夫婦の母親だ。


    　暇をもてあましているのか、彼女は店たな子こたちに毎朝、挨あい拶さつにくるのだ。


    　そして、何が気に入ったのか、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉にはちょっと長居をする。


    「お茶、淹いれるね！」


    　くるりとツインテールを揺らして、サカナがキッチンに移動する。


    「今日もお忙しい？」


    「まあまあですね──」


    「商売繁盛で結構なことですね。でも、余裕を忘れちゃいけませんよ。焦あせると失敗しちゃって、余計なお仕事が増えますからね」


    　大家さんは穏やかに、のんびりと話す。


    　女性ばかりに囲まれて生きてきたアカザだけれども、彼女のような年ごろの女性と接することは多くない。どう接していいか分からない。


    　ただ、彼女に対してアカザは好意を抱いだいている。それは、彼女の方からアカザに歩み寄ってくれたからかも知れないし、人を緊張させない彼女の雰囲気のおかげかもしれない。


    「隣の吉よし田ださんのお話、聞きました？」


    「あの、イタリアンっぽいお店の人？　ううん、聞いてないよー」


    　お茶を出しながら、サカナが答えた。


    「何か、あったんですか？」


    　アカザは問い返す。


    「お嫁にいった娘さんのところに、赤ちゃんが生まれたんですって」


    「へー！　おめでたいね！」


    「本当にねえ」


    　大家さんは、近所の情報をよく知っている。


    　そんな近所のうわさ話をいくつか披露して、彼女は、ず、と手にしたお茶を飲み干し、立ち上がった。


    「はい、お邪魔さま。お仕事頑張ってくださいね」


    「はい。頑張ります」


    　自然とアカザは自分の言葉が柔らかくなるのを感じる。


    　大家さんは、来たときと同じように、ゆったりとした仕草で出て行った。


    　毎日忙しいけれど、こうやって落ち着くのは大事だ、と思う。


    　ただ、こんなふうに強制的でなければ、難しいことだろう。


    「しゃちょー、大家さんにやさしーよねえ」


    　茶わんを片づけるサカナは、からかう口調だ。


    「そうか？　俺おれは、誰だれにでも優しいつもりだよ？」


    　事務机に戻りながら、アカザは答える。


    「アカザさん！」


    　慌あわてた口調で──しかし、妙な明るさをこめた口調でコルコが叫んだ。


    「アカザさん、もしかして大家さんのこと……」


    「はぁ？　コルコさんの頭の中では、大家さんも射程圏内なの!?」


    　有能で元気なこの経理担当は、恋バナと下ネタが大好きだ。


    　隙すきあらば、会話に挟み込むのを忘れない。


    「それだと、わたしの恋愛対象みたいじゃないですか。違いますよ」


    「俺だって違うよ！」


    「でも、優しいし」


    「優しいから恋愛対象って、短絡的だよね！　俺、誰にでも優しくしてると思うけど！」


    　ぴょこん、とサカナが手を上げながら話に割り込んでくる。


    「しゃちょー、大家さんにはすごく優しいと思うよ？」


    「サカナ、コルコさんの援護射撃はやめて！」


    「でも、アカザさん、年上好きですよね」


    「根拠は！」


    　アカザにとって身近な年上女性などコルコくらいだが、コルコは自身を恋愛話に含めない。


    「たとえば〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉のゾフィー代表の話が出ると、アカザさん、雰囲気変わりますよね」


    「えっと……」


    　コルコはある意味すごい。アカザは感嘆せずにはいられなかった。微妙な、デリケートな話題を平気で振ってくる。


    　高こう坂さかゾフィー。〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉極東支社フアー・イースト・ブランチの最高責任者ＣＥＯを務める美女だ。おそらく、この国で一番有名な〈魔女〉。


    〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の子会社時代の〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に何かと目をかけており、アカザを社長に据えた人物だ。


    　ゾフィーはアカザにとって、確かに複雑な存在だ。表だって、害になるようなことをされたことはない。表面的に見るならば、呪のろわれて、〈魔力持ちユーザー〉として生きる道を失ったアカザに、新しい生き方を与えてくれた人間だ。


    　それは試練ではあったかもしれないが、失敗しても失うものは少ない道だった。


    　それでいて、ゾフィーはアカザに傷を与える存在だった。ゾフィーは常にアカザを揺さぶり続ける。それは、今もって変わらない。


    　──たぶん、ハルのことも、あの女が。


    「ほら」


    　アカザの顔色を見て、コルコが静かな表情で言う。他の〈魔女〉たちも、よく似た表情をしていた。


    「ゾフィー代表にアカザさんは思い入れがあるなあって思いますもの」


    「恋愛感情じゃ、ないよ」


    　ゾフィーは年齢不詳、並々ならぬ美び貌ぼうの持ち主ではあるが、彼女と恋愛なんて考えられる男がいるものだろうか。この国で一番有名で、おそらくもっとも強い力を持つ〈魔女〉。


    「まあ、ゾフィー代表、年下男が好きそうっていうのもありますけど！」


    　一瞬、アカザの脳裏に、ホストクラブで歓待を受けるゾフィーの姿が浮かんだ。もちろん、アカザはホストクラブに行ったことなどない。ただの妄想だ。


    「下世話だ……」


    「あとは、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉ですかねー」


    「何言ってんだ」


    　アカザは低い声を出した。


    　さすがに、冗談や軽口にするような相手ではなかった。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、アカザに「魔法を使うと死ぬ」という呪のろいをかけた人物だ。その正体は定かならず、ただ、〈穴ホール〉の周辺に現れることから、〈穴ホール〉の守護者、という呼び名も持っている。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、アカザとの対話をきっかけに、彼女自身が名乗り始めた名前だった。


    　その見た目は、妖よう精せいを思わせる美しい少女で、とても年上とは思えない。


    「ごめんなさい」


    　さすがに、調子に乗り過ぎたと思ったのだろう。コルコが、神妙な顔で謝った。


    「あいつは、俺おれの敵」


    　アカザは断言する。


    「でも、あいつ、しゃちょーに近づき過ぎる……」


    「そんなことないよ！」


    　実際に、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉はアカザに対する身体接触が多い。〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の〈魔女〉たちは〈最悪の魔女ザ・ワースト〉とは一度しか邂かい逅こうしたことないはずなのに、そんな感想を抱いだいてしまうとは、女性の感覚はあなどれない。


    　ふ、とアカザは息を吐いた。


    　どんなに心に重くのしかかってくるような存在でも、こうして、笑い話にしてしまうと、少しだけ軽くなる気がする。コルコはそれが分かっていて、話題に出すのだろう。他の社員たちがこの話題に乗ってくるのも、同じ理由に違いない。


    　──助けられている。


    　アカザは、笑った。


    



    



    「泉いずみ野の原はらさん、わざわざご足労いただきましてー」


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のある大おお鴉がらす駅えきから、電車で四十五分ほど。その日の午後、アカザは〈秘密の扉シークレツト・ドア〉を訪問していた。


    　雑居ビルの一室である〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉とは異なり、三階建てで小さいながらもひとつのビルがまるまる〈秘密の扉シークレツト・ドア〉の社屋になっている。


    　一階にある小さな応接室で、社長の風かぜ谷たにサマルという男性がアカザを出迎える。


    　小柄な体たい躯くに銀縁眼鏡めがね、白衣を着ていることも多い彼の外見は、研究者という肩書きを裏切らない。この国に五十人はいない、三十代の男性で、数少ない〈魔力持ちユーザー〉の一人だ。


    〈秘密の扉シークレツト・ドア〉は〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉と同じ、元は〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の子会社だった企業だ。〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の独立からわずかに遅れて〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉から独立している。


    　その主な業務内容は、魔法の触媒、収束具の研究および、開発。この社屋は、研究施設を兼ねている。


    〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の傘さん下か時代には、魔法を変遷させる触媒の開発などを行おこなっており、成果は多かった。もっとも、それらの権利はすべて〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉に帰属している。


    　今、〈秘密の扉シークレツト・ドア〉が研究しているのは、アカザが使った魔法弾マジカルブリツトのような、〈魔女〉ならぬ人間でも〈魔女〉と同じことができる技術についてだ。


    　サマルは、ずっとこの研究がしたかったらしい。だが、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉としては、その研究にお金を使いたがらなかった。


    〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉は〈魔女〉という人的資源を、囲い込みに近い形で独占している。その利権を失うことを恐れて──というのは、あくまでもアカザの推測だけれど。


    「どうですか、魔法弾マジカルブリツトの効果。追加ご購入していただけそうですかね」


    　サマルは早口だ。


    「わたしとしては、充分な効果を感じているのですけれど、経理がよい顔をしなくて」


    「まだ、高いです？」


    「価格よりは、成功率に関してですね」


    　アカザが苦笑と共に伝えると、サマルは思案顔をした。


    「それについてなんですけれどね──まあ、定期購入するにはまだまだ不安が残るデータだってのは分かってるんで。ご提案があるんですよ」


    「はい？」


    「アカザさん、なるべくたくさん魔法弾マジカルブリツトを使ってもらえませんか。で、そのデータを提供していただけるなら、魔法弾マジカルブリツト、実費のみでお渡しできます」


    「本当ですか!?　──願ってもないです」


    　こちらから提案しようと思っていたことだった。


    　アカザの言葉に、どちらかといえば無表情なサマルの口元に笑顔が浮かぶ。


    「ひとまず、三か月ほど試験運用していただきたいんですよ。月々──そうですね、三十発弾丸をご用意します」


    「三十発だと、費用は──」


    「税抜きで九十万、ですね」


    「今までの価格の四割ですか」


    　アカザは、売り上げとの釣り合いを考える。予定通りの売り上げを達成できるならば、経費の範囲に収まる金額だ。


    　それで、自分の稼働率を上げられるのなら、これは使っていい経費になる。


    　経費を抑えるだけでは、売り上げは伸びない。


    「問題ないと思います」


    　アカザは、サマルにうなずきを返した。


    「では、この提案、お受けしていただけます？」


    「はい」


    　では、契約書は用意しておきますね、と言いながら、サマルはペットボトルの茶を飲んだ。


    「話は変わりますけど。今、お渡ししてる分の魔法弾マジカルブリツトは、使った感じどうでした？　確か、五発、購入していただいたんですよね。何回失敗しました？」


    　手元にメモを用意しながら、サマルは言う。


    　基本的に、商売より、研究が好きな男なのだ。


    「まだ、試射を合わせても三回しか使ってませんけど、失敗はしてませんよ」


    「え！　失敗なし？」


    　アカザは魔法弾マジカルブリツトを、愛用の拳けん銃じゆうの装弾数に合わせて五発、購入していた。


    「はい、そうです」


    　サマルは、口元に手をあて、考え込む。


    「使用者との相性があるのかなあ……それとも、籠こめる魔法の問題かなあ。今まで、そこでデータぶれたことないんだけどなあ……。まあ、三回くらいじゃ、単なる運、としか言いようがないけど」


    　サマルの声は小さく、特にアカザに伝える気のなさそうな話し方だ。


    「泉いずみ野の原はらさんは、すごく幸運なのかも」


    「幸運、ですか」


    　研究者であるサマルの口から出る言葉にしては、奇妙に思えた。


    「冗談です。運なんてないない」


    　印象通り、サマルは断言する。目元に笑みを浮かべ、顔の前でひらひらと手を振りながら、軽い言葉で運の存在を否定する。


    　サマルも、そして、アカザも運や運命など、信じていない人種だ。


    　人は、結果を見て運が良かった、運が悪かったというのだ。それは慰めだ。そう考えている。


    　アカザにはまったく異なるタイプに見えるサマルと、自分の共通点が面白く思えた。


    「その発動確率、要因があるかも知れませんね。うちとしても、魔法弾マジカルブリツトの発動確率が上がってくれるのに越したことはないから、ちょっと調べてみます」


    　うん、とサマルはうなずきながらそう言った。


    　そのとき、アカザの携帯が鳴った。


    　──しまった、マナーモードにし忘れた。


    「あっと、失礼──」


    「いいですよ、でちゃってください」


    　携帯の電源を切ろうとするアカザを、サマルは制した。着信は〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の事務所からだ。


    「すいません、お言葉に甘えて。……はい、泉いずみ野の原はら」


    　かすかに声を潜めると、切羽せつぱ詰まったコルコの声が聞こえた。


    『アカザさん！　すいません、ちょっと緊急の案件が……』


    「はい」


    『事務所の下のコンビニで、〈衝突災禍カラミテイ〉が起こりました』


    



    



    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の入っているビルにあるコンビニエンスストアは、チェーン店ではない。


    　十数年前、コンビニになったという元一般商店だ。名前を大おお鴉がらす屋やという。


    　アカザが〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に戻ってきたとき、大鴉屋は、入り口のガラスのドアにロールスクリーンを降ろして、無理やり封ふう鎖さしている状態だった。見れば、シャッターが開いたままの状態で壊れてしまっているらしい。


    　そのロールスクリーン越しに大荒れの店内が見えた。


    　陳列されていたペットボトルが、弁当が、缶詰が、店内中を飛び回っている。


    　それが当たったのだろう、ヒビで覆おおわれたウインドーガラスには、ガムテープと段ボールで目張りがしてあった。


    「騒霊ポルターガイストか……」


    　アカザは、今起こっている現象を引き起こしている怪物の名前をつぶやいた。


    　こんなふうに、小さなものを跳ばすくらいしかできないくせに、やっかいな怪物だ。何せ、姿を視認できない。


    　でも、個人へ与える被害は甚大だ。


    　──この町では〈衝突災禍カラミテイ〉が、日常のすぐ隣にある気がするなあ。


    　騒霊ポルターガイストといえども、無限の時間続くわけではない。アカザはスマートフォンにデータベースを呼び出して確認する。過去の例からいうと、十時間くらいで騒霊ポルターガイストは収まるのだ。どうも、怪物の寿命そのものが、それくらいの長さであるらしい。


    「コルコさん、これ、起こってどれくらいたった？」


    「えっと……一時間半ってところです」


    「あと、八時間半ほどで収まるはずですけれど、どうします？」


    　アカザは傍かたわらで怯おびえたように店内を窺うかがっているオーナー夫妻に尋ねた。現在の被害にくわえて、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に依頼料を払うかどうか、確認したのだ。自治体からのものに比べると、個人からの依頼料は低い上に、騒霊ポルターガイストの捕ほ獲かくはほぼ不可能。〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉としても、儲もうけのいい仕事ではない。


    　オーナーはアカザに向き直り、おずおずと口を開いた。


    「実は……あの……」


    「はい？」


    「母が、店の、奥に」


    　オーナー夫婦が母と呼ぶ人とは、このビルの持ち主、すなわち大家さんだ。


    　──そういうことは早く言え！


    　口から出そうになる言葉を、アカザはぐっと堪こらえた。


    　大家さんは老人だ。怪け我がの可能性もあるし、こんな極限状態で、精神力、体力が保もたない可能性も高い。


    「……分かりました。では、大家さんの救出を優先で行おこないます」


    　フランとオーガストは別の案件で外出中。確か、老朽化した民家で〈衝突災禍カラミテイ〉が起こっているという話を、確認しにいっている。


    　サカナは塾だ。


    　アカザは、拳けん銃じゆうを確認した。


    　残り二発の弾丸には、フランの魔法が籠こめてある。


    　効果範囲にある物体・生物の動きを止めるフランの魔法が発動すれば、大家さんに怪我させることなく、救出が可能だろう。


    「いきます」


    　迷っている時間はない。


    　アカザは、コンビニに跳び込んだ。


    　ガツガツと、ペットボトルや缶詰が身体からだにぶつかってくる。


    　だが、まだ魔法弾マジカルブリツトは使わない。


    　今は二発しか持っていないのだ。


    「大家さん！」


    「い、泉いずみ野の原はらさん……？」


    　アカザの呼びかけに、弱々しい声が答えた。


    　──よかった、まだ意識はある。


    　安あん堵どして、アカザは声のしたコンビニの奥、従業員の控室であるバックヤードに跳び込んだ。


    　大家さんは、震ふるえながら床にうずくまっていた。それでも、意識のしっかりした目でアカザを見つめる。


    「怪け我が、ありませんか？」


    　アカザの言葉にガクガクとうなずくが、「でも、腰が……」と、続ける。


    「つかまってください」


    　アカザは、ためらわずに、大家さんの身体からだを横抱きにした。


    「お、重くないかしら」


    「ぜんぜん！」


    　安心させなければならない。アカザは、にっこりと微笑ほほえむ。


    　幸いにして、〈魔女〉や〈魔力持ちユーザー〉は、通常の人間よりも高い身体能力がある。大家さんの身体を抱かかえながら、アカザは拳けん銃じゆうを構えた。


    「じゃあ、戻りますよ──」


    　スイングドアになっているバックヤードの扉を、アカザは脚で蹴けり開けた。


    　店内では、変わらずに商品が飛び交っている。


    　すり抜けるべき、入り口までのルートを目で確認する。


    　──ここで、初めて発動失敗なんて、勘弁してくれよ。


    　ほんの少しの祈りを籠こめて、アカザは銃ひき爪がねに力をかけた。


    



    　銃声が、響く。


    



    　──結果を言うならば、魔法弾マジカルブリツトは今回も発動した。


    　魔法弾マジカルブリツトに込められたフランの魔法は、空中を飛び交う商品の群れの動きを止めた。


    　魔法弾マジカルブリツトが作用しているのは、あくまでも商品だ。この一瞬の隙すきをついて、アカザは大家さんを抱えたまま、店内をすり抜ける。


    「魔法みたいねえ」


    「魔法ですよ」


    　大家さんの感嘆する声が、なんだか不思議だ。


    「わたしが子供のころには、魔法なんてなかったのよ」


    　──そうか。


    　魔法がこの世界に現れて、まだ数十年に過ぎない。


    　五分後には、アカザは大家さんを横抱きにして、店の前に戻っていた。


    「泉いずみ野の原はらさん、ありがとうね」


    　青ざめながらも大家さんは、にっこりと微笑ほほえむ。


    「いえ、仕事ですから……」


    　直接礼を言われることは、何度でも嬉うれしい。


    　アカザは、自分の頰ほおが赤らむのを感じる。


    「社長やっぱり」


    「救急車呼んで！　大家さん、病院に行ってください！」


    　コルコの発言は、遮さえぎった。


    



    



    　夜、八時過ぎ。アカザは再び地下鉄に乗る。


    　朝とは反対に、最初のうちの車内はすいているけれど、ターミナル駅に着けば、乗り換えの乗客でどっと混むはずだ。朝ほどの地獄ではないけれど、疲労は増す。


    　──でもいい。


    　アカザはぼんやりと考える。


    　一日の終わりには、これくらい疲れていたほうがいい。


    　じゃないと考えてしまう。


    　この充実した一日に、いて欲しい少女のことを。


    　どうしても、どうしても。


    　その思いに痛みを感じずにはいられない。


    　心が痛いよりは、疲れて何も考えられないほうがいい。
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    　確か、十二歳だった。


    　車に乗せられて、山の中に連れていかれた。


    　車を降りて、山道をずいぶん長い間歩いていた気がする。


    　──ここならば、あなたの力を使っても大丈夫。


    　指導にあたってくれた〈魔女〉は、そう言った。


    　訓練は受けていて、もう、一人前に力を使えるのだと言われていた。


    　──あなたなら、できるはず。


    　指導役の〈魔女〉が繰り返す。


    　でも、自信なんて全然なかった。


    　上じよう手ずに力を使える気なんて、ちっともなかった。


    　連れてこられた現場には、何人かの人間がいた。


    　みな、大人だった。


    　余計に緊張した。


    　ただ、その中に一人、少年がいた。


    　高校生くらいだろうか。


    　まだ子供と大人の中間の顔をして、体つきも細い少年だった。穏やかな、優しそうな顔立ちをしている。


    　パーカーにジーンズという格好が、他の制服を着た大人たちからは浮いていて、あれは誰だれと尋ねた。


    　自分と同じような、実戦経験のない〈魔力持ちユーザー〉なのかと思ったからだ。


    　──あれは、「最強」だよ。


    　誰かが教えてくれた。


    　そのときからすでに、彼はそう呼ばれていた。


    「最強」と呼ばれる〈魔力持ちユーザー〉がいる、という話は聞いたことがあった。〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉には属さず、たった一人でものすごい数の〈衝突災禍カラミテイ〉を、怪物を屠ほふってきた人物だと聞いていた。


    　遠い世界の話だと思っていた。


    　テレビの向こうの芸能人のように、物語の登場人物のように、自分とは関かかわるはずのない相手だと思っていた。


    　だから、びっくりした。


    「最強」なんていう呼称から、外見を想像していたわけではないけれど、少なくとも、少年だとは思っていなかった。


    



    　──別系統から依頼がいっちゃったみたいでね。


    　──へー、あんな子供なんだあ。


    　──「最強」がいるんなら、わたしたち、いらないんじゃない？


    　──まあまあ、噂うわさなんていいかげんなもんだし！


    　──なーんか、弱そう。本当に「最強」なの？


    



    　大人たちが好きなように話す。


    　特に声を抑えているようにも思えず、きっと、彼にも聞こえているんだろうなと思った。


    　でも、少年は特に気にした様子もなく、回転式拳銃リボルバーをもてあそんでいる。


    　伏せた目に、長いまつげが影を落として、儚はかなくさえ見えた。


    　大人たちのうわさ話に加わる気にはなれなかったけれど、確かに、「最強」などと呼ばれる人物には思えない。


    　かすかにうつむいて手元を見るその様子は、なんだか寄る辺ない。不安を抱かかえた自分と似て思えて、一方的な親近感が湧わいた。


    



    　──〈衝突災禍カラミテイ〉、接近！


    



    　インカムから、声が聞こえた。


    　──準備はいい？


    　隣の〈魔女〉が尋ねてきたので、うなずいて杖つえを構えた。


    　準備がいいかどうかなんて、自分でも分からない。


    　でも、やらなきゃいけない。


    　わたしには、それ以外の価値などないのだから。


    　わたしは今、人間の姿をしているけれど、本当は違う。


    　本当は、別の世界からやってきた、赤い龍なのだ。


    　その本来の龍の姿に戻って、炎の息を吐き出して、怪物を倒す。


    　それが、求められていた役割だった。


    　言葉にすれば簡単だ。


    　ちゃんと龍に変われるか、自信はなかった。


    　龍に変わるのは、なんだか怖いことだった。


    　自分が自分じゃなくなる気がしていたから。


    　けれど、難しくないと言い聞かせて、怪物が現れるのを待った。


    　しばらくして、メキメキと、木々を裂さく音が聞こえた。


    　鬱うつ蒼そうとした緑をかき分けて、怪物が現れる。


    　初めて間近で見た、〈衝突災禍カラミテイ〉の怪物はまるで冗談のようだった。


    　身の丈たけは五メートルを超える、巨大な鶏に似た姿。極彩色の羽毛が舞い上がる。赤い鶏冠とさかがなんだかグロテスクだった。


    



    　──石化鶏コカトリス。


    



    　誰だれかが、その名を叫ぶ。


    　──生物を石に変える息を吐くわ。気をつけなさい。


    　傍かたわらから注意が飛ぶ。


    　──さあ、早く。


    　龍への変身を促うながされる。


    　でも、わたしはできなかった。


    　石に変わるまでもない。わたしはすでにすくんで、動けなくなっていた。


    　冗談のような怪物が恐ろしくて、手も足も小刻みに震ふるえていた。


    　無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理！


    　頭の中はその言葉でいっぱいで、次にやるべき行動など出てくるはずもない。


    　くぁぁと石化鶏コカトリスが鳴く。


    　鳴き声もやっぱり間が抜けていて、冗談みたいだった。


    　でも、その嘴くちばしの間で緑の煙が渦を巻く。あれを浴びれば、石に変わってしまう。


    　──ひ。


    　わたしの喉のどから、ひきつれたような声が出た。たぶん、目には涙がにじんでいたはずだ。


    　石になんかなりたくない。


    　でも動くこともできない。


    　わたしは無力な、ただの子供だった。


    　──しっかりなさい！


    　指導役の〈魔女〉──ゾフィーの叱しつ咤たは役にたたない。


    



    　そして、銃声が響いた。


    　一瞬で、石化鶏コカトリスが塵ちりに変わる。


    　さっきの少年が、怪物のいた場所をまっすぐに見み据すえていた。


    　その手の中には、小さな回転式拳銃リボルバーが握られている。


    　まっすぐすぎる瞳ひとみは、ずいぶんと長い間、わたしの中に残った。


    　その眼まな差ざしに、憧あこがれた。
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    第二章　嵐のサキブレ


    



    　泉いずみ野の原はらアカザとは、どういう人間だろうか。


    　誰だれに尋ねられたわけでもないけれど、フランはぼんやり考える。


    　元・最強の〈魔力持ちユーザー〉。赤字企業を一年で黒字に転換させた経営者。年齢は二十一歳で──と、ここまで考えて、違うな、と思い直す。


    　それはアカザの表面的なことであって、「彼がどういう人間か」という問いにはほど遠い。


    　フランが知るアカザは、一いち途ずな青年だ。


    　自分がしなければならないと考えたこと、こうしようと思い定めたことに対して、どこまでもまっすぐに食らいつく。


    　外見や態度は穏やかに見えるけれど、けっして諦あきらめない強さを持っている。


    　それは彼の眼まな差ざしを見ていれば分かる。


    　困難に出会おうと、つらい目に遭おうと、いつでも正面を見み据すえて、けっしてそらさない、強い強い眼差しを。


    　その一方で、アカザは優しい。


    　親しい人間を、大事に大事にしてくれる。


    　フラン自身が自分を諦めかけたとき、アカザは諦めずにいてくれた。手を伸ばしてくれた。バラバラになりそうなフランを抱きしめてくれた。


    　それは、アカザの不器用さを表してもいる。


    　そうするしか、できなかったのだろう。


    　それでも、フランの心は温まって──。


    　気がつけば、アカザを目で追うようになっていた。


    　ただ目標だけを見据えて走り続けた弊へい害がいだろう。フランが思うに、たぶんアカザは恋愛感情に疎うとい。きっと人に対して、好意を抱いだくことそのものに慣れていない。


    　だから、アカザがフランに対して抱いている好意は、恋愛感情ではないだろうと、フランは思っている。


    　アカザには、自分に向けられた好意がどんなものであるかは分からないだろう。それどころか、自分が抱いている好意の種類さえ、意識していないのではないか。


    　ただただ彼は、想おもいの強さのままに、その方向を見つめ続ける。


    　でも今のアカザは、きっと自分の想いから目を背けても、いる。


    　自分の中に育った、心地ここちよいだけではない好意にうすうす気付きながらも、日々の忙しさで、それをごまかしている。


    　痛々しい。フランはそう思うけれども。


    　だからきっと、自分がアカザを見つめていてもいい。


    　そうも思えた。


    　フランはアカザほどに鈍感ではないから、気付いている。


    　──この想おもいは恋だ。


    



    



    　団地というものに、アカザは縁がなかった。


    　その日、依頼で訪れたのは、四十年ほど前に多く建てられたという巨大団地のひとつだった。十四階建て、二百世帯はある大きな建物が、敷地内に十棟ほども連なっている。それ自体が町とも言えそうな場所だ。


    　それでいて、平日のその場所は、どこか寂しかった。


    　灰色の四角い建物が連なっている様は不気味にさえ映る。


    　最寄り駅から、バスで二十分という立地はあまりよいとはいえないし、築四十年を超える建物は今だと、不便さが目立つようだ。


    　依頼人は、五十代半ばの男性だ。数年前に離婚して、今は気楽な一人暮らしだと言われ、アカザは、はあ、と相づちを返すしかなかった。


    　住人も徐々に高齢化していて、最近空き室も増えてきたと、依頼人は自分の住居について語った。


    　その後に落ちた沈黙を埋めるように、窓際につるされた風鈴が、ちりん、と季節外れの音をたてる。


    　その窓のサッシも、窓につけられたクレセント錠も古びて見えた。


    「真夜中にね、奇妙な声が聞こえるんですよ」


    　風鈴の音色に後押しされるように、依頼人は本題に入った。


    　窓の外に、団地の中庭が見える。


    　平日の昼間だからだろう、無人だ。


    　勤め人だという依頼人は、有給をとっているそうだ。たぶん、近所の人間がいない時間を選んで、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を呼んだのだろう。


    　今回は、フラン、オーガストと三人で来ている。


    「電話でもお聞きしましたが、そのときのことを詳しく、もう一度うかがってもよいですか？」


    　今回のようにアカザが来たときは、依頼人への対応もアカザの係となる。


    〈衝突災禍カラミテイ〉として持ち込まれる案件すべてが、〈衝突災禍カラミテイ〉とは限らない。勘違いや、他の要因が絡んでいる可能性は十分にある。


    　あらかじめ、電話での依頼内容を聞いて、〈衝突災禍カラミテイ〉であろうとあたりをつけたからこそ、三人できたのだけれど、念には念を入れて損はない。


    「二か月くらい前のことなんですけれど」


    　やつれた面おも持もちの男は、自らの奇妙な体験をぽつぽつと語り始める。


    「わたし、いつもこの畳の部屋に布ふ団とんを敷いて寝ているんです。夜中に目が覚めることなんて、滅多にないんですけれど」


    　何かの物音が。


    　最初は、どこかの部屋のテレビ音が漏もれているのかと思った。


    　しかし、この棟に住んでいるのは老人ばかりで、夜中に起きているような住人の心当たりはなかった。


    　耳を澄ませてみれば、それは中庭から聞こえてくるようだった。


    　それ以来、夜中に目を覚ましては、その「声」が聞こえるのに気付くと、依頼人は語った。


    　静かな部屋で聞く依頼人の話は、けっして流りゆう暢ちようではなかったけれど、実際に経験したものらしい確かさを感じさせた。


    　なるほど、とアカザは依頼人にうなずきかけ、フランとオーガストに目線を送った。


    「ちょっと、こちらで打ち合わせさせていただいていいですか？」


    「……どうぞ」


    　依頼人が席を外す。


    「しゃちょー、怪物ですかね～？　それとも、別の〈衝突災禍カラミテイ〉？」


    　オーガストが、小声で尋ねる。


    「……たぶん、夜よ雀すずめ」


    「どんな怪物です？」


    　フランも尋ねてくる。


    　今は魔法が使えなくても、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の中で、一番〈衝突災禍カラミテイ〉との遭遇が多いのは、アカザだ。加えて、アカザは調べ物や資料の読み込みも熱心に行おこなっている。


    「目に見えるときは、ちょっと大きな蛾がの姿をした怪物だよ」


    　記憶の中にある資料の項目を思い出しながら、アカザは〈魔女〉たちに解説する。


    「ええ～。蛾なんですかぁ？　雀じゃなくて」


    「黒っぽい雀を想像してました」


    　二人の〈魔女〉が存外に可愛かわいいことを言う。アカザはくすりと笑う。


    「どこかの地方に、夜道を歩くとチィッチィッって鳴き声が聞こえるっていう話が伝わっていて──そこから名付けられてるはず」


    　怪物の名は世界中の神話や、伝説から名付けられている。


    「鳴くだけです～？　他に弊へい害がいは～？」


    「伝説だと、夜目を効かなくしたり、とかがあるけれど……」


    　名前の元となった怪異や怪物そのものというわけではない。異なる点を探したほうが多い。


    「この場合、重要なのは夜雀が現れた場合、もっと大きな〈衝突災禍カラミテイ〉が起こるらしいってことかなあ」


    「えっ……」


    「〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の〈衝突災禍カラミテイ〉予知に関する研究も、確か、夜よ雀すずめの出現がきっかけに始まった、って聞いたことがあるよ」


    「じゃあ」


    



    　チィチィ。


    



    　小鳥の声に似た、か細い声が不気味に響いた。


    「え──」


    　今は昼間だ。


    　依頼人の話では、その声は決まって真夜中に聞こえたというのに。


    　予測していない事態だった。


    　アカザはその声が聞こえた方、ベランダを向いた。


    　ここは一階だ。ベランダのすぐ向こうに、団地の中庭が見える。


    　芝生しばふを敷き詰められ、中央に水盆があるだけの殺風景な中庭だった。端に何本かの立木と古ぼけたベンチがあるものの、今は無人だ。


    　休日であったなら、もう少し住人の姿が見られたかもしれない。しかし今は、平日の昼間だ。


    



    　チィチィ。


    　チィチィ。


    



    　また、鳴き声。


    　周囲が静かなせいか、妙に耳につく鳴き声だ。


    　それらしき、鳥の姿は見えない。


    　──そうか。


    　アカザは、唐突に思いつく。


    　依頼人は、今日は有給を取ったと言っていた。昼間に自宅にいたりしないのだ。


    　──もしかしたら、この声は、昼間もずっと聞こえていたのかも。


    



    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    



    　鳴き声が増える。


    「しゃ、しゃちょー？」


    　その声の持つなんとも不気味な雰囲気に、オーガストが怯おびえた声を出した。


    



    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    



    「……!?」


    　声がどんどん増えていく。


    「ど、どうしたんですか、これ」


    　戻ってきた依頼人が怯えた。


    　予測していない事態だった。


    　──夜よ雀すずめは、さらなる怪異の前触れ。


    「フラン、オーガスト、収束具を構えておいて」


    　アカザも懐ふところの回転式拳銃リボルバーを握りしめる。


    



    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    



    　次に聞こえてきた声は、数百匹の透明な雀すずめが、そこにいるかのようだった。


    　ざ、と風が鳴って。


    　一瞬、部屋の中が暗くなった。


    　窓ガラスを黒い何かが覆おおったのだ。


    　とっさに見たそこは、大きな蛾がの群れに、覆い隠されていた。


    「ひぃ──」


    　オーガストが息を飲む。確かに、蛾が好きとか嫌いにかかわらず、気味が悪い光景だ。


    　でも、問題はそこではない。


    　普段、鳴き声だけの夜雀が姿を現すとき。


    　アカザたちは収束具に力を込める。


    「二人とも──出るぞ」


    　蛾の群れはすぐに姿を消していた。


    　窓の向こうに、中庭が見える。


    　中庭の真ん中には水盆がある。浅い、小さな水盆だ。張られている水の量もたかがしれている。その水が、盛り上がった。


    　壊すような勢いで、びしゃり──水分を含んだものを叩たたきつける音が響く。


    　そして、新しい怪物が現れる。


    　それは、人型をした泥の怪物。


    



    　沼男スワンプマン。


    



    　子供が粘土で作ったような、いびつな人型をしている。


    　大きさは、成人男性ほどだろうか。目や鼻はない。


    　水をたっぷり含んだ泥の塊かたまりに見える。コケや水草が集まった、沼の底にわだかまっているような泥の塊だ。


    　自身の身体からだが重くて堪たまらないというような緩慢な動きで、沼男スワンプマンは周囲を窺うかがっているようだった。


    　びしゃり、びしゃり。


    　その水音がこちらの耳にも届いた。


    「アカザさん、あれは……」


    　フランが問いかける。声に緊張がにじんでいる。


    　芝生しばふに水盆、平凡で平和な日常の風景に紛れ込んだその怪物は、あまりにも不気味だった。


    「沼男スワンプマン……怪談っぽいのが出てきたな──」


    　アカザが、怪物の名を告げる。


    「怪談っぽいんです～？」


    　いつもののんびりとしたオーガストの声音も、心なしか緊張して、低い。


    「あれはね、人を殺す怪物だよ」


    　騒霊ポルターガイストや夜よ雀すずめのように害にはなっても、怪物のすべてが人間を殺すわけではない。


    　アカザは一度だけ、沼男スワンプマンに遭遇したことがあった。


    「ただし、一回に殺す人間は一人だけ」


    「それは、どういう～？」


    「その場にいる人間を飲み込むんだけどね、そうすると、飲み込んだ人間に化けるんだよ、あれは」


    　アカザは以前、その光景を間近で見たことがあった。


    　まだ〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に来る前に受けた依頼での出来事だった。


    　アカザは、山奥の小さな集落を訪れていた。


    　まばらに建つ人家がなお寂しさを際立たせていた。


    　そのときアカザは、集落に到着したばかりで、住人を捜しながら道を歩いていた。


    　住人が数人行方ゆくえ不ふ明めいになっている、〈衝突災禍カラミテイ〉ではないか、という不確かな依頼を基に訪れた集落には、人ひと気けがなかったのだ。


    　夕暮れの集落は薄暗く、まもなく真っ暗になってしまうだろう。その前に、住人を見つけようと、焦あせっていた覚えがある。


    　ようやく見つけた人影は、道を歩く中年男だった。アカザは男に声をかけようとした。


    　だが、声をかけるよりも早く、道の脇わきの茂みから、もうひとつの人影が現れた。


    　もうひとつの人影が輪郭しか分からないのは、薄暗いせいかと思った。


    　その判断が、誤りだった。


    　男の腕を、もうひとつの腕が摑つかむ。


    　中年男は悲鳴を上げた。


    　そこでようやくアカザは、新しく現れた人影が人間ではないことに気付いたのだ。


    　人の形をした、人ではないもの。アカザが、初めて見た沼男スワンプマンだった。


    　アカザは拳けん銃じゆうを構えたが、中年男に当たるのではとためらい、撃うつことはできなかった。


    　一瞬の出来事だった。


    　底なし沼に引きずり込まれるように、沼男スワンプマンの中に男が飲み込まれていった。


    　その絶叫さえもが飲み込まれた後、唐突に、沼男スワンプマンは飲み込んだ男に姿を変えたのだ。


    　しかも飲み込んだ男の記憶さえも、そなえて。


    『あ、あれ？　今、俺おれ、怪物に飲み込まれて──』


    　戸惑った顔をして、周囲を見回すその仕草は、直前に飲み込まれた男にしか見えなかった。


    　それでも、その正体は沼男スワンプマンだ。


    　男に向かって銃口を向けるのが、ひどく恐ろしかったとアカザは思い出す。


    　撃うち殺した後、その姿が泥の塊かたまりへと変じて、アカザは安あん堵どした。


    「数日間、飲み込んだ人間として過ごした後に、また、あの形に戻る。そして、また、別の人間を飲み込んで──」


    　アカザが訪れたとき、百人足らずだった集落の人口は、半分にまで減っていた。


    　沼男スワンプマンの本来の姿を目撃した者がいなければ、この怪物は、その存在に気付くことさえ難しいのだ。


    　この静かな団地から、住人がひとりひとり消えていき──やがて誰だれもいなくなる。


    　そんな光景が脳裏に浮かぶ。


    　ぞ、と肌があわ立つ。


    「夜よ雀すずめかも、とは思っていたけれど……」


    　まさか、すぐに〈衝突災禍カラミテイ〉が起こるとは思っていなかった。


    　──とはいえ、準備不足はこちらの責だ。仕方ない。


    　アカザは、中庭へと続くベランダの窓を開けた。


    　その動きに気付いたのだろう。


    　目鼻などの感覚器があるようには見えないのに、沼男スワンプマンは、身体からだをアカザのいる方に向けた。


    　その動きは鈍重そうに見えたのに──


    　くらりと、一瞬意識が遠のいた気がして。


    　次の瞬間、沼男スワンプマンはアカザの目の前に、いた。


    　──そんな。


    　思いがけない速度の移動にアカザは驚いた。今まで確認されていなかったのか、この個体だけの能力なのか──


    　びしゃり、と音がした。


    　沼男スワンプマンは、拳けん銃じゆうを抜こうとしていた、アカザの腕を摑つかんでいた。


    　泥そのものとしか思えない、ざりざりとした、水気を含んだ感触。


    



    　ぞっとした。


    



    　飲み込まれる。


    　とっさに、思った。


    　沼男スワンプマンは、人を飲み込みその人間に成り代わる。


    　アカザと同じことを考え、同じ行動をとる、でも、アカザではない何か。


    　周囲の人間には気付かれない。彼ら、彼女らにとって、アカザはいなくなっていないのだ。


    　ただただ、孤独のままに自分だけがいなくなる。


    　そんなことには堪えられそうになかった。


    　口の中で、固まった悲鳴が漏もれそうになって。


    　オーガストとフランが、ようやく動こうとしたとき。


    



    　じゅう──


    



    　アカザの腕を摑つかんでいた、沼男スワンプマンの手が蒸発した。


    　一瞬の出来事だが、アカザの目は、その手に絡みついた赤い炎を確かに捉とらえていた。


    　ルビーのように輝く、炎。


    　その炎をアカザはよく知っていた。


    　いつの間にか沼男スワンプマンの背後の中庭に、少女が一人立っていた。


    　その赤い髪をアカザはよく知っていた。


    　大きな紅玉ルビーの瞳ひとみはこちらを向いているけれど、捉えているのはアカザではなく、彼女に背を向けた沼男スワンプマンだ。


    



    「──ハル！」
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    　アカザの口は、その名を勝手に呼んでいた。


    　かつての仲間であり、今は袂たもとを分かってしまった少女。


    　アカザに、もう一度、生きる目的を与えてくれた少女。


    　彼女はアカザの声に一瞬ちらりと目線を向け──するりと宙を舞った。


    　皮ひ膜まくの翼、長い尾がぐるりとうねる。


    　ルビー色の目はそのままに、その身体からだは金属のような輝きを帯びた鱗うろこに覆おおわれる。


    　ほっそりとした少女の姿は、美しい赤い龍へと変わっていた。


    　殺風景な団地の中庭に出現したその身体は、全体が炎に包まれ、輝いている。


    　ぐんと、一回の羽ばたきで、龍はアカザの目の前に到達する。


    　沼男スワンプマンは、もう一度アカザに手を伸ばそうとしていた。泥でできた身体は、失った腕をあっというまに再生させていた。


    　その腕がアカザに到達するよりも早く、やはり金属の光沢を持つ赤いかぎ爪づめが、沼男スワンプマンの身体を摑つかんだ。


    　水分が蒸発する音と、爆発するような水蒸気が立ちのぼる。


    　赤龍の纏まとった炎が、沼男スワンプマンの身体に接触した結果だ。


    　ばさり──赤龍の羽ばたきが、大きな風を起こす。


    　赤龍は、沼男スワンプマンを摑んだまま、瞬く間に中庭上空に舞い上がる。


    　水蒸気は上がり続ける。赤龍の炎は、沼男スワンプマンの能力を阻はばんでいるようだった。


    　くぁぁ──


    　赤龍が吠ほえる。


    　その口元に宿る、炎の息吹。


    「え──ブレスを？」


    　赤龍が何をしようとしているのか分からず、フランが訝いぶかしげな声を出す。


    　だが、炎は吐き出されなかった。


    　赤龍は、口内に生じた炎を飲み込むような仕草をして──その身体がひときわ強く、輝いた。


    



    　赤い赤い、宝石の輝き。


    



    　赤龍の身体が、摑んだ沼男スワンプマンの身体ごと、まばゆい炎に包まれる。


    　まるで、もうひとつの太陽が出現したかのような光景だった。


    　まっすぐ見つめていられないほどの、まばゆさだった。


    　見つめる者たちは、目を瞑つむり──再び、開いたとき、そこに沼男スワンプマンはいなかった。


    　ハルが変じた赤龍は、吐き出すのではなく飲み込むことで、自身の身体に炎をまとわせた。そして、身体の内側から爪で捉とらえた沼男スワンプマンに向けて照射させ──一瞬にして蒸発させたのだ。


    



    　赤龍がゆっくりと地上に舞い降りる。


    　見た目よりも軽やかに着地した龍は、次の瞬間、姿を消し──最初のときと同じように、少女が一人、中庭に立っている。


    



    　ふわりと、その赤い髪が風に揺れた。


    「ハル……」


    　アカザの口が、つぶやくようにまたその名を呼んだ。


    「ご無ぶ沙さ汰たしております」


    　ゆっくりと歩み寄りながら、ハルはアカザたちに頭を下げた。


    　ぴょこん、と髪を跳ねさせる勢いのその仕草が、アカザには懐なつかしく思える。


    　だが、ハル本人は特になんの感慨もない様子で、依頼人に向き直る。


    「どうやら、依頼がダブルブッキングしてしまったようですね。〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉に団地の自治会から依頼がありまして。わたしがこうして派遣された次第です」


    　どうやら、この団地の自治会は、地域の自治体と違って〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉に対する特別な感情はないらしい。


    　丁てい寧ねいすぎるくらい丁寧な言葉遣いは、アカザたちの知っているハルの態度とは異なる。もっと、不器用に話す少女だった。


    　目の前で起きた光景がまだ消化できていないのか、依頼人ははあ、と気の抜けた声を出す。


    「これくらいの規模の〈衝突災禍カラミテイ〉となると、やはり、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉にお話しいただけるのが、一番かと思いますよ」


    　呆ぼう然ぜんとしている依頼人にハルはたたみかけるように話しかけた。


    「ちょっと──」


    　自分たちを前にしてのあからさまな話に、オーガストが珍しく固い声を出した。


    「ああ、失礼いたしました」


    　ハルに悪びれた様子はない。


    　そもそも、依頼人がハルの話をさっぱり飲み込めていないようだ。


    　ぴょこん、とハルはもう一度頭を下げた。


    「では、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のみなさん、失礼させていただきます」


    「ハル」


    　何を伝えていいか分からないままに、アカザは三度、その名を呼ぶ。


    「あの──泉いずみ野の原はらさん。呼び捨ては、やめていただけますか？」


    　ハルの答えは、やんわりとした拒絶だった。


    「もう、わたしはあなたの部下ではないので。弊社の他の人間に聞かれたら、誤解されますし」


    「誤解ってなに～」


    　やはり、固い声を出したオーガストをアカザは手で制した。


    「……それは、申し訳ない」


    　きっちりとした姿勢でアカザは頭を下げる。


    　もう一度だけ、ぺこりと頭を下げて、ハルは踵きびすを返した。


    　去っていくその後ろ姿は、アカザたちの知るものと、なんら変化はないけれど。


    「なんなの、ハルのやつ～」


    　オーガストが不満げにつぶやく。


    　対して、ハルの後ろ姿を見送るアカザの顔は静かだ。


    　その表情から、アカザの内面を測ることはできない。できないけれど、フランは想像する。


    　──きっと、傷ついている。


    　フランだって、ハルの態度には納得がいかない。


    　確かに自分たちは、今は異なる企業に属する身かも知れないし、ハルが今の〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に来てくれなかった理由も、フランには分からない。


    　それでも、かつての仲間である事実は変わらないのに。


    　もう以前とは違うのだと、態度で示されて、悲しくないわけはない。


    　──今夜、アカザを食事にでも誘ってみようか。


    　フランは静かに決心した。


    　──それぐらいのことをしても、きっと許される。


    



    



    　団地での件は、解決こそしたものの、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉が何かしたわけではない。相談そのものは無料で受け付けることにしているため、今回の仕事は儲もうけもない、無む駄だ足あしに終わってしまった。


    　まだまだ自転車操業状態といえる〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉にとっては、損害とさえ言える。


    　ハルの件を含めて、不完全燃焼な気分を抱かかえながら、アカザたち三人は、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の事務所に戻ってきた。


    　今日は他に外回りもなく、事務仕事をこなしているうちに、時計は就業時間の六時を指す。


    「失礼しま～す」


    　真っ先に席を立つのはオーガストだ。


    「では、お先に失礼します」


    　コルコも、今日は特に残業する予定もないらしい。


    　今日は、サカナもきていない。


    　午後六時三十分。〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のオフィスに残ったのは、フランとアカザの二人だけになっていた。


    　フランは、アカザに話しかけるタイミングを見計らっている。


    　よく考えれば、異性を食事に誘ったことなどない。


    　緊張しているのが自分らしくなく思えて、フランは余計に緊張してしまう。


    　ぱた、とＰＣのキーボードを叩たたいていたアカザの手が止まった。


    　今だ、とフランは思った。


    



    　その瞬間、アカザの携帯の着信音が鳴った。


    



    　フランは、自分の心臓が止まるかと思った。


    「はい。あ、どうもご無ぶ沙さ汰たしております。はい……はい」


    　アカザの携帯に電話とは珍しい。フランがアカザのすべての交友関係を知っているわけではないけれど、かけてきそうな相手は、事務所内の人間だ。


    　しかし、今のアカザの口調は、そんな相手に対する言葉遣いには聞こえない。


    　聞いていない振りをしながらも、つい聞き耳を立ててしまう自分は、はしたないとフランは思う。


    「え、これから？　はい、大丈夫ですが」


    　──えっ。


    　今から、食事に誘おうとしていたのに。


    「場所は──あ、はい。前の……」


    　アカザとフランの目があった。


    「あの、部下を一人、連れていってもいいですかね」


    　フランを見るアカザの目が、笑みの形を作る。


    　フランには、それが寂しそうな笑みに見えた。


    



    



    　十分後、アカザとフランは満員電車に乗っていた。


    　夕方の満員電車は、朝の満員電車とはまた違う趣おもむきがあると、アカザは思う。


    　──趣、なんていいものじゃないか。


    　朝の満員電車には、殺気にも似た緊張感が満ちているが、夕方の満員電車には、解放感と疲労が満ちている。


    　朝ほどのぎゅうぎゅう詰めではなく、つり革や手すりにつかまるのに、苦労したりはしない。それでも、妙な息苦しさを感じる独特の空間だ。


    　アカザにかかってきた電話の相手は、アカザの数少ない友人と言っていい相手だった。


    「ああ。尾おの上うえマキシさんですか。〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉の社長さんの」


    「そう」


    「あそこはまだ、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の傘さん下かですよね」


    「うん。でも情報交換って言って、たまに誘ってくれるんだよ」


    　満員電車の中で、いつもより近い距離で会話できていることが、フランにとって嬉うれしい。


    　地下鉄はターミナル駅に滑り込む。


    「ここで乗り換え」


    「はいっ」


    　いつもより弾んでいるフランの声に、アカザは気付いているだろうか。


    　人込みの中で、アカザがフランのことを気遣いながら歩いてくれていることが、嬉しい。


    　乗り換えた電車は、先ほどよりは空すいていた。とはいえ、座席に座ることはできず、ドア際に立つフランをかばうようにして、アカザが立つ。


    　アカザの背丈は、フランとさほど変わらない。


    　その体たい躯くは、男性としては細いほうだろう。ただ、銃を撃うつ手は大きく、手のひらの表面は固そうだ、とフランは思う。


    　がたり、と電車が揺れた。


    「あ」
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    　バランスを崩してしまったフランは、アカザにもたれかかってしまう。


    　身長差がほとんどないせいもあって、アカザの肩口に、フランの顎あごが乗る体勢になってしまった。


    「ご、ごめんなさい……」


    「いや、仕方ないよ」


    　この体勢なら、顔がどれだけ赤くなってもアカザには見えないだろう。


    　──この時間ができるだけ長く続くといい。


    　そんな、恋をする者なら誰だれでも持ちそうな願いを、フランも、抱いだいた。


    



    



    「どうも、お誘いありがとうございます」


    　尾おの上うえマキシは、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉傘さん下かの〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉の社長で、アカザほどではないがまだ若い、二十代の〈魔力持ちユーザー〉だ。


    　アカザに何かとアドバイスをくれる友人であり、よき先輩と言ってもいい間柄だ。


    　小さな雰囲気のよい居酒屋で、三人はテーブルを囲んでいる。


    　古民家を改装したこの店は、マキシの行きつけの店あり、お気に入りだ。


    　ちょっとした情報交換と、他愛たわいもない世間話。


    　その場所に混ぜてもらえたことに対して、フランは優越感を覚えている。


    　他の〈魔女〉が見たことのない、アカザの時間を見せてもらっているという優越感だった。


    「うちの社員で、日本刀使うのが一人いるんですけど」


    「はい、あの強い人」


    「虫嫌いですけどね。日本刀の手入れってすごく面倒でねえ。業者に出すから、経費的にも嬉うれしくないんだよなー。アカザくんとこは、そういうのある？」


    「俺おれの拳けん銃じゆうが一番手間なんじゃないですかね。手入れは自分でやりますけど、弾の経費がちょっと……」


    「あー。高いんだよな、銃弾」


    「そういえば、尾上さんの収束具ってなんなんです？　持ってるの見たことないですけど」


    「俺はこれこれ」


    　マキシがひらひらと手を振る。その中指に輝くものがはまっている。


    「あー、指輪！　手がかからなそうですね」


    「うん、これはよかったと思ってますよー」


    　他愛もない会話が続く。


    　基本的には、マキシとアカザの会話だ。フランは、自分が話し上じよう手ずではないという自覚がある。それでも、楽しかった。


    　何杯かの酒が空き、一瞬話題が途切れた。


    「アカザくん」


    　終始にこやかだったマキシの表情が、真剣なものに変わった。


    「──はい？」


    　その声に押されたように、アカザは居住まいを正す。


    「最近、またちょっと規模の大きい〈衝突災禍カラミテイ〉が増えてる気がしませんか？」


    　つぶやくような声で、マキシが言う。


    「実数はどうか分かりませんけど、印象としては、ありますね」


    　アカザも慎重に言葉を返した。


    「〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉傘さん下かの会社でもさ、噂うわさになってたんですよ。また、〈世界衝突クラツシユ〉が起こるんじゃないかって。こんな話、表に出ないけど」


    「まさか」


    　四十年以上前に起こり、世界の姿を変えてしまった天変地異。


    　世界と世界の衝突。


    　それまで、この世界には魔法など存在していなかったし、異世界の怪物が現れる〈衝突災禍カラミテイ〉など起こらなかった。


    　現在、世界各地、六か所に存在する〈穴ホール〉は、〈世界衝突クラツシユ〉の痕こん跡せきであり、〈衝突災禍カラミテイ〉の中心だ。


    　そんな天変地異がまた起こる。


    　よくある噂といえば、噂だった。


    　それでも、それが囁ささやかれれば、経済や世情が影響を受けないわけはない。


    　それが、再び起こるなど、あってはならないことだった。


    「まさか──って言われてるうちはよかったんだけどね」


    　マキシは、さらに声を潜めた。


    「え──」


    「予知が出ちゃったんだ。もう一度、〈世界衝突クラツシユ〉が起こる」


    〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉には、〈衝突災禍カラミテイ〉を予測する部署があり、その精度は、日々高まっていると聞く。


    



    「場所も、分かってるんだ。この国の首都──すぐ、近くだよ」


    



    　マキシの声は、その不吉な予言そのものとして、響いた。


    



    「七番目の〈穴ホール〉が再び開くんだよ」
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    幕間　最悪の誕生


    



    　それがいつのことなのか、彼女はもう覚えていない。


    　彼女はいつの間にか、この世界にいた。


    　今にしてみれば、それは〈取り替え子チエンジリング〉と呼ばれる〈魔女〉たちと同じ経緯であったのだろう。


    　彼女は、別の世界に生まれて──この世界へと現れた。


    　ただ、彼女が他の〈取り替え子チエンジリング〉と異なることがあるとするなら。それは、〈取り替え子チエンジリング〉たちと違って、記憶を失ったわけではなかった、というところだろう。


    　といっても、前の世界の記憶を持っていた、というわけではない。


    　彼女は、目的を持っていた。


    　自分がこの世界で何をすべきかを知っていた。


    　一般に強い力を持つという〈取り替え子チエンジリング〉以上に、強い魔法の力を持っていた。


    　だから、他の〈取り替え子チエンジリング〉のように、この世界の人間に保護されることをよしとせず、たった一人で生きてきた。


    　ただひたすらに目的を目指していた。


    　それが彼女の種しゆ族ぞくの特性なのだろうか。彼女は年をとらなかった。


    　持つ魔法は、〈吸収アブソーブ〉と研けん鑽さんの結果、年々強くなっていった。


    〈穴ホール〉を〈魔女〉たちの手から守るようになったのも、彼女自身の目的のためだった。


    　それでも、彼女の目的のかなう日は遠いように思えた。


    　もっともっと強くならなければと思っていた。


    　もっともっとたくさんの〈魔女〉を、とびきり強い〈魔女〉を〈吸収アブソーブ〉していかなければと思った。


    　いったいどれほどの時間を重ねれば、いいのだろうと思い続けていた。


    



    　──せっかくこの世界に現れたのだから、何かを残さなければいけない。


    



    　ただひたすらに、そのことを思い詰めていた。


    　そんなある日、彼女を訪ねる者がいた。


    



    　──君の目的を知りたいんだ。


    



    　訪問者は、そう言って彼女に微笑ほほえみかけた。


    



    　──その目的に、協力できる気がしてね。


    



    　彼女が世界に現れて、長い年月が過ぎていた。


    　けれど、そんな申し出をしてきた人間は初めてだった。


    　とても愉快だった。


    　だから、彼女は訪問者の手をとった。


    　そのとき、本当に始まったのだと彼女は思っている。


    　彼女の目的を達成するための、戦いが。


    



    　──君、名前は？


    



    　彼女の唯一の友となった〈魔女〉は、彼女に向かってそう尋ねた。


    　彼女は自分の名前を覚えていなかった。


    　ただ、〈穴ホール〉を破壊しようとする者の前に現れてはそれを阻はばむ彼女を、人は〈穴ホール〉の守護者と呼んだ。


    　ある青年が、彼女を最悪と呼んだ。


    　彼女は、その呼び名を気に入った。


    　守護者だなんて呼び名は、本当は似合わない。


    　確かに自分は最悪だ。


    　きっと、この世界にとって最悪の存在だ。


    



    　だから、彼女は自分を、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉と呼ぶ。
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    第三章　祭のハジマリ


    



    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉ではついに、アルバイトを雇った。コルコのサポートとして電話対応と事務を手伝ってもらう人員だ。


    　本当は、現場に対応できる〈魔女〉ないしは〈魔力持ちユーザー〉が欲しいところだけれども、こちらはそう簡単には増やせない。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のある地域の周囲では、小さな〈衝突災禍カラミテイ〉──あるいは、そうと気付かれないような小さな災さい厄やくが頻ひん繁ぱんに発生していた。


    　その中でもっとも多いのが、夜よ雀すずめの出没だった。


    〈魔女〉ならぬ一般人たちも、あまりに同じ怪物が出現するとなれば、関心を寄せるものだ。


    　夜雀について、週刊誌やワイドショーが取り上げることが増えた。


    　夜雀自体に大した害はない。だが、災厄の前触れとなる。


    　そんな言葉が、雑誌の見出しを飾り、テレビのテロップとして流される。


    　今のところ、〈衝突災禍カラミテイ〉の起こる規模や頻度は、今までと変わる様子はない。だが、夜雀は災厄の前触れだという喧けん伝でんは、世間に不穏な空気をもたらすのに十分だった。


    「もっと危険な怪物なんて山のようにいるっていうのに、不確定なことばっかり騒いでどうするっていうんでしょう」


    　事務所のテレビをつけて、珍しくコルコが沈んだ声でつぶやく。


    　今、流れているのはワイドショーだ。


    　まるで、怪談話のように、夜雀の特徴が話されている。


    『何か、大きな災害の前触れでなければいいのですが──』


    　司会者が告げる締めの言葉は、言葉そのものとは、まるで逆の意味を込めて響く。


    「大きな災害が起こる！　って言ってるみたいですよねえ」


    　コルコは、小さくため息をついた。


    　ほそぼそとした案件が増えている。夜雀があちこちに出没している。


    　しかも、その後に大きな〈衝突災禍カラミテイ〉が起こるかというとそうでもない。


    　世界に、不穏な空気が形成されつつある。


    　夜雀が現れ、それでも〈衝突災禍カラミテイ〉が起こらないのは、もっと、大きな災厄が起こる前触れだ。いつの間にか、そんな噂うわさが流れ始めていた。


    　実際にはまだ、大きな〈衝突災禍カラミテイ〉は起こっていない。


    　それでも、その不穏さが、世間の不安が、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を含めた〈衝突災禍カラミテイ〉対策会社への依頼を増やしているのは間違いなかった。


    　不安は、不安を呼びよせる。


    



    



    　アカザとサカナは、事務所から車で三十分ほどの大型ショッピングモールに来ている。


    　十字型、二階建てのショッピングモールだ。八千平方メートルを超える敷地面積は、首都圏近郊にあるものとしては平均的の広さといえる。


    　だが、都心にしか住んだことのないアカザとサカナには馴な染じみがなく、物珍しい場所だ。


    　一階には書店やアパレルショップ、雑貨屋などの商店があり、二階にはフードコートとシネマコンプレックスがある。


    　平日の昼間といえど、近隣の主婦や学生で常ににぎわっている場所だが、今いるのは、アカザとサカナの二人きりだった。


    　一階から二階にかけてはセンター部分が吹き抜けになっており、その二階に二人は立っている。


    　明るいショッピングモールの中が無人で、そこにいるのが自分たちだけ、というのは奇妙な風景だった。


    「サカナ、こういうの映画で見たことあるよ！　ゾンビが出てくるの！」


    　いつだって楽しげなサカナは、今日も明るい声を出す。


    　二人がここに来ているのは、買い物のためでも、映画を観に来たわけでもない。


    　仕事だった。このショッピングモールは、二人が仕事を遂行するため、現在、閉鎖されているのだ。


    「しゃちょーと二人っきりでしごと～」


    　サカナが口ずさむ。


    「ごめんな、サカナ」


    　アカザはつい、謝ってしまう。サカナには、なるべく学校に行くための準備に集中して欲しいのだ。


    「今日はオーガストもフランも別の仕事が入っててさ」


    　サカナは、異なる能力を持つ五種の怪物を召しよう喚かんし、それぞれ操ることができる。サカナ自身の現状把握能力は高くないが、それを指揮することで補おぎなえば、その力は〈魔女〉五人分にも匹敵する。


    　だからこそ天才と呼ばれ、幼いころから〈魔女〉としての仕事に従事させられたのも理解できる、優れた能力だ。


    　結局はその能力に頼らざるを得ないことを、アカザは情けなく思った。


    「なんで？　サカナ楽しいよ？」


    　だが、サカナはそんなアカザの謝罪に首をかしげる。


    「学校に行くためのお勉強も別に嫌いじゃないけど。しゃちょーたちと一緒にいるのが、一番楽しいもん」


    　にっこりと笑うサカナの表情は、愛らしい。


    「でも、仕事じゃなくても、一緒にはいられるだろ？」


    　その表情に、アカザの罪悪感はうずく。


    「しゃちょー！　そんな顔しちゃ、だめよ！」


    　サカナが柳りゆう眉びをひそめている。


    「そんな顔って」


    「痛そうな顔」


    　今、自分はそんな顔をしていたか。サカナに気遣いをさせてしまったことに、アカザはまた苦笑する。


    「しゃちょーって、頑張っちゃう人だよねえ」


    　サカナは肩をすくめてみせた。大人びた仕草だった。


    「サカナもよ？　こうやってお仕事に出るの好きよ。しゃちょーともだし、お友達のみんなと一緒になにかできるもの」


    　お友達とは、サカナの呼び出す怪物たちのことだ。


    　アカザは、自分自身の行動を苦労していると思ったことはない。やりたいこと、やらねばならないことをしているだけだ。


    　でも、それは、他人からすれば痛々しく見えるのかもしれない。つらく見えるのかもしれない。サカナを見ていると、そう思える。


    　サカナもまた、限られた世界の中で自分のやれることをやっているだけ。でもそれを、なんとかしてやりたいと、思ってしまう。
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    「うん──分かった」


    　──それでも結局、今できることしかできない。


    　アカザは、焦あせる気持ちを押しつぶした。


    「仕事、始めようか」


    「は───い！」


    　サカナの返事を合図にするかのように、アカザは正面を向く。


    　今日の仕事は、このショッピングモールを騒がせている怪物を退治、ないし捕ほ獲かくすること。


    　現れている怪物の種類は推測がついている。泡妖精スプライトと呼ばれるその怪物は、「ものを見えなくする」という能力を持っている。


    　最初は万引き被害が増えている、という話だったのだが、目の前で商品が消えるという事件が頻ひん発ぱつするようになったため、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に相談が持ち込まれたのだ。


    「サカナ、頑張るからね！」


    　ぶん、といつでもサカナが携たずさえている、カボチャ提灯ジヤツク・オ・ランタンが振られる。


    「あやとり好きなお友達♪　出てきて出てきてパーティよ♪」


    　謳うたうようにサカナが唱えると、カボチャ提灯ジヤツク・オ・ランタンの目の部分に、青白い炎がともった。口の部分から吐き出された炎が渦を巻き、その中心に、怪物が現れる。


    　女の顔を持つ、巨大な蜘く蛛も。


    　女郎蜘蛛アラクネ──そう呼ばれるこの怪物は、物体を搦からめ捕とる糸を吐き出す。対象を動けなくするフランの魔法に近い能力だが、今回は、この怪物の能力こそが有効だとアカザは判断していた。


    　フランの能力は、対象の場所をある程度特定しないと使えないし、効果の範囲もそれほど広くない。どこにいるか分かりにくく、動き回る相手には、向いていないのだ。


    「よろしくね♪」


    　サカナがうなずくと、女郎蜘蛛アラクネはその鈍重そうな身体からだにも拘かかわらず、軽快な動きで、壁に張り付き、丸みを帯びた形状の天てん井じようへ向かって移動する。


    「準備おっけー！」


    　女郎蜘蛛アラクネの移動を見届け、サカナは再びカボチャ提灯ジヤツク・オ・ランタンを振り上げる。


    「よし。じゃあ、泡妖精スプライトを追い立てるぞ──お願いします」


    　アカザの最後の一言は、インカム越し、ショッピングモールのスタッフに向けられたものだった。


    　次の瞬間、ショッピングモール中に大音声が響き渡った。


    　有名なクラッシック音楽の、最初の一音だった。


    　分かってはいたことだが、アカザもサカナも身をすくませる。


    　泡妖精スプライトは、臆おく病びような性質を持っている。


    　そのため、驚かされるとパニックに陥おちいり、飛び回るのだ。


    　バタバタバタ──


    　小鳥の羽音に似た音が、近くから聞こえた。


    「しゃちょ───！　あそこ！」


    　サカナが指をさしたのは、吹き抜けを挟んで向かい側がわの、二階の隅、ファストフード店のカウンターだ。


    　そこには、点滅するように現れては消えている、駒こま鳥どりに似た──だが、虹にじ色いろに輝く妖よう精せいがいた。壁にぶつかりながら飛び回っている。


    「きれー」


    　光をはじくその姿に、サカナが感嘆する。


    　アカザは吹き抜けの部分を振り仰あおぐ。そこには女郎蜘蛛アラクネによって張られた巨大な蜘く蛛もの巣ができあがっている。あとは、あそこに向かって、妖精を追い立てるだけだ。


    「サカナ！　天ペガ馬サス！」


    「おっけー！」


    　アカザの指示に、サカナが思い切りよくうなずく。


    「翼を持ったお友達♪　出てきて出てきてパーティよ！」


    　カッ！　とひづめの音も高らかに、翼を持った馬が現れる。


    　天ペガ馬サスは、空中が地面であるかのように、妖精に向かって駆ける。


    　妖精は、天ペガ馬サスから逃げるように高度を上げる。


    「よし──」


    　あとは、このまま蜘蛛の巣にかかってくれれば。


    　だが、ことはそう簡単には運ばなかった。


    　まだパニックの中にあるのか、あちらこちらにぶつかるような動きを見せる泡妖精スプライトは、蜘蛛の巣にかかる直前で、その身を翻ひるがえしたのだ。


    　追い立てる天ペガ馬サスのほうが、方向転換できなかった。


    　天ペガ馬サスは蜘蛛の巣にひっかかった。


    「あ─────！」


    　サカナが嘆きの声をあげるが、まだ諦あきらめるわけにはいかない。


    　アカザは、サカナに次の指示を飛ばした。


    「サカナ！　風妖エリアル！」


    「はーい！　羽を持ったお友達♪　出てきて出てきてパーティよ！」


    　ふわりとした風がアカザを包む。


    　サカナの召しよう喚かんした風妖エリアルの力により、アカザの身体からだは浮力を得る。


    　吹き抜けを越え、蜘蛛の巣の脇わきをかすめながら、妖精目指してアカザは空中を走る。屋内のため、ショウウインドウなど大きなガラスも多い屋内だ。弾丸が逸それれば、被害が出るだろう。アカザとしては経費的に、避けたいところだ。


    　そのアカザの動きに、正気を取り戻したのか、生物としての本能か、泡妖精スプライトがアカザの顔をめがけて飛んでくる。


    　その嘴くちばしは、アカザの目を狙ねらっていた。アカザはとっさに腕で顔をかばう。


    　アカザの腕にぶつかる直前で、泡妖精スプライトは軌道を変えた。


    　次の瞬間、その姿が消きえ失うせる。


    「あ───────！」


    　サカナは再び叫んでいた。これ以上は、追い立てられないのでは──彼女はそう思ったのだ。


    「しゃちょ────！」


    　二階部分の手すりから身を乗り出しながら、サカナは叫んだ。


    「サカナ、撤収するぞ」


    「え───!?　まだ、見つけられるかもしれないよ───!?」


    「いや、もう終わった」


    「え？」


    　サカナのいる場所に向かって、空中を歩きながら、アカザは右手をひらひらと振った。


    　そこにキラキラとしたものが、見えた。


    　輝くものは、二つ。


    　女郎蜘蛛アラクネの吐き出した半透明の糸と、虹にじ色いろの駒こま鳥どり。


    　蜘く蛛もの巣の横をかすめ通ったとき、アカザはその一部を手にからめ──その糸を使って、自分めがけて飛んできた泡妖精スプライトを搦からめ捕とったのだった。


    「え───!!　しゃちょー、すごい！」


    　サカナの声が、感嘆に変わった。


    



    



    　ショッピングモールの閉鎖は予定通り、二時間で終了できた。


    　事務所へと戻る車の中で、サカナは上機嫌だ。〈取り替え子チエンジリング〉である彼女は、本来の種しゆ族ぞく──猫ねこ又またとしての本性である、猫のような耳としっぽを生やした姿に戻っている。


    　耳としっぽをぴょこぴょこと揺らすその膝ひざの上には、依頼人からの感謝の言葉と共に渡された、ケーキの箱が乗っている。


    「おみやげもらっちゃった♪」


    「うん」


    　今回の依頼もそれほど大きい儲もうけとはいえないけれど、依頼人の感謝の言葉はいつでも嬉うれしい。さらにこんな余禄は、まさに思いがけないプレゼントをもらったようなものだ。


    「ねえ、しゃちょー」


    「ん？」


    　サカナの後部座席からの呼びかけには、そんな喜びとは別の響きが混じっていた。


    「しゃちょーはサカナに働かせるの、悪いなって思ってるかもしれないけど」


    「…………」


    「サカナたちみたいな〈取り替え子チエンジリング〉は、自分たちで頑張らないといけないのよ？」


    「頑張るって、何を？」


    　応こたえるアカザの声に、ほんのりと憂いが混じる。


    「〈魔女〉として頑張らないと、この世界には、自分の居場所がないの」


    　それは、確かにそうなのかも知れない。でも、サカナたち〈取り替え子チエンジリング〉が、選んでこの世界にやってきたわけではないのに、最初から努力を強いられるというのは、悲しいことだと、アカザはやはり考える。


    「でもサカナは、苦しくなんてないよ」


    　サカナは、現状に不満はないと、何度も言ってくる。


    　それでも、アカザはそのことが悲しい。


    　子供に自分で何かを選び取れ、なんて無茶な話だ。


    　子供は、与えられた環境に従うしかない。


    　だから、周囲の大人は、子供のためを思って環境を用意してあげなければいけない。


    　そして、いつかサカナが自分で何かを選び取るための準備をしたいと、アカザは思うのだ。


    



    



    「アカザさん、サカナ、お疲れさまです。お帰りなさい」


    　事務所に帰還した二人をコルコが出迎える。


    「コルコさんただいまー☆　おみやげあるよー」


    　嬉うれしげにケーキの箱をかかげるサカナに相あい対たいするコルコの表情は、浮かなかった。


    「アカザさん。お留守の間にお電話がありまして」


    　なんとなく沈んだ声で、コルコが言う。


    「俺おれあて？」


    「〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉の──」


    「あ、尾おの上うえさん？　携帯じゃなくて、こっちにかけてきたの？」


    「いえ、〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉の社員さんが、尾上さんが業務で負傷して、入院されたことを伝えて欲しいと」


    「え!?」


    　経営者としても〈魔力持ちユーザー〉としても先輩である男の顔がアカザの脳裏に浮かぶ。


    「治ち癒ゆの魔法が間に合わなかったそうで、しばらくは面会謝絶の状態で──」


    　コルコの声が遠く聞こえた。


    　マキシは、アカザのことを何かと気にかけてくれていた。


    　不安や悩みに対して話せることは、心が軽くなることでもあったし、彼が与えてくれるアドバイスが役に立つことも多かった。


    　アカザは、マキシに対して友情を感じていた。


    　そのマキシに対する純粋な心配と共に、彼を頼りにしていた自分にもアカザは気付いていた。


    　マキシは、自分の利益にはならないどころか、不利益になるかもしれない、〈穴ホール〉に関する情報まで、教えてくれていた。


    〈穴ホール〉に関して、何か動きや新しい情報があれば、きっと教えてくれるに違いないと、アカザは思っていた。


    　マキシが無事であったなら、それは果たされただろうけれど。


    　その情報の糸が一時的とはいえ、絶たれたと、アカザは感じていた。


    　それに、マキシの安否よりも、〈穴ホール〉に関する情報を気にしている自分が、ひどく利己的にも思えて。


    　アカザは、自分の気分が沈み込んでいくのを感じる。
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    幕間　〈魔女〉は語る


    



    　銃を撃うっている子供がいる。


    



    　高こう坂さかゾフィーがその子供に出会ったのは、もう十年も前になる。


    〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の施設でのことだった。


    



    



    　当時のゾフィーはまだ、現在の地位にはついておらず、年若い〈魔女〉の育成に携たずさわる部署の責任者だった。


    　その施設を訪れたのも、その業務の一環だ。


    　体育館かスポーツジムのような外観のその建物は、魔法訓練用の施設だった。


    　その日も、個人用に区切られたブースの中で、年若い〈魔女〉たちが、それぞれの魔法の研けん鑽さんに努めていた。


    　百キロあるバーベルを手を使わずに動かそうとしてみたり、百メートル先の蠟ろう燭そくに火をともそうとしていたり、壁の向こうにあるトランプの数字をあてようとしていたり、思い思いの訓練にいそしんでいる。


    　魔法は〈魔女〉ごとに異なり、まったく同じ力を持つ〈魔女〉は皆無といっても過言ではない。似たような力に見えても、発動の方法や収束具が異なることで、使い方そのものも異なってくる。


    　魔法を発動させるための集中や、自身の力の見極め方といった、基本的なことがらならば指導を仰あおぐこともできるが、結局は実践の中でしか培っていくことができない──魔法は、そんな力なのだ。


    〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉は、その実践を手助けする施設や制度を多く設けている。


    　この世界に突如として現れることになった、〈取り替え子チエンジリング〉の育成はその代表的なものだ。ゾフィーが今日この施設を訪れたのは、今日、魔法の訓練を行おこなっている〈取り替え子チエンジリング〉たちの様子を見るためだった。


    　攻撃的な投射系の力を持つ、まだ少女と呼んでいい年ごろの〈取り替え子チエンジリング〉たちが、標的めがけて魔法を振るっている。


    　まだまだ、ようやく魔法の発動を覚えたところらしい。光の帯や雷撃が、何回か試みることでようやく標的に向かう──


    　そんな様子をゾフィーは黙って見つめていた。


    　魔法の力は単なる力というだけでなく、訓練や使い方でその精度をあげることのできる技術でもある。だから、彼女たちが将来どうなるか、というところまでは何も言えないけれど。


    　今、目の前にいる五人ほどの少女たちは、今のところゾフィーの知る「普通」の〈魔女〉の範囲をでない。


    　それをなんとなく残念に思っていたとき、かすかな銃声が耳に届いた。


    「誰だれか、射撃場を使ってるのか？」


    「拳けん銃じゆうを収束具にしている〈魔力持ちユーザー〉が来ているみたいですね」


    　傍かたわらの、施設責任者に尋ねると、そう答えが返ってきた。


    　収束具は、基本的に〈魔女〉本人が「選ぶ」ものだ。ただし、一度選んだ収束具は、そう簡単に変えることはできない。


    　その収束具に銃器や刀剣を選ぶということは、意識的であるにせよ無意識的にせよ、〈穴ホール〉の破壊に対する意志の強さを表している──ゾフィーはそう考えている。


    「〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の？」


    「いえ……違いますね」


    　この施設は、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉に属していない〈魔女〉にも利用が可能だが、今、射撃訓練をしている〈魔女〉もそうらしい。


    　ゾフィーは、ふと興味を引かれた。


    



    　そして、標的に向かって、拳銃を構える少年を見た。


    



    　まだ十歳くらいだろうか。小さい手に拳銃を握りしめ、銃ひき爪がねを引き続けるその様は、必死としかいいようがなかった。


    　何かに食らいつくような、強い力を持つまっすぐな目で標的を見つめている。


    　まだ反動を支えきれないのだろう。銃弾はそれるほうが多い。


    　それでも、発動した魔法が標的の端をはじき飛ばす。


    　少年はひたすらに銃を撃うち続け、後ろから窺うかがうゾフィーに気付いた様子もない。


    　いったい何がそうさせるのか分からないが、少年は、焦あせっているようにさえ見えた。


    　早く、〈魔力持ちユーザー〉として成長しなくてはと必死になっているように見えた。


    　きっと、彼の名は知られるようになるだろう。


    　ゾフィーはそう確信する。


    



    「あの子の名前は？」


    「泉いずみ野の原はらアカザ、です」


    



    　その名前を覚えておこうと思った。


    　──きっと、私と友人の役に立ってくれる。
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    第四章　邂逅のウンメイ


    



    　オーガストは昔、裏切られたことがある。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の前に勤めていた会社の社長に、〈吸収アブソーブ〉されかけたのだ。


    　信頼していた人だった。その分、ショックは大きかった。


    　それまで、オーガストは自分を真ま面じ目めで几き帳ちよう面めんな人間だと思っていた。でも、その裏切りのせいで、オーガストはすっかり自分の形を見失ってしまった。輪郭がぐにゃぐにゃになってしまって、どう暮らしていいのか過ごしていいのか、分からなくなっていた。


    　高こう坂さかゾフィーの勧めで〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に再就職したものの、さっぱり真面目に働く気になれなかった。


    　だらだらと勤めた。クビにならなかったので、それでいいのだろうと思っていた。


    　いっそクビになったら、何かする気になるかもしれないとも思っていたが、そうはならなかった。何年間か、だらだらとすごした。


    　そうしたら、アカザがやってきた。


    　アカザもまた、挫ざ折せつした人間だった。


    　自分の生き方を見失って、ぐにゃぐにゃになっていた。


    　オーガストと違ったのは、アカザはすぐに立ち上がって、新しい形を作ろうとしたことだった。


    　そのアカザにつられるようにして、オーガストも新しい自分の形を作ることになった。


    　新しくできあがったオーガストは、前ほどにきまじめだったり、勤勉だったりはしない。もっとマイペースで、でも働くことそのものは、嫌いではない自分だ。


    　ただ側そばにいるだけだった同僚たちは、同じような境遇を分け合う仲間であり、会社をもり立てるという共通の目的を持つ同志になった。


    　でも。


    　他人を信用しすぎると痛い目にあうし、親しい人に心を預けすぎると、なくしたとき──裏切られたり死んでしまったりしたとき──に、どうしていいか分からなくなる。


    　オーガストは今でもそう思っている。


    　それは、一番初めに自分の形を見失ったときにできた傷で、その傷だけはどうしたって癒いやせない。だから、その傷の上から今の自分を作った。


    　好きだと思っても、一緒にいることでどんなに安らいでも、心を預けすぎないようにしよう。


    　でないと、なくしたときに困るから。


    　だから、ハルが新しい〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉には行かない、と言ったときにも、オーガストは、それほどは驚かなかった。


    　ハルはただ、新しい〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉には行けないといっただけで、何か噓うそをついたり、裏切ったりしたわけではなかった。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉はあくまでも会社で、同じ会社にずっと勤め続ける人間ばかりではないだろう。こんなことも、あるだろう。


    　そう受け止めた。


    　自分の知っているハルの行動としては、納得いかない気もしたけれど。


    　仲間のことを完かん璧ぺきに理解しているだなんて、考えるほうが傲ごう慢まんだ。


    　そういうこともある。考えても仕方ない。


    　そう思っていたのだ。


    　だから。


    　仕事先で再会したハルの態度は納得できなかった。


    　ハルはただ、自分のために〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を辞めたはずだ。


    　それは正当な、誰だれにはばかる必要もない行動だったはずだ。


    　それなのに、ハルは自分たちに冷たい態度を取ってみせた。


    　同業他社の人間なのだから、ケジメは必要かもしれない。でも、わざわざ、失礼な態度を取る必要はない。


    　ようやく、オーガストはハルに腹をたてた。


    　ハルは自分たちを見限り、見下しているのだと思った。


    　それは裏切りだ。


    　──裏切りは嫌いやだ。我慢できない。


    　そうして、自分が怒っていることに気付いて、やっぱり仲間に心を預けてしまっているのだと思った。


    　仕方ない。


    　苦労を分かち合い、共に成長してきた仲間だ。


    　どうしたって、好きになってしまう。


    　──もう、裏切られないといいなあ。


    　オーガストは、そう思う。


    　寝床の中で、そんなことを考えている。


    　オーガストは、以前住んでいたマンションから引っ越した。今住んでいるのは、大おお鴉がらす駅えきの隣駅から徒歩十分ほどのマンションだ。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のメンバーの住居の中では、一番オフィスに近い。


    　遅刻しないように？　と、フランには聞かれた。それにはうなずいたものの、実際は違う。自分のようにだらしない人間は、仕事場に近ければ近いほど、出勤がギリギリになることを、オーガストはよく知っている。それでも通勤は楽なほうがいいという考えのもと、今の部屋を選んだのだ。


    　オーガストは毎朝、九時十五分までは寝床の中にいる。


    　家から最寄り駅まで十分、電車で大鴉駅まで五分、大鴉駅からオフィスまでは早足で十分。二十分で着替えて、身み支じ度たくを調えれば十時ちょうどだ。電車に間に合えば遅刻はしない。


    　なるべく、ギリギリまで寝ていたいのだ。


    　ぶーぶーぶー。


    　何かが震ふるえる音がすることに、オーガストは気がついた。


    　枕まくら元もとに置いているスマートフォンが、ぶーぶーぶーと振動音を立てながら、震えている。


    　それはオーガストの収束具でもあり、いつでも肌身離さず持っているものだ。


    　ぶーぶーぶー。振動音は続いている。


    　──ああ、マナーモードを解除し忘れてた。


    　夢と現実のはざまのような物思いに耽ふけっていた頭が、ようやく振動音の正体に到達する。


    　がば！　と、オーガストは飛び起きて、スマートフォンを握りしめた。


    　アカザからの着信だ。


    　時刻は午前十時十分。


    　今日は平日だ。


    　すでに遅刻しているオーガストへの呼び出し電話に違いない。


    　スマートフォンの電源を切ってこのまま寝てしまいたくなったけれど。


    「……はい、もしもし……」


    　オーガストは、恐る恐る電話に出た。


    　たとえどんなに不ふ真ま面じ目めな態度に見えようとも、オーガストは、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の仲間と仕事が好きなのだ。


    



    



    　三十五分後の、午前十時四十五分。オーガストは、アカザとの待ち合わせ場所に到着していた。オーガストのマンションの最寄り駅の、駅前広場だ。


    　待ち合わせの目印となっている街路樹の前に、アカザが腕を組んで立っている。


    「言わなくても、分かっていると思うけど」


    　オーガストの顔を見るなり、アカザは憮ぶ然ぜんとした顔でそう言った。


    「……はい～」


    　オーガストは、うなだれる。


    　今日の仕事は、オーガストとアカザの二人で現場に向かう予定だった。その場所が、オーガストの現在の住居から近かったので、オーガストは事務所へは寄らず、この駅前広場で待ち合わせ、というのが今日の予定だったのだ。


    　待ち合わせていた時刻は、今から四十五分前の十時ちょうど。


    　オーガストはしおれるだけ、しおれている。


    「こういうのは、勘弁してくれ」


    　アカザは、ため息をつく。


    「はい、すいませんでした……」


    　遅刻がいけないだなんて、当然オーガストだって分かっている。まして、今日はこの後の仕事相手がいるわけで、いつも以上に遅刻は厳禁だ。


    　それでも、寝坊してしまった。


    　反省なんて、いやというほどしている。


    　オーガストが自己嫌悪で落ち込んでもいるし、反省してもいるというのは、アカザだって分かっているだろう。


    　それでも叱しつ責せきをしなければいけない上司も、なかなか大変なものだ、とオーガストはさらにしおれながら考える。


    「先方には、こちらの都合で遅れるって連絡してあるから。……行こう」


    「はい～」


    　悪びれずに遅刻や無断欠席を繰り返していたころに比べれば、今のオーガストは真ま面じ目めに仕事をしている。


    　それでも、ダメなことはダメ。当たり前すぎる。オーガストは大きくため息をついた。


    



    



    「……ここですかぁ？」


    　オーガストは思わずアカザに問うていた。


    「……うん、表札はあってる。ここだ」


    　アカザたちが向かった今日の仕事先は個人宅であり、通常の一軒家だった。


    　そのはずだった。


    　今、目の前にある一軒家をアカザは、通常のものとは呼びたくなかった。


    　ゴミ屋敷。


    　その一軒家を、一言で言えばそうなる。


    　建物そのものもかなり古い。木造平屋建て、築年数はもしかしたら五十年を超えているかもしれない。屋根の薄っぺらいトタンが、今にもはがれ落ちそうに見える。そして窓から、引き戸の玄関から、ゴミ袋が溢あふれだしている。


    　真新しいゴミ袋などではない。どれくらい前からあるのか分からないが、ビリビリというかバラバラに風化して、中からゴミがこぼれ落ちている、そんなゴミ袋だ。


    　さらには、積み上がり、風雨にさらされて土つち塊くれみたいになってしまった雑誌の山やら、なんでそんなものがあるのか分からないゴムタイヤやら、折れ曲がりさびで真まっ赤かになった自転車の残ざん骸がいなどなどが敷地から溢れ出しつつ、その一軒家を彩いろどっている。


    　幸いにして、ゴミに腐ふ臭しゆうはなかった。


    　もう、腐ふ臭しゆうのする時期など通り過ぎてしまっているのかも知れない。


    　ただし、代わりにただよう臭においがある。


    　そこもまたゴミで埋まった前庭に、一本だけ銀いち杏ようの木が生えている。その銀杏が、強いギンナンの匂においを放っているのだ。野放図に枝を伸ばした銀杏は、季節にふさわしく、その葉を黄色く色づかせている。でも、ギンナンの香りが強すぎて、ちっとも綺き麗れいに見えない。


    　かろうじて、ここだと分かる玄関に、木製の表札がかかっていた。


    　その表札に書かれた名字と番地が、ここが依頼人の家であることを示している。


    「電話は、通じたんですよね～」


    「……ああ」


    　つまり、人が住んでいるのだ。でなければ、依頼が来るはずなどないのだが。


    「しゃちょー……」


    　怯おびえたような、情けないような顔で、オーガストはアカザの顔を見る。


    　訪問を伝えるのは、アカザの役目だ。


    「……分かってるよ」


    　見れば、表札の下に、呼び鈴がある。インターホンではない、古い形の呼び鈴だ。


    　アカザは、恐る恐る呼び鈴を押した。


    　ぶ────。


    　遠く、音が聞こえた。


    　だが、応答はない。


    　ぶ────。


    　アカザはもう一度、呼び鈴を押す。


    　やはり、応答はない。


    　ぶ────。


    　三度、呼び鈴を押した。


    「これで出て来なかったら、帰ってもいいんじゃないですかね～」


    「いや、電話は通じたんだから……」


    　ここでようやく、ガタガタガタと玄関の引き戸が開けられた。最初に呼び鈴を鳴らしたときから、五分ほどが経過していた。


    　玄関の引き戸がガタガタと音を立てるのは、見た通り、立て付けの悪さもあるが、積まれたゴミ袋が引っかかっているためだ。


    　とても、スムースとは言えない開閉だった。


    「〈衝突災禍カラミテイ〉対策の方ですか？」


    　そう言いながら、玄関から顔を出したのが、スーツをきちんと着こなした美しい女性だったので、アカザとオーガストは、さらに残念な気分になった。


    　──このゴミ屋敷に住んでいるのが、こんな人だなんて。


    「はい、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の泉いずみ野の原はらと申します……」


    「オーガストです……」


    　それでも、二人は頭を下げた。


    　そこは、仕事なので。


    



    



    「散らかってますが……」


    　そう言って、依頼人から家の中に誘われたとき、噴き出さなかった自分を褒ほめてやりたい。廊下にも山と積まれたゴミ袋をかき分けながら、アカザはしみじみと考える。


    　これは、玄関に出てくるのにも時間がかかるはずだ。


    　足の踏み場もないどころではない。


    　ゴミ袋の上にゴミ袋、ゴミ袋の下にもゴミ袋。そのさらに下の床にも、包装紙や新聞、空き容器に空きペットボトルといったゴミが散乱している。家全体が、ゴミに埋まっているのだ。


    「もしかしてこれが〈衝突災禍カラミテイ〉～」


    　小声でつぶやくオーガストを、アカザは視線で制した。仮にも客商売だ。依頼人に失礼なことを言うわけにはいかない。


    　たどり着いたのは、どうやら和室のようだった。ゴミのすき間からかろうじて、床の畳が見える。


    「どうぞ、お座りください」


    　にこやかな依頼人の、隙すきのないスーツ姿が、なんだか悪夢のようにさえ思えてしまう。


    「ええ……さっそくですが……」


    　それでも、仕事は仕事だ。アカザは、依頼人から話を聞かなければならないのだ。


    　──こんなに、気力がいる仕事は初めてかもしれない。


    　それが、正直なところではある。


    「家が、揺さぶられるんです」


    　依頼人は、美しい眉まゆをひそめながら言う。


    「古い家ですからね。最初は風かなあと思ったんですけど、風とか全然吹いてないのに、ゆっさゆっさ家が揺れるんですよ」


    「はい……」


    　オーガストが横で、口元を押さえている。いっそつぶしてしまったほうが。それぐらいのことを言い出しかねない。


    「他にも、畳の上をざざ────って掃くような音がしたり、天てん井じようをぱしんぱしんって竹の棒かなんかで叩たたく音がしたりして、気味が悪くて！」


    　──この畳の上をどうやって掃くのか。


    　──変な物音がするくらいで、気味が悪いと思うなら、もっと。


    　突っ込みをいれることになれてしまった口が、むずむずと言葉を紡つむごうとする。それをぐっと堪こらえて、アカザは依頼人の話を聞く。


    　依頼人の話そのものは、事前に聞いていたものと変わらない。


    「おそらく、〈衝突災禍カラミテイ〉ですね。対処可能、なん、ですが……」


    　アカザはにこやかに、丁てい寧ねいに対応する。


    　おそらく、家や鳴なりと呼ばれる怪物だ。小さな鬼の姿をしたこの怪物は、数体まとめて現れ、住居にイタズラをしかけるのだ。


    　屋根裏や、押し入れの隅に潜んでいるはずだ。


    　攻撃能力のある怪物ではない。


    　オーガストの探知魔法で見つけ出せば、すぐに捕まえられる。はずだったのだ。


    　家が、この状態でなければ。


    「あのですね……」


    　言いにくいが、言うしかない。


    「こちらのお宅の現状はですね、今回の対策に適さない状態でしてですね……」


    　ゴミを片づけなければ、〈衝突災禍カラミテイ〉対策はできません。


    　依頼人の気分を害さずに、そう伝えるためには、どんな言葉を使えばよいのだろうか？


    　オーガストとアカザは顔を見合わせたくなる。


    「対策に適した状態にしていただきたいのですが……」


    　なるべく失礼にならないように、アカザは言葉を選んで、家を片付けて欲しい旨を伝えようとした。その言葉を依頼人が遮さえぎる。


    「そちらも、お願いしたいのですが」


    　にっこりと微笑ほほえみながら、依頼人が言う。


    　確かにそれは、仕事の一部ではあるのだ。対策可能なように住居の状態を変更することがある、という注ちゆう釈しやくが、契約書には書いてある。


    　だがアカザたちは、清掃業者ではない。


    「お部屋などにあります、このお荷物をどかす必要があるんですが……」


    「どかしちゃっていいですよ」


    「ええと、どちらにどかせば……」


    「どかせるところに。捨てさえしなければ」


    　あくまで、にこにこと依頼人は言う。


    　だから、それは、どこに。


    「ちょっと、考えさせてください」


    　アカザはそう答えるのが精一杯だった。


    　ある意味、今回の仕事はアカザがこの仕事について以来の、一番大変な仕事だといえそうだった。


    　ひとまず二人では無理だ。アカザはそう判断し、フランとコルコを呼びよせた。


    



    



    「これは……」


    　やってきたフランは依頼人の家を見るなり絶句し、珍しく現場に呼ばれたコルコは、その理由が分かったらしく奇妙なまでに穏やかな顔をしている。


    「見積もりは納得してもらったから」


    　個人から〈衝突災禍カラミテイ〉対策の依頼があった場合、それにかかる料金は必要とする人員および時間で異なってくる。


    　四人が取りかかる上に、かかる時間を三～五日と見積もったため、料金はそれなりになったにも拘かかわらず、依頼人はその見積もりにうなずいた。


    　だったら清掃業者を雇ったらいいのに。


    　オーガストはその言葉を飲み込むことに成功した。


    「今回の作戦だけれど、家を複数のエリアに区切る。各エリアから、いったんゴミを移動させて、オーガストに探知してもらおう。そこに家や鳴なりがいれば、捕ほ獲かくする」


    「は───い……」


    〈魔女〉たちの返事は力がなかったが、仕事は開始された。


    　仕事の過程において、ゴミの移動に一番時間が費やされたのは言うまでもない。


    　また、家鳴はある意味でこの家に特化していた。ゴミの間に隠れるという技を身につけていたのだ。


    　ゴミの移動と、その間を逃げる家鳴との鬼ごっこは、熾し烈れつを極めた。


    「あっちが鬼なのに、こっちが捕まえる役とか、ないわー！」


    　途中オーガストが切れる場面もありつつも、仕事は丸三日目の夕方に終了した。


    「ありがとうございました」


    　にっこりと微笑ほほえむ依頼人の心情は、アカザにはさっぱり分からない。


    「五日かからなくてよかったですね～」


    　コルコとフランは先に帰り、仕事の最初と同様に、アカザと二人きりの帰り道で、オーガストはしみじみと言う。


    「いや、オーガスト、お疲れさま……」


    「なんかビール呑のみたくなりますね～」


    　確かに、祝杯をあげて祝いたくなるような仕事だった。部下たちもねぎらってやりたい。


    「オーガスト、未成年だろ」


    「いーえ、こないだ二十歳になりましたよ～」


    「そっか。じゃあ、おごらせてもらおうかな」


    「マジですか～！」


    　出会ったときはお互いにぐにゃぐにゃだった自分たちだけれど、ずいぶん、上司と部下っぽくなったなとオーガストは思う。


    　そして、この形はオーガストにとってずいぶんと居い心地ごこちがいい。


    　自分の立場も人間関係も、どうせいつかは変わってしまうものだ。それでも、なるべく今の時間が続けばいいとオーガストは思う。


    「それはそれとして、俺おれ、もう絶対にゴミを溜ためたりしない」


    「わたしも、明日、部屋掃除します～」


    　アカザとオーガストは、そう約束しあうのだった。


    



    



    　ひとつの案件に予想外の時間をかけてしまったせいで、翌日からの〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は、多忙にならざるを得なかった。


    　しかも、かかった時間のおかげで、いくつかの仕事を断ることになってしまった。ゴミ屋敷案件での依頼料は確かに悪くなかったが、そのために、一番実入りのいい自治体の仕事を断ってしまったのは、痛かった。


    　アカザは、ため息をつく。


    　──うちの会社、保もたせられるだろうか。


    　不安は尽きないが、それでも、やれることをやるしかない。


    　片づけなければならない書類の溜まったアカザは、オフィスのデスクに向かっている。


    　社長になってから、ほとんど初めて行おこなうことになった事務仕事が、アカザは嫌いではない。


    　手を動かせば終わる、というのは明確で、達成感がある。


    　もちろん、考えて判断しなければならないこともあるけれど、決断するということは、責任を伴うと同時に、爽そう快かいなものだとも思うからだ。


    「そろそろ最初のひと月も終わるし、魔法弾マジカルブリツトの使用レポート出さなきゃなあ」


    　書類仕事用につくったタスクリストのチェックをしながら、アカザは独り言を言う。


    　最近のアカザは、仕事のたびに魔法弾マジカルブリツトを使用している。今回の大掃除だかなんだか分からない仕事でも、家や鳴なりを捕まえるために、二発を使用した。


    　魔法弾マジカルブリツトは過あやまたず発動した。アカザは一度たりとも魔法弾マジカルブリツトの使用に失敗していない。


    　そのことは、〈秘密の扉シークレツト・ドア〉の風かぜ谷たにサマルへはすでに伝えてある。


    「理由、あるよな」


    　さすがに、偶然とは思えなかった。


    　アカザは、魔法弾マジカルブリツトの使用レポートをまとめ、サマルへメールで送る。


    　タスクリストにチェックを入れる。


    　チェック済みの項目と、これからやらなければならない未チェックの項目を眺めた。


    　アカザの仕事は社長で、今は現場に出ることも多い。やらなければならないことは小さいことも大きいことも山積みだ。


    　そして、考えなければならないことも。


    



    　これからの経営のこと。


    　新しい人員確保のこと。


    　魔法弾マジカルブリツトのこと。


    　ハルのこと。


    　そして、新しい〈穴ホール〉のこと。


    



    　アカザは、かすかにため息をつく。


    　最初にアカザが〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社長になったのは、言ってみれば勢いのようなものだ。


    　他にできることもなく、人に乞こわれたから、始めてみただけのこと。


    　それでもこの仕事は、アカザに多くのことを教えてくれた。


    　それ以前のアカザは、ずっと一人で仕事をしていた。


    　それに足たる実力を持っていると自負していたし、人からもそう思われていた。


    　それでも、それでもと最近のアカザは思うのだ。


    　一人でできることなどたかが知れている。二人以上でこそできることがある。


    　だが、その一方で、複数人でことを成すのは難しい。


    　一人で仕事をやり遂げることと、人に仕事をさせることはまったく別の技術なのだから。


    　アカザは今、それをしみじみと実感している。


    〈穴ホール〉を壊したい。


    　ずっと思い込んできた願いは、いまだにアカザの根幹だ。


    　でもそれを、人を介して、人と共にやり遂げるためには、いったいどうしたらいいのだろう。


    　あの女が──ゾフィーが、人と共に何かを成し遂げる難しさ知らないはずはない。その経験がまったくないアカザを社長に据えるなんて、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の不振をなんとかするのが目的とはいえ、ショック療法もいいところだった。


    　最初にあの女が言った、「アカザの経験が惜しい」なんて言葉、ただの詭き弁べんにしか思えない。


    　もちろん、アカザは〈衝突災禍カラミテイ〉のことは知っているし、対抗手段をほとんど持たない今ですら、相あい対たいしたときに慌あわてずに済む程度には慣れてもいる。


    　それでも、人を統すべて動かすことになんの経験もない自分に社長をやらせるよりも、〈衝突カラ災禍ミテイ〉の知識は何もなくても、部下を動かすことに優れた人物がいたのなら、そいつに社長をやらせたほうがマシだったのではないか。つい、そんなことも考えてしまう。


    　自分もそいつもどうせ魔法は使えないのだ。


    　ふ、とアカザはため息をついた。


    　後悔をしているわけではなかった。今の状況は、そのときそのときで最良を目指して選択を重ねていった結果だ。


    　選択をした自分の未熟さを恥じることはあっても、後悔などできない。できないはずだ。


    　それでも。


    　──もし、俺おれでなければ。


    　そんなことを考えずにはいられないときもある。


    　アカザは首を振った。


    　考えに沈んだアカザを、引き戻したのは、袖そでを握ったサカナの腕だった。


    　サカナはいつのまに、オフィスに来たのだろう。


    　アカザは全然気付いていなかった。


    「……サカナ？」


    「しゃちょーは、好きなことができるのよ」


    　猫に似た、気まぐれな瞳ひとみがアカザを見つめている。


    「どういう、意味？」


    「できないなんて、思わないで」


    　サカナは、アカザの考えが読めているのだろうか。


    　それとも、猫ねこ又またという種しゆ族ぞくである彼女には、特別な勘がそなわっているのだろうか。


    　その言葉が、アカザの心に風を吹かせる。


    「……そっか」


    　どんなことでも、試みることはできるのだ。


    　アカザは、大人で、自分の行動の責任を取ることができる。


    　──メールも、直通電話も知ってるんだからな。


    　──ゾフィーに会いに行こう。


    　新しく発生する〈穴ホール〉の対策に、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉が動かない筈はない。


    〈穴ホール〉の破壊になんとかして携たずさわり、成果をあげる。


    　それは、アカザが生しよう涯がいをかけてきた目的だけでなく、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の不安定な経営を改善してくれる。


    　アカザが──〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉がそれに関かかわるためには、彼女の許可が必要だ。


    　そう簡単に話は進まないだろうけれど、まずは交渉してみよう。


    　アカザはそう決めた。


    



    



    　ゾフィーとのアポイトメントは、あっさりと取れた。


    　メールを出し、返事がなければ電話だ、と思っていたアカザだったが、最初に出したメールにあっさりと返事が来た。


    　用件は、昨今の世間を騒がす、〈衝突災禍カラミテイ〉に関する噂うわさについて。


    〈穴ホール〉出現の話はさすがに書けなかった。その話をするならば、どこから聞いたのか問われる可能性は十分にある。マキシに迷惑をかけるわけにはいかない。


    　アポイントを取った日、アカザは一人で〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の極東支社フアー・イースト・ブランチを訪れた。


    　久しぶりに訪れた極東支社フアー・イースト・ブランチのビルは、大きく威圧的に感じられた。


    　美しいけれど印象には残らない顔立ちの受付嬢に来意を告げれば、「十五階の第一会議室へどうぞ」と、カード状のゲストパスを渡される。


    　セキュリティーは厳重で、自動改札のような入り口にこのパスをかざさなければ、ビルの中に進むことはできない。しかも、このパスは時間制限式で、数時間たてば無効になってしまう。


    　廊下の天てん井じようには監視カメラが付いているし、社員は生体認証への登録が義務づけられている。


    　いつでも携帯している回転式拳銃リボルバーは、エレベータに乗る直前で預けなければならなかった。


    　今の〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉と比べるようなものでもない大おお仰ぎようさだ。アカザの口元に苦笑が漏もれる。


    　それでも、対等であるつもりで、これからアカザはゾフィーと対たい峙じする。


    　実のところ、交渉の材料はほとんどなかった。ゾフィーが〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を〈穴ホール〉に関かかわらせるメリットは、あまりない。


    　アカザは相変わらず呪のろわれたままだし、ハルを欠いた〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の戦力は落ちていると言えるだろう。


    　あえて言うなら、必ず現れるだろう〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の、アカザに対する執着くらいだ。囮おとりくらいにはなれるはずだ。


    　交渉材料を胸の内で確認しながら、アカザは以前にも何回か通されている来客用の会議室の前に立った。


    　会議室のシンプルな扉にはすりガラスがはまっている。


    　アカザはふと、違和感を覚えた。


    　いつも通りなら、ゾフィーはアカザを少し待たせ、後からやってくる。


    　今回もそうだとするなら、この会議室は今、無人のはずだ。


    　その場合、会議室の扉は開いている。


    　それなのに、今、この会議室の扉は閉まっている。


    　すでにゾフィーが来ているのだろうか。そのちょっとした違和感が、妙に居い心地ごこち悪く思える。


    　とはいえ、ずっとここに立っていても仕方ない。


    　アカザは扉をノックしようとし──


    



    「どういうつもりだ？」


    



    　会議室の中から、声が聞こえた。


    　ゾフィーの声だ。


    　固い、緊張感をはらんだ声。


    「どういうつもりも何も──」


    　別の声が応こたえる。そちらの声にも、アカザは聞き覚えがある。


    　アカザの身体からだがぎくりと強こわ張ばる。


    　──〈最悪の魔女ザ・ワースト〉。


    　間違いない。幾度かの邂かい逅こうで、アカザの中に刻みつけられてしまった声だ。


    「ワタシは最初からこのつもりだったよ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が言う。


    「……最初から？」


    　ゾフィーが問い返す。張り詰めた声の緊張感は、さらに高まっている。


    「そう、キミに会ったときから、ワタシはそのつもりだった」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の声は明るい。あざ笑うかのような、そんな声色ではあるけれど。


    「ねえ、ゾフィー。キミはワタシの目的に賛同してくれた」


    「そうだ。だから、私は君に協力した」


    「ワタシにキミの力は必要だった」


    　力、告げる〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の声音にこもる響きは複雑だ。


    「私の力──」


    　ゾフィーが繰り返す。


    「そう。ただ──ただ、順番は最後にするつもりだったけどね」


    　ほんの少しだけ、悲しそうな〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の声。


    「……つまり、最後を、変えたくなった？」


    　ゾフィーがかすかに苦笑する気配が伝わった。


    「正解だよ、ゾフィー。一番最後、メーンディッシュは、アイツがいいんだ」


    　その言葉はアカザの胸に刺ささる。


    「ねえ、私に君の目的が果たされるところを──この世界が変わるところを見せてくれないのか？」


    　いつの間にか、ゾフィーの声から緊張感が消えていた。代わりに漂うのは、哀愁だ。


    「それは、ごめんね。約束だったけれども……でも、仕方ない」


    　アカザは呆ぼう然ぜんと二人の会話を聞いた。


    　ゾフィーと〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が既き知ちの仲であることに動揺している。


    　だが、それだけではない。


    　この会話はいったいどういう意味なのか。


    「じゃあ、ゾフィー。キミは長らくワタシの友人だった。──さよなら」


    　その言葉に身体からだが動いた。


    　アカザは、扉を勢いよく開いていた。


    



    　だん！


    



    　ゾフィーはソファに座っていた。


    　その身体に乗り上げるようにして、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉がいる。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の手は、ゾフィーののど元にかけられている。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、アカザに背を向けている。ゾフィーだけが、アカザを見た。


    　ゾフィーはいつでも、余裕のある女だった。


    　いつでも立場的にも精神的にも、はるかな高みからアカザを見下ろしているような態度を崩さなかった。
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    　アカザは、ゾフィーにとって自分は玩具おもちやのようなものだと感じることもあった。


    　そのゾフィーが今、まっすぐに自分を見ていた。


    



    「泉いずみ野の原はらアカザ」


    



    　ゾフィーはそのひたむきなまでの目線をアカザに向け、名を呼ぶ。


    



    「〈魔力持ちユーザー〉に戻れ」


    



    　大きくはない。だが、強い声だった。


    　ふ、と。


    　誰だれがが息を吐き出した。


    　次の瞬間、ソファの上には、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉だけがいた。


    　ただ、気配は残っている。


    　ほのかに香る香水の香り。その覚えのある香りは、ゾフィー愛用の香水だ。


    　妖よう精せいを思わせる〈魔女〉は、ゆっくりと振り返り、アカザを見て、嗤わらった。


    「やあ、久しぶり」


    「おまえ」


    「ゾフィーに用事？　じゃあ、もう無理だ」


    　くすくすと、〈魔女〉は嗤う。その笑みは、ゾフィーとよく似ていた。


    「おまえは彼女とどういう関係だったんだ？」


    　二人の会話は、旧知の仲だというだけでなく、親しげですらあった。


    「友達だよ」


    　あっさりと〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は答えた。


    「友達なのに──〈吸収アブソーブ〉、したのか」


    「うん、そうだ。今、見ての通り」


    　赤い唇くちびるが肯定の答えを返す。


    



    



    　アカザは、その後のことを断片的にしか覚えていない。


    　ゾフィーという人生に強い影響をもたらした人物の消失は、アカザにとって、思った以上の衝しよう撃げきだった。


    　覚えていることといえば。


    「ゾフィーはワタシのたった一人の友達で、世界を変えるための協力者だったんだよ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が言った言葉。


    「大丈夫！　この会議室で起こったことはすべて録画されている。オマエの仕業になったりはしないよ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が大おお仰ぎように手を広げる。


    「とはいえ、大混乱は間違いなし」


    　笑い声。


    「知っているかい？　また世界に穴が開くよ。また七つ目の穴が開くんだ」


    　なだれ込んでくる人々。


    「そしたらね。今度こそ、この世界は変わるんだよ」


    　くすくすと耳元で聞こえるささやき。


    「止めてみるかい？　泉いずみ野の原はらアカザ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が嘲あざける声が聞こえる。


    　なぜか、もう一度、消えたはずのゾフィーの声が聞こえる。


    「〈魔力持ちユーザー〉に戻れ」


    



    



    　それから一か月ほどは、瞬またたく間に過ぎた。


    　ゾフィーが〈最悪の魔女ザ・ワースト〉に〈吸収アブソーブ〉されたことは、世間にはゾフィーの失跡として公表された。〈吸収アブソーブ〉は、魔法を使えない一般人の間にはほとんど知られていない概念だ。


    　実際には殺人に等しい行為だけれども、未いまだにその罪を立証する手段はないのだ。


    　それからしばらくのあいだ、世間は混乱した。


    　世界的企業であり、〈穴ホール〉をひとつ消滅させたという功績を持つ、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉支社の最高経営責任者ＣＥＯが失跡したのだ。


    〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の株価は急激に下落した。


    　この大企業の失墜の影響は、国そして世界の経済全体に及ぶ。


    　経済状態は低迷し、不況といっていい状態まで落ち込んだ。


    　それでも、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉は新たなＣＥＯを立て、またたくまに立て直す。


    　それが企業というシステムだ。


    　そこには、たくさんの保険がかかっているのだ。


    　そして、株価が持ち直したところで、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉は新たな〈穴ホール〉出現の可能性について示唆した。


    　これにともない、政府のバックアップの下もと、全力で対策を行おこなうという宣言が行われる。


    　この記者会見の様子はテレビで中継された。アカザはこれを、事務所のテレビで観ていた。


    　たくさんのフラッシュがたかれ、新しい最高経営責任者ＣＥＯに、記者からの質問が飛ぶ。


    　その片隅に、ハルがいた。


    　あくまでも片隅に立っていただけで、カメラが彼女に焦点を合わせたわけでもない。それでも、アカザの目は彼女を見逃しはしなかった。


    　ゾフィーはアカザに「〈魔力持ちユーザー〉に戻れ」と言った。


    　──もしかしたら、ハルは。


    　アカザの心に、ひとつの考えが浮かび始めていた。


    



    



    「では社長、お先に失礼します」


    　頭を下げるコルコにアカザは微笑ほほえみ返す。


    「うん。気をつけて」


    　世間の動きがどうであれ、仕事は相変わらず減ることはなく、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は慌あわただしい日々の中にある。


    　現場作業と事務を同時にこなさなければならないアカザの多忙は相変わらずだ。


    　今日もまだ、仕事が残っている。


    「一人で残るオフィスって、何かを期待させますよね……」


    「何言ってんのコルコさん」


    「仕事熱心な社長が時間を忘れて書類を眺める中、そっと開く扉！　そこには、社長の身体からだを気遣う女性社員！　『そろそろ、休まれてはいかがですか？』『いやまだそういうわけには……』『社長にも癒いやしは必要ですよ』そういって、社長のデスクに上半身を預ける女性社員の胸元は大きく開いていて……！」


    「長いよ！　ストーリー仕立てだよ！　しかもラブロマンスじゃなくて、もっと別の何かだよ！」


    「えーぶいとか？　アカザさん、オフィスものすき？」


    「それはあんただろーが！　さっさと帰れ！」


    「はーい。では、また明日♪」


    　相変わらずアカザはコルコに遊ばれまくりだ。もう、聞き流したほうがいいんだろうかとも思う。


    　ため息をついて、アカザは仕事を再開する。


    　その時、ぽん、とその肩が叩たたかれた。


    



    「お疲れさまです、しゃ・ちょ・う」


    



    　振り返らずとも、声を聞けば分かる。


    　アカザがこの世界で唯一、敵と認定する存在の声だ。


    「……何しに、きた」


    　アカザの手は、自然と懐ふところに伸びる。そこには、アカザの収束具、回転式拳銃リボルバーがある。


    　アカザは、ゆっくりと振り返る。


    「そろそろ、休まれてはいかがですか？」


    　妖よう精せいのような少女が、優しげな笑顔で立っている。


    「〈最悪の魔女ザ・ワースト〉」


    　アカザが、その名を呼べば、


    「きちゃった♪」


    　少女は、笑顔で応こたえる。ただ、その笑顔には毒がある。


    「なんの用だ」


    　アカザは、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉に拳けん銃じゆうを突きつけた。


    「とっておきの情報を持ってきたのに！　オマエは冷たいなあ」


    　それでも〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の笑顔は揺らがない。


    「言いたいことがあるなら、さっさと言え」


    「情緒とか、ためってもんがあるだろう？」


    「うるさい」
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    　アカザが拳けん銃じゆうを握る腕に、ぐっと力がこもる。


    　仕方ないなあ、と〈最悪の魔女ザ・ワースト〉はため息をついた。


    「では極秘情報だ。〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉はまだ、はっきりとした時期は分かってないって発表したけどね──」


    　くすくすと〈魔女〉が嗤わらう。


    



    「〈穴ホール〉は一週間後の夜明けに開くよ」


    



    　アカザの頭に響く声。


    「そしてね──」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の声音は柔らかい。とっておきの、とても大切なことを明かすのだという、そんな声音だった。


    「世界と世界はひとつになるんだよ」


    「……どう、いう」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の語る意味が、アカザには理解できない。


    「元々、〈衝突災禍カラミテイ〉はそうなるべく起こってるんだよ。別の世界が、この世界とひとつになろうとして起こるんだ」


    　謳うたうように朗々と〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が語る。


    「ただ今までは、この世界が反発して、うまくいかなかった。でも、それもこれで終わりだよ。別の世界を拒こばむこの世界の力をようやく打ち消すことができるようになったんだ。ワタシが今のこの世界を終わらせるんだよ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が優しく微笑ほほえむ。その紅あかい目はうっとりとさえして見える。


    「今度こそ、世界はひとつになる。次の〈世界衝突クラツシユ〉をきっかけに、ワタシがそうする」


    「どうなるって、いうんだ」


    　世界と世界がひとつになるとは、どういうことなんだろう。


    「──さあ？　別世界と入り交じった新しい形ができあがるのかもしれないし、何もかもがグチャグチャになるだけかも知れない」


    「なんで、そんなこと」


    　なぜ〈最悪の魔女ザ・ワースト〉はそんなことをしようとしているのか。


    「結果はしらない。ワタシはただ、そうしたいんだよ！　そのためにこの世界にやってきたんだってことだけ、ワタシは知っているんだ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の微笑みは、得え体たいの知れない何かだった。


    「そんなこと、できるわけ」


    　アカザは自分の声さえも、遠く感じる。


    「この世界最強の〈魔女〉の力を手に入れたからね。この日のために、ワタシは力を育ててきたんだよ」


    「なぜ、俺おれに、それを」


    〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉が〈世界衝突クラツシユ〉の日時を予測できずにいるのなら、邪魔は入らないはずだ。なぜ、わざわざアカザにそれを教えるのか。


    「この話をすれば、きっとオマエはそこに来てくれるだろう？　オマエはワタシの対極だから」


    「──対極？」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉はアカザの耳元に唇くちびるを寄せた。


    「オマエは〈穴ホール〉を壊したいっていう意志の固まりだろ。まるで、この世界がワタシに抗あらがうために生まれたみたいだ」


    　アカザはその言葉に眉まゆをひそめた。


    「俺は俺が選んでこうなった」


    〈魔女〉は耳元でくすりと嗤わらう。


    「それでも、ワタシはそんなオマエを最後に食べたいんだよ。オマエの力を得て、世界をひとつにしたいんだ」


    　ふう、と〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の吐息が香った。


    「〈穴ホール〉の開くその場所で、完かん膚ぷなきまでに叩たたきつぶしてあげて──とろっとろになったオマエを食べてあげるんだ」


    　耳元で、まるで口説き文句のように〈魔女〉は囁ささやき、アカザは言葉を失う。


    「また、ワタシの下で泣いて見せて。優しくかわいがってあげるからさ」


    〈魔女〉はアカザを嗤い続ける。


    「それにさ。こんな不安定な世界よりも、一緒になった世界のほうが安定してるに決まってる。その新しい世界こそが、望ましい状態だと思わない？」


    



    　それでも。


    　今あるこの世界こそが、アカザの住んでいる唯一の場所なのだ。
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    幕間　普通の日


    



    　ある日のことをアカザはよく思い出す。まだ一年もたっていない、それでもひどく懐なつかしく思える日のことだ。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の事務所で、アカザは本を読んでいた。


    　ひとつの仕事が終わり、次の仕事が始まる谷間の時期だった。仕事がないと焦あせる必要はなく、さりとてやらなければならないこともない、エアポケットのような日だった。緊急の〈衝突災禍カラミテイ〉対策依頼がくる様子もない。


    　アカザは読みかけの、〈衝突災禍カラミテイ〉関係の資料を読むつもりでいた。


    　まだまだ知らないことはたくさんあり、本を読むのも、現場に出るのも、なんでも勉強になると思っていた。


    〈魔力持ちユーザー〉として生まれたにも拘かかわらず、魔法を使えなくなってしまったアカザはそれでも、〈衝突災禍カラミテイ〉や〈魔女〉と関かかわらずに生きていく方法を見いだせなかった。


    　それでいいと、それしかないと思っていた。


    　そんな感じで、やることのいくらでもあるアカザをのぞけば、社員にはこれといった仕事のない日だった。


    　前日、有給を使って休んでくれてもかまわないよ、とアカザは社員に伝えていた。〈魔女〉たちはどうにも有給日数を貯めがちだった。


    〈衝突災禍カラミテイ〉対策は、肉体も頭脳も酷使する仕事だし、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉はどんどん忙しくなっていっているところだったから、休めるときにはきっちり休んで欲しかった。


    　それに、有給休暇を使うのは、社員の権利だ。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は人手がギリギリの小さな会社だけれど、その権利を侵害するような上司に、アカザはなりたくなかった。


    　理想なんて、達成できるものではない。


    　だからといって、その理想を諦あきらめたくはない。


    　そんなアカザの想おもいとは裏腹に、その日、社員たちは全員、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のオフィスにいた。


    　コルコは急ぎではない書類を片づけていた。


    　オーガストは収束具でもあるスマートフォンのデータ整理をしている。


    　フランは〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉から回ってきた、自分の魔法に関するデータを読み込んでいた。


    　サカナはフランの背中にもたれかかるようにして、何か、歌を口ずさんでいる。


    　そして、ハルは自分の収束具である杖つえを磨いていた。


    　オフィスの中には、特に会話はなかった。


    　その静けさは居い心地ごこちのよいものだった。


    　みなが思い思いのことに没頭していた。


    　穏やかな時間だった。


    　アカザは、仲間というのは、こんな感じなのだと思った。


    　家族は、こんな感じだったのかなと思った。


    　静かで、何もなくて。


    　明日の不安もそれほどではなくて。


    



    　まだ、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉が〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉から独立する前の、ある一日の出来事だ。


    　──またあんな一日が訪れるといいな。


    　アカザは、そう思う。
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    第五章　再誕のセカイ


    



    　夜明け前、午前四時。〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の告げた、再び〈穴ホール〉の開く日。


    　まもなく、十二月。早朝のその場所は、肌寒かった。


    　コートの襟えりを立てながら、アカザはその場所に立っていた。


    　首都にいくつかある、大きな公園のひとつ。都内とは思えぬ程に緑豊かな園内には、植物園などもあり、平日でも疲れた人々がしばしの休息を求めて憩いこう場所になっている。


    　でも今は、人もいない。


    　公園の中央にある、噴水広場。噴水は止まっている。


    　いつの間にか、冬といってよい季節になっていることにアカザは初めて気付いた。


    　アカザは止まった噴水を眺めている。


    　あと二時間もすれば、夜が明ける。


    　そのときここに、新たな〈穴ホール〉が現れる。


    



    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    



    　鳥の声が聞こえる。


    　薄暗い空を埋め尽くすような不吉な響き。


    　前触れの、夜よ雀すずめの声。


    　姿の見えないその鳥が、ここには無数にいるかのようだ。


    　聞く者にザワザワとした胸騒ぎを生じさせる。


    　夜雀の声に紛れるようにして、とん、と軽やかな音が聞こえた。ちょうどアカザの真後ろから響いた音に、アカザは振り返る。


    　不吉な鳥の声と共に現れた相手を、それでもアカザは待っていた。


    　そこには少女が立っていた。


    　そのスカートから伸びる脚も、自身の収束具である杖つえを携たずさえた腕もしなやかで細い。赤い髪は長く、微かな風にさらさらと揺れている。


    



    「……ハル」


    



    　アカザが名を呼べば。


    「はい、アカザさん」


    　少女はにっこりと微笑ほほえんで答える。


    　初めて会ったときから変わらない笑顔だと、アカザは思った。


    「……どうして、ここに？」


    　彼女の到来を望んでいたにも拘かかわらず、アカザは尋ねた。


    「ゾフィーさんに、今日ここに〈穴ホール〉が生まれるって聞いたので」


    　ハルは微笑んだまま答える。


    「君も聞いてたんだ？」


    　ハルが〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉から離れたきっかけも、ゾフィーにあったのだろうとアカザは推測している。


    　──あの人にはきっと、ハルにやらせたいことがあった。


    「あの人から、聞いたんだ」


    「はい。アカザさんは〈最悪の魔女ザ・ワースト〉から聞いてきたんですよね」


    「うん」


    　ハルの真意を測るように、アカザは少女の瞳ひとみを見つめる。


    「きっと来るって思ってました」


    　アカザがハルに対して思っていたのと同じことを告げながら、にこにことハルは笑う。少女らしい、無邪気ささえ感じさせる笑顔だった。


    「ゾフィーはなんで、君にこのことを教えたの」


    　答えがあることを期待せず、アカザは尋ねる。


    　ハルの笑みが深まった。


    「わたしに、あなたを〈吸収アブソーブ〉しろって」


    　楽しげな、軽やかな声で少女は言う。


    〈吸収アブソーブ〉。〈魔女〉が〈魔女〉を取り込む行為。


    「…………」


    「あなたにはどうやら、誰だれかを〈吸収アブソーブ〉するつもりはないようだから、代わりに、わたしが最強になれってゾフィーさんは、言ったんです」


    　ゾフィーはアカザに、何度も〈吸収アブソーブ〉を行おこなえ、と迫っていた。


    〈吸収アブソーブ〉を行うことで、呪のろわれた自身を変質させろと。


    　変質することで、アカザは呪いから解き放たれ、最強と呼ばれた〈魔力持ちユーザー〉に復帰することができるのだと。


    　アカザとハルの距離は一メートルほどだ。


    　ハルの微笑みは、新しい〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉には行けない、と告げたときの笑顔に似ていた。


    「……〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を辞めたのは、そのせいなのか？」


    　アカザの問いかけに、ハルは頷うなずきを返す。


    「ええ、そうです」


    　明るい笑みを崩さずに、ハルは続ける。


    「〈吸収アブソーブ〉するときに、情が残ってると、困るでしょ？　準備のためにも離れなさいって、ゾフィーさんが言ったんです。もっともっと強くならなければ、わたしがアカザさんを〈吸収アブソーブ〉なんて、できないから」


    〈吸収アブソーブ〉は、〈魔女〉と〈魔女〉の力比べだ。より強いほうが、弱い〈魔女〉を吸い込む。〈吸収アブソーブ〉しようとして、逆に〈吸収アブソーブ〉されてしまうということもあり得る。


    　ハルは笑顔のままだけれど、アカザは彼女との間に高まっていく緊張を感じた。


    　夜明け前の公園のぴりりとした寒さに混じるような、そんな緊張感だ。


    「……そうか」


    　ハルが静かに杖つえを構える。


    「吸い取ってあげますよ、アカザさん」


    　静かな声で、そう宣言する。


    「そして、代わりに〈穴ホール〉をつぶしてあげます！」


    　ハルが、跳躍した。


    〈魔女〉の身体能力は、普通の人間を大きく凌りよう駕がする。


    　跳躍しながら、ハルの口元が息を吸い込むのを、アカザは見る。


    　その口元から炎が鞭むちのように伸びた。少女より先に、炎がアカザに到達する。うねり、たわみ、予測しにくい機動で飛来する炎の鞭が、アカザにからみつこうとする。


    　──成長したなあ。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉にいたときよりも、格段に応用性の増したハルの魔法に、アカザは感嘆した。


    　──部下の技術を成長させる、という意味では、俺おれはイマイチな上司だな。


    　アカザの〈魔女〉たちは、出会ってから、精神と技術をそれぞれ成長させた。みな、自身の努力と研けん鑽さんで成長したのだとアカザは思っている。


    　──せめて、俺が、成長のきっかけになってるなら、いいんだけど。


    　ふ、とアカザの口元を苦い笑いがかすめて──


    　銃声が、一発。


    　アカザは拳けん銃じゆうを取り出している。照準を定める必要はなかった。銃ひき爪がねを引けば、アカザの周囲でキラキラとした氷の粒が、炎の鞭の動きを止めてくれる。


    　フランの魔法をこめた魔法弾マジカルブリツトだ。


    　ぶん──。


    　続けてハルが振り下ろした杖を、アカザはかすかに身体からだを後退させることでかわした。


    「それ、フランの魔法ですね？　今の弾が、アカザさんの秘密兵器です？」


    「そんなところ」


    　かわされた杖つえの勢いはそのまま、ハルは横よこ薙なぎにする。アカザは後ろに跳ぶことでまたかわす。


    　とん、とその背は噴水を囲む柵さくに触れた。


    「防戦一方じゃないですか！　元・部下相手には戦いにくいですか？」


    　杖をフェイントにするようにして、ハルは大きく右足を跳ねさせた。


    　その足をアカザは肘ひじで受け止める。


    「ちょっとは反撃してくださいよ。つまらないじゃないですか」


    　ハルは挑発的に唇くちびるを歪ゆがませた。


    　ほんの数瞬の、わずかな間の攻防だった。それで、アカザには十分だった。


    　──分かった。


    　アカザは、自分に向けてうなずいて、


    「……下へ手たくそ」


    　ぽつりと、つぶやいた。


    「……え？　何がです？」


    　唇を歪ませたまま、ハルが問い返す。


    「せっかく今まで名演技決めてたのに、ツメが甘いね、ハル」


    　受け止めた脚を、アカザは解放し、ハルに向かって微笑ほほえみかける。


    「泣きそうだよ、ハル。我慢してるのかもしれないけど、すごく、目がきらきらしてて、綺き麗れいすぎだよ」


    　アカザは、ハルが現れたその瞬間から、ずっとハルの目を見ていた。


    　そして、自分の推測が正しいと確信したのだ。


    



    「ゾフィーが俺おれを〈吸収アブソーブ〉しろって言ったとか、噓うそだろ？」


    



    「……なんで、そう思うんです？」


    　身を固くしたハルの表情から笑みは消えている。


    「ゾフィーは、隠し事はしても、噓をつく人じゃなかったから。企業の代表として、自分の言葉の重みを分かっている人だったから……かな」


    　アカザは、自分が対たい峙じしてきた、〈魔女〉の姿を思い出す。


    　いつでも自信に満ちあふれ、はっきりとした言葉を紡つむぐ女だった。


    「ゾフィーはさ、ハルに向かって、俺に〈吸収アブソーブ〉されろって言ったんじゃないの？」


    　何度も、アカザに向かってそう告げていたように。


    　ハルは、答えない。


    「ハルを〈吸収アブソーブ〉させて、俺を最強の〈魔力持ちユーザー〉に戻せって言ったんじゃないのか？」


    「…………」


    「そこでさらに俺おれを〈最悪の魔女ザ・ワースト〉に喰くわせるところまでが、ゾフィーの目もく論ろ見みだったんだろうけど」


    　アカザが聞いた、ゾフィーと〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の最後の会話は、そういう意味だったに違いない。


    　さらに、ゾフィーは最期の瞬間にも、アカザに〈魔力持ちユーザー〉に戻れと言った。その言葉が噓うそであるはずはなかった。


    　空から薬やつ莢きようを落とし、アカザは弾倉に銃弾を詰め直す。


    　アカザには、もうひとつ推測していることがある。


    「でも、ハルは別のことを考えてたんだろ」


    　確信をこめて、アカザはハルに話しかける。


    「俺を〈魔力持ちユーザー〉に戻して、俺に〈穴ホール〉をなんとかさせようとした。違う？」


    「どうして、そう、思うんです？」


    　かみしめるような言葉で、ゆっくりと問い返す。


    「ハルがあのとき〈穴ホール〉を壊したいって、言ってたから」


    　夕暮れ、赤く染まる空気の中で、自分をまっすぐに見つめていたハルの瞳ひとみを、アカザはすぐに思い描くことができる。


    　何も分からないまま〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社長になって、失敗して、心が折れかけていたアカザに向かって、ハルは確かにそう言った。


    　──〈衝突災禍カラミテイ〉や〈穴ホール〉をなんとかできたら──もっと、自分がこの世界にいる意味みたいなものが分かるんじゃないかって──


    　──それが、わたしみたいに、龍でもなければ、人間でもないような生き物が、この世界にいる意味なんじゃないかって──


    　そう切々と訴えてきた、ハルの目がアカザにはどうしても忘れられなかった。


    　今でもハルは同じ目をしている。アカザには、そう見える。


    　ハルはアカザの目の前でうつむいていた。


    「それを言ったときから、心変わり、したかもしれないじゃないですか……」


    　確かに、人の気持ちは移り変わるものだ。でも。


    「わたしは、なんで……、わざわざ、仲間を裏切るようなまねなんてしたんですか？　誰だれだって、嫌われたくなんか……」


    　うつむきながら、途切れ途切れにハルは言葉を紡つむぐ。


    「俺はへたれだから。仲間を〈吸収アブソーブ〉なんてできないって思ったんだろ？」


    　アカザの言葉に、ハルは答えない。


    「裏切り者になって、仕事先で俺たちのことバカにして、嫌われようとしたんだろ」


    「アカザさんは……」


    　震ふるえて聞こえる、ハルの声。


    「そうして、今みたいに戦いを挑んだら、俺おれはハルを〈吸収アブソーブ〉できるって、そう思った？」


    「…………」


    　アカザは口元に、苦い笑みを浮かべたまま、答えないハルに話しかける。


    「頑固で一いち途ずなハルらしいなって思うよ」


    　二人の間に沈黙が落ちる。


    　関節が白くなるほどの力で杖つえを握りしめていたハルの手が、力を失い、垂れ下がる。


    「頑固で一途だって言うんなら、アカザさんにかなう人なんていませんよっ……」


    　ぽつり、とハルの足元に水滴が落ちた。


    　──ああ、泣かせてしまった。


    　アカザはそっとハルの肩に手をかけた。


    　──でも、間違ってなかった。


    「ねえ、ハル。俺いま、ハルのことがすごくよく分かる。すごく嬉うれしい」


    「…………」


    　ぽつり、ぽつりと水滴が落ちる。


    「泣かないで。ねえ、ハル」


    　アカザは、ハルに向かって脚を進める。


    　──距離が開いたなんて、気のせいだった。


    　ハルの心は、ずっとアカザのすぐそばにあった。


    　アカザはハルを抱き寄せる。


    　ハルは、その腕を拒まなかった。


    



    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    　チィチィ。


    



    　不吉な小鳥の声は、続いている。


    　ぐらりと足元が揺れる。地震のようでいて、今まで体験したことのある地震とは、何かが違う揺れだった。


    　アカザが初めて経験するその揺れは、おそらく、〈世界衝突クラツシユ〉の兆きざし。


    　アカザはハルの抱ほう擁ようを解き、ポケットから取り出したインカムを装着する。


    「みんな──時間だ。来てくれ」


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社員たちは、近くで待機して、アカザの連絡を待っていた。


    「……みんな、いるんですね」


    「うん。俺おれ一人でできることなんて、ほとんどないからね」


    　もうずいぶん前から、アカザはそれを誇らしいことだと思っている。


    　フラン、オーガスト、サカナの三人はすぐにやってきた。


    「は──────る！」


    「わぁ！」


    　サカナが最初にハルに飛びついた。


    「ハル～」


    　オーガストはサカナごとハルを抱きしめる。


    「ハル、おかえり」


    　フランは、はにかむような笑顔で、ハルにそう告げた。


    　三人とも、アカザのすぐ側そばに立つハルを見て、すぐの行動だった。


    　ハルの頰ほおが赤く染まる。


    「ほら、ハル。下へ手たくそだろ」


    　アカザはわざと軽い口調で言ってみたけれど、ハルの頰はますます赤くなった。


    　三人の〈魔女〉は全面的にハルを信じていたわけではない。けれど、アカザの推測を聞いて、きっとそうだと信じてくれた。


    　誤解したり、噓うそをついたり、その人のためを思ったことが裏目に出たり。


    　人間と人間は難しい。でも、こうして、仲直りできるのが、嬉うれしい。


    　本当に──本当にアカザはそう思う。


    



    　足元がまた、揺れる。


    



    　アカザたちの口元から、笑みが消える。


    「──ハル、手伝ってくれる？」


    　アカザの声は穏やかだった。


    「──〈穴ホール〉をつぶしますか？」


    　ハルが静かな声で尋ねる。


    「うん」


    　アカザの答えは、明確だった。


    「──それに、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉を倒す」


    　静かな、はっきりとした意志の宿った目で、アカザはハルを見つめる。


    　ハルの口元に、また微笑ほほえみが浮かんだ。


    「そんな目のアカザさん、誰だれにも止められませんね」


    　ハルの言葉に同意するように、〈魔女〉たちが視線を交わらせた。


    「お手伝い──させてください」


    　ハルは、深々と頭を下げる。


    「ねえ、ハル！」


    　ぴょんと、いつもの跳ねるような声でサカナがハルを見上げる。


    「ハル、これが終わったらまた〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社員になるんでしょ？　っていうか、なってよ！」


    「サカナ、引き抜き？」


    　その口調が、記憶と変わらないのが、ハルは嬉うれしい。


    「うん！　うち、今、すごーく忙しいの！　でも、人手不足なの！」


    「〈魔女〉の新人なんて、簡単には見つからないしね～」


    　サカナの言葉をオーガストが補足する。


    「ほとんどの〈魔女〉は、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉に持っていかれるからね」


    　フランがため息をつく。


    　ハルは無言でアカザをみた。


    「だから、ハルが来てくれると嬉しいな」


    　アカザはいつから、こんな笑顔を見せるようになったのだろうか。元々優しげな顔に浮かぶ笑顔は、人を安心させる自信に満ちている。


    「考えておきます……」


    「前向きに、お願いします」


    　アカザは、大きく頭を下げた。


    　目元をぬぐって、ハルは笑った。


    「よし！　今後の見通しも明るくなった！　みんな、〈穴ホール〉をつぶしにいくぞ！」


    　アカザは空を見上げる。その端が明るくなりつつあった。夜明けが近づきつつある。


    「はい！」


    〈魔女〉たちが応こたえる。


    「大仕事、ですね」


    　ハルのつぶやきにアカザは大きくうなずいた。


    「うん、大仕事だ。〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉からの協力依頼、政府からの懸賞金、ちゃんと取り付けてきたしね。この仕事を達成したら、初年度にして、前〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の三倍の収益を確保だぜ。来年度も維持するのは難しいけどね」


    「税金、たくさんかかっちゃいますね」


    「政府からの懸賞金にも税金、かかるのかな……」


    　──それは、帰ってから調べよう。


    　知らないことは、まだまだたくさんある。


    



    



    　ごお、と大気がうねる。


    　大きな蛾が──夜よ雀すずめの群れが、夜明け直前の、赤く染まりつつある空を埋める。


    〈魔女〉たちは、それぞれの収束具を握りしめる。


    　アカザは、傍かたわらに立つハルの指に、己おのれの指をからめた。


    　ぎゅ、とハルがその指を握り返す。


    　アカザには、ハルの考えていることが分かった。


    　ハルには、アカザの考えていることが分かった。


    　どちらがどちらであるかが、どうでもよくなって、曖あい昧まいになって。


    　それでも、相手のことを、とても大切なものと思えた。


    　──わたしとあなたは異なる二人。


    　ハルは、アカザの自分よりも少しだけ温かい手を意識する。


    　お互いの体温が、溶けていく。


    　──だから、誤解して、喧けん嘩かして、仲直りして、こうしてまた溶け合うことができる。


    　お互いの意識が、重なり合っていくのを感じる。


    　──これほどに、幸せなことはない。


    　これから、対たい峙じする白い〈魔女〉の顔が浮かぶ。


    　──孤独なあいつには、絶対に分からない。


    　二人は一つになる。


    　また、わかれわかれになるまでのほんの束つかの間まの時間だけ。


    　それは、とても幸せなことなのだ。


    



    　アカザとハルは一人の〈魔女〉に姿を変えていた。


    



    　長い赤い髪を持ち、ハルとアカザ、どちらにも似た面立ちを持つ、一人の〈魔女〉。


    　服装は、アカザのものだったけれど、その体つきはアカザよりもずいぶんと華きや奢しやだ。ただ、体つきに女性らしい特徴はほとんどない。


    　片方が片方を吸い取ってしまう〈吸収アブソーブ〉とは異なる、二人が完全に溶け合って誕生した〈魔女〉だった。


    〈融合メルト〉と呼ばれるこの現象を、アカザとハルは一度だけ、体験している。お互いがお互いを、完全に信頼しているからこそ、なし得ることだった。


    　大気がうねる。


    　世界が揺れる。揺れ始めている。


    　それでもまだ、〈世界衝突クラツシユ〉は起こっていない。


    　まだ前触れだ。


    　赤い〈魔女〉は回転式拳銃リボルバーを握る。


    　空気が震ふるえた。


    



    　──パレードだ。


    



    　赤い〈魔女〉はとっさにそう思った。


    　空の彼方かなたから、怪物の群れが現れる。


    　今までこの世界に現れたあまたの怪物たちが、行列を組んでこちらに向かってやってくる。


    　賑にぎやかで、楽しげで、とても禍まが々まがしい。


    　一番初めの〈世界衝突クラツシユ〉の直前にも、この行列は現れたという。


    　この行列自体が、別の世界をこの世界へと引き寄せる、〈衝突災禍カラミテイ〉なのだ。


    　百鬼夜行ワイルドハント。


    　そう呼ばれる災さい厄やく。


    　百鬼夜行ワイルドハントの先頭には、白い〈魔女〉が立っている。


    　アカザが〈最悪の魔女ザ・ワースト〉と呼んだ女だ。


    　空中だというのに軽やかな足取りで、躍るようにやってくる。


    　遠い場所であるにも拘かかわらず、赤い〈魔女〉には、彼女の言葉が届いた。


    



    「これをどうにかできるつもり？」


    



    　楽しくて堪たまらないというような、嘲あざけるような、複雑な響きを持つ言葉だった。


    



    「できるさ」


    　赤い〈魔女〉はつぶやきで答えた。


    



    　──タン。


    



    　赤い〈魔女〉が放った空砲は、協力を取り付けた〈魔女〉たちへの合図だった。


    「Ａ班、Ｂ班、Ｃ班、Ｄ班、それぞれ別方向から展開！　同士討ちに注意しろ！」


    　赤い〈魔女〉は、インカムへと告げた。


    　炎が、電が、光が、氷が、衝撃波が、走る。


    　指示にしたがって、数十人の空を飛ぶ力を持った〈魔女〉たちが、一斉に飛び立つ。その目標はもちろん。百鬼夜行ワイルドハントだ。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、微かに目を見開いて──嗤わらった。


    「こいつは、お祭だな」


    　美しい笑みは、赤い〈魔女〉に向けられている。


    　その笑みに応こたえる代わりに、赤い〈魔女〉の背に、赤い皮ひ膜まくの翼が現れる。


    「終わらせてやる」


    　赤い〈魔女〉も宙を舞った。


    



    



    　小鬼ゴブリン、妖ハー鳥ピー、邪妖精グレムリン、人魚マーメイド、雷鳥サンダーバード、大蝙蝠ビツクバツト──


    　怪物の群れと数十人の〈魔女〉たちが入り交じり、戦う。


    　怪物一匹一匹はさほど強いものではない。だが、その数は一万を超えており、しかも、増え続けている。


    　これらすべてを倒し、ぶつかろうとしているもうひとつの世界を押し返す。


    　そのことだけを目指して、〈魔女〉たちは、戦う。


    　まずは、この群れを押し返さなければならない。


    　赤い〈魔女〉もまた、パレードに向けて銃弾を放つ。


    　小さな38口径の弾丸は、衝撃波を放つことで、怪物の群れを消滅させていく。大砲のような威力だ。


    　それでも、怪物のほんの一部に過ぎない。


    「きゃあ────」


    　雲うん霞かの如ごとき怪物の群れの前に、〈魔女〉たちも無傷ではすまなかった。


    　身体からだに雷をまとう雷鳥サンダーバードの体当たりを受け、〈魔女〉の一人が落下していく。


    　赤い〈魔女〉は、はっとそちらを振り返る。


    〈魔女〉の墜落に、サポート担当の〈魔女〉は気付いていない。指示を与えなければ、彼女の身体は地上に叩たたきつけられる。


    『サカナちゃん、風妖エリアル！』


    　インカムからよく知った──しかし、この場にはいない筈の声が聞こえた。


    『うん！』


    　少女の応答と共に、飛来した風妖エリアルが、〈魔女〉の身体を支える。


    　赤い〈魔女〉が見下ろした地上で、治ち癒ゆの魔法の使い手たちと共に、手を振る人影がある。


    『指揮と実戦を同時にやんのは、無理があるんじゃないですか？』


    　まだ包帯姿が痛々しい人影は、マキシのものだった。


    『部下から今日の話を聞いて、退院してきちゃいましたよ』


    　茶化すような口調は、いつもの彼らしい。


    『戦うのは無理だけど、指揮は俺おれにまかせてくれます？　あんたは、あの〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の相手で手一杯でしょ？』


    「……ありがとうございます」


    　赤い〈魔女〉は一言だけ、礼を告げる。


    　助けてくれる人間がいるというのが、こんなにも心強い。


    



    



    　消耗戦だった。


    　百の魔物を倒せば、一人の〈魔女〉が倒れる。


    　それは、そんな戦いだった。


    　悲鳴。怒号。咆ほう吼こうと絶叫。夜よ雀すずめの鳴き声。


    　銃声。剣けん戟げき。打撃と羽ばたき。肉が引き裂かれ、ちぎれる。


    　公園の地面に積み重なっていく怪物の身体からだ。


    　力尽き、落ちていく〈魔女〉たち。


    　悪夢のような終わりのないパレード。


    



    



    　それでも、それでも。


    　果てない夢も、終わらない祭もない。


    　ずっと聞こえていた夜雀の声も消えて。


    　気がつけば、怪物たちの姿はごくわずかになっていた。


    　残っているまだ戦闘が可能である〈魔女〉は、地上に立つオーガストとサカナを合わせても、十人に満たない。


    　百鬼夜行ワイルドハントはもはや、百鬼夜行ワイルドハントとはいえない状態にある。


    　まもなく現れる〈穴ホール〉を破壊できれば、〈世界衝突クラツシユ〉は防げるのだ。


    　長い戦いではあったけれど、百鬼夜行ワイルドハントが出現してから、一時間はたっていない。空が、朝焼けに赤く染まっていた。


    　そして、見上げれば、真まっ赤かな空の上から、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が見下ろしている。


    「あいつを倒せば──！」


    　残っている〈魔女〉の一人が叫んだ。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が最後の障害なのは、間違いない。


    　手に日本刀を携たずさえたその〈魔女〉は、確か、マキシの部下の一人だ。百鬼夜行ワイルドハントとの戦いでも、傷ひとつ負っていない、手だれの一人だ。


    　マキシの部下は、赤い〈魔女〉の脇わきをすり抜ける。


    「いきます！」


    　フランがその後に続いた。


    『おい──』


    「待て！」


    　赤い〈魔女〉と、インカム越しにマキシが制止したのはほぼ、同時だった。


    　その制止は間に合わず、マキシの部下は、日本刀を振るい、フランが杖つえをかざす。


    「紫電一いつ閃せん！」


    「氷リヨート──刃レーズヴイエ！」


    　魔法を発動させる叫びと共に、斬撃と氷の刃が、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉に向かって飛ぶ。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、空中に留とどまったまま、動きもせず──


    「さかしまリバース」


    　そう、つぶやいた。


    



    　びしゃりと、血しぶきが飛ぶ。


    



    「かはっ──」


    　たった今、魔法を放った〈魔女〉とフランはその胴から血をあふれ出させていた。


    　自身の日本刀で断ち切られたような、あるいは氷の刃を身に受けたような傷だった。


    〈魔女〉たちは、呆ぼう然ぜんとその傷つく様を眺め──


    「よくも！」


    　その血にあおられたように叫んだ。


    　残った〈魔女〉たちが〈最悪の魔女ザ・ワースト〉目指して、飛ぶ。


    　残っているだけはあり、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉に属する中でも、腕に覚えのある〈魔女〉たちだ。あおられたとはいえ、勝機があるからこそ、挑んだのだ。


    　だが。


    　電撃を放つ〈魔女〉は電撃に焼かれ。


    　あらゆるものを断つ光輪の使い手は、その四し肢しに光輪を受け。


    　石つぶてを降らせた〈魔女〉は、石つぶてに打たれた。


    「無駄だよ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が嗤わらう。


    　傷を負った〈魔女〉たちが、落下していく。


    『ちく──しょう！』


    　悔しげなマキシのうめきが聞こえる。彼自身も戦闘力を持つ〈魔力持ちユーザー〉だが、今はまだ怪け我がで動くことはできない。


    　たとえ、指揮官に徹していようとも、戦えるならば戦いたい。そう思う瞬間はある。その声には動けたならば自分も戦うのに、という悔しさがにじんでいる。


    　今、空中にいるのは、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉と赤い〈魔女〉、二人きりだ。


    「今の技は」


    　今まで、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が使ったことのない魔法だった。


    「わかってるだろ？　ゾフィーの魔法だよ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、〈吸収アブソーブ〉した上司の技を使って、〈魔女〉たちを倒したのだった。


    「趣味がわるい──」


    「そんなの前からだって、オマエはよく知ってるだろ？」


    　くすくすと〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は嗤う。


    「もう、手加減しないよ。言った通り、オマエをぐっちゃんぐっちゃんにして、食べてあげるからね」


    「ほざけ」


    　ぐうっと、赤い〈魔女〉は銃ひき爪がねにかけた指に力を籠こめる。だが、引くことはできなかった。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の使う力が、見た通りのものであるなら、銃弾は自身に跳ね返ってくるだろう。


    　ゾフィーが持っていた魔法は反射の魔法なのだと、状況が言っている。


    「その姿のオマエは、いつもよりカワイイくせして、口が悪いね──おいでよ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が手招きをする。


    　だが、動けない。


    　どう攻撃をしかけるべきかの逡しゆん巡じゆんが赤い〈魔女〉をためらわせる。


    　そのほんのわずかの間を、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は待ってくれなかった。


    「来ないなら、こちらからいくよ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の姿が、かき消える。


    　コマ落とし映像のように距離を無視して移動する、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の魔法だ。


    　赤い〈魔女〉はとっさに周囲に火の粉をまき散らす。火の粉の動きから、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の出現と、目に見えぬ攻撃に反応するためだ。


    　ふわりと火の粉が散る。


    　そのわずかな動きに反応し、赤い〈魔女〉は銃口を翻ひるがえす。


    　再び出現した〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の眉み間けんに、その銃口はぴたりと据えられる。


    　だが、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、嗤わらう。


    「撃うてば？　ゾフィーの魔法、効かないかもよ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の言う通り、ゾフィーの魔法が、すべての攻撃をはじき返すとは限らない。


    　赤い〈魔女〉の持つ拳けん銃じゆうから放たれる弾丸は、衝撃波を発動させるまでは、ただの弾丸なのだ。それならば、ゾフィーの魔法は効かないかもしれない。


    「賭かけをしてみなよ」


    　賭けるのは、泉いずみ野の原はらアカザとハル、二人分の命だ。


    　赤い〈魔女〉は、銃ひき爪がねにかける指に力を籠こめて。


    



    　銃声が響く。


    



    「思い切りがいいね。オマエのそういうところ、スキだよ」


    　銃口は、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉からそれていた。銃爪が引かれる直前、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、赤い〈魔女〉の腕の内側に滑り込んでいた。


    　今、二人の〈魔女〉は身を寄せ合うようにして、空中に浮かんでいる。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、その細い腕を赤い〈魔女〉の首にからめていた。


    「放せ」


    「やだよ」


    　──やはり、銃弾ははじき返せないのか。


    　先ほど、赤い〈魔女〉はその可能性にかけて銃弾を放った。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の態度は、その選択が正しかったことを示しているように見える。


    　赤い〈魔女〉は、とっさに銃口を〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の脇わき腹ばらに突きつけ──


    「ぐうっ」


    　銃弾を撃ち込むことはできなかった。銃爪を弾くより早く、至近距離で放たれた〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の衝撃波が、赤い〈魔女〉を傷つけていた。


    　赤い〈魔女〉の口元から、ぽたりと、赤い滴がこぼれる。


    「手加減はしたよ。〈吸収アブソーブ〉する前に死なれちゃ困るからね」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の口元の笑みは薄い。彼女もまた、ギリギリの攻防の中にいる。


    「吸い取ってあげる」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、赤い〈魔女〉の耳元で囁ささやいた。


    　抱きしめる腕に、力がこもる。


    「放せっ──」


    　身じろぎをするが、戒いましめる力は鋼はがねのように強い。


    「やーだーよー」


    　くすりと〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が嗤わらう。


    「さあ、大人しく、食べられちゃって！」


    　赤い〈魔女〉は、すうと自分の身体からだから力が抜けるのを感じた。


    〈吸収アブソーブ〉だ。


    　こんな簡単に終わってしまうのかと、絶望的な気分に支配されそうになる。


    



    「──氷リヨート……刃レーズヴイエ！」


    



    　耳になじんだ声が聞こえた。


    　傾けた視線の先に、傷を負い、血にまみれながらも魔法を放つ、フランがいた。


    　その声が、赤い〈魔女〉に力を取り戻させる。


    　怪け我がを負っても、フランの魔法のコントロールは正確だった。


    　抱きしめられた赤い〈魔女〉の身体を避けて、氷の刃は〈最悪の魔女ザ・ワースト〉に向かって、飛来している。


    「さかしまリバース！」


    　赤い〈魔女〉の身体を抱きしめたまま、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉が叫ぶ。


    　反射の魔法が発動する。


    　氷の刃はかき消え──フランの身体から、また血しぶきが上がる。


    「うっ、ぐっ……」


    　フランはそれでもまだ、空中に身体を留とどめている。


    「ハルを……アカザさんを、放せ……」


    　口元からも血を流し、身体中を血に染めながら、その目で〈最悪の魔女ザ・ワースト〉を睨にらみつける。


    「フラン……！」


    　赤い〈魔女〉は身じろぎするが、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉はその身を離さない。


    「いーやーだーよー。まったく、モテモテだなあ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は赤い〈魔女〉を抱きしめる力をぎゅうと強めた。


    「氷の魔法の使い手ちゃん、アンタがどれくらいコイツのことを好きでも、片想おもいだよ。コイツはわたしのモノになるって、ずっと昔から決まってるの。なんなら、キスしてみせようか？」


    　言葉通り、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は唇くちびるを赤い〈魔女〉の頰ほおへ寄せる。


    「ふざけんな！」


    　赤い〈魔女〉はなんとか身体を引き離そうとするが、どうしても離せない。


    「オマエはホント、ツンデレだよねー」


    「はなせっ！」


    



    「あやとり上じよう手ずのお友達、出てきて出てきてパーティよ♪」


    



    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の軽口を遮さえぎるように聞こえた謳うたうような呪じゆ文もんは、地上に立つサカナのものだ。


    　それに応こたえて蜘く蛛もの身体からだに女の顔を持つ怪物、女郎蜘蛛アラクネが現れる。


    　女郎蜘蛛アラクネは、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉にめがけて、口から糸を跳ばした。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉はこれを、衝撃波で引き裂さいてみせる。


    「空を飛ぶお友達──」


    　サカナはさらに風妖エリアルを呼び出そうと呪文を紡つむぎ──


    「いたずら好きなお嬢ちゃんには、黙ってもらわないとね！」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の声が、その呪文を遮った。


    「うあ──！」


    「サカナ！」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉がサカナに向かって放った衝撃波は、サカナの身には届かなかった。


    　オーガストがサカナをかばったからだ。


    　感知の魔法の使い手であるオーガストには、攻撃手段がない。


    　だが、瞬間移動する〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の動きを予測することで、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の攻撃と防御を手助けしていた。
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    　衝撃波を受け、オーガストの手からスマートフォンがはじけ飛ぶ。画面に蜘く蛛もの巣状のヒビが入った。


    　それは、オーガストの収束具だった。


    　収束具が壊されれば、オーガストは魔法が使えない。


    「くそっ……！」


    　仲間たちへの攻撃に、赤い〈魔女〉は〈最悪の魔女ザ・ワースト〉をにらみ付ける。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、抱きしめる力を強めることで、それに答えた。


    「無駄なあがきだって。さあ、ワタシのものになって」


    　睦むつ言ごとのような甘いささやきに、赤い〈魔女〉の身体からだから、力が抜けていく。


    「いいじゃないか。ただ、殺されるわけじゃない。オマエの力はワタシのものになって、ずっと世界に残り続けるんだよ」


    　クスクスと嗤わらう声が、頭の中に響く。


    「ねえ。ワタシのものになってよ──」


    　──だめだ。


    　──ここで、吸い取られるわけには。


    



    「────あ」


    　するりと、何かが解けるのを感じた。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の腕が、宙を抱く。


    　赤い〈魔女〉は、消えていた。


    　代わりに、ほんの少し離れた場所に、二人の影がある。


    　そこにいるのは、アカザとハルだった。


    〈融合メルト〉が、解けていた。


    　──ハルだけでも、逃がさなきゃ。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉に〈吸収アブソーブ〉されそうになったその瞬間、アカザはそう思ったのだ。


    　その思いが、〈融合メルト〉を終わらせた。


    「──アカザさん！」


    　魔法を使えないアカザは、空を飛ぶことができない。その腕を、ハルが摑つかむ。


    　ハルの背には、龍の翼がある。


    「くう──」


    〈吸収アブソーブ〉には、多大な精神力を必要とする。それを中断された〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、酩めい酊ていしているかのような仕草をみせた。


    　問答をしている余裕はなかった。アカザは、拳けん銃じゆうを構え直す。


    　銃声。


    　ふらついて頭を押さえながらも、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の発動させた衝撃波が銃弾を砕く。


    　やはり、ゾフィーの魔法では、弾丸をはね返すことはできないらしい。


    　だが、ただの銃弾では衝撃波に阻はばまれる。


    　──それなら、普通でない銃弾ならな。


    　アカザは脳裏に閃ひらめいた考えを即座に実行しようとした。ためらっている暇はない。


    　──でも、今の俺おれが魔法を使えば。


    　それは、呪のろいの発動を意味している。


    　それでも。


    　──賭かけに出てやるさ。


    　死ぬのは恐ろしい。アカザには、やりかけていること、やりたいことが山ほどある。


    　以前、一度だけ呪いが発動したことがあるけれど、そのときは、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のみんなが無理やりアカザの命を繫つないでくれた。


    　そのみんなも、満まん身しん創そう痍いの今、前のときのように蘇そ生せいさせてもらえるかどうかは、怪しいところだ。


    　それでも。


    　──それに、もしかしたら。


    



    　アカザは、銃ひき爪がねを引く。


    



    　銃弾が、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉めがけて飛ぶ。


    　アカザが推測した通り、ゾフィーを〈吸収アブソーブ〉することによって得た魔法は、魔法の効果だけを使い手に反射させる、という効果を持っていた。


    　つまり、銃弾をはじき返すことはできない。


    　アカザの放った銃弾は二発。


    　アカザは、魔法の発動に呪じゆ文もんを必要としない。


    　つまり、放った銃弾が魔法を発動させるものなのかどうかは、見た目やアカザの挙動からは判断できないということだ。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は銃弾を砕くべく、衝撃波を放った。


    　瞬間、アカザの魔法が発動する。


    　衝撃波と衝撃波が干渉し、互いを打ち消す。


    　そして、その空くう隙げきを抜けて、もう一発の銃弾が、飛ぶ。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、もう一度、衝撃波を放ち、その銃弾をはじいた。


    



    　氷の粒が舞った。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の動きが、ぴたりと止まった。


    



    　アカザが放った二発目の弾丸は、相手を攻撃するためのものではかった。


    　フランの魔法を籠こめた魔法弾マジカルブリツト。近くにいるものの動きを止めることができる。


    　着弾しなくても効果を発揮することはできる。


    



    　もう一度、アカザは銃ひき爪がねを引いた。


    　赤から白へと変わりゆく夜明けの空に、銃声は遅れて聞こえた。


    



    　白い、妖よう精せいのような〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の胸に鮮やかな血潮が広がるのを、アカザの目は捉とらえた。最後にアカザが放ったのは、魔法のないただの弾丸だ。たとえ〈最悪の魔女ザ・ワースト〉がゾフィーの魔法を使っても、はじき返すことはできない。ただの弾丸は──〈魔女〉の心臓を撃うち抜いた。


    「なんだよ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉の動きを封じていたフランの魔法の効果は、短かった。


    　動きを取り戻した〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、その胸の赤を呆ぼう然ぜんと眺め、ぽつりとつぶやき──アカザに話しかけた。


    「ワタシはここで死ぬのかよ──」


    　こぼれていく血潮。白い服が赤く赤く染まっていく。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、アカザに近づいてくる。


    　その瞳ひとみからぼろりと、涙が落ちる。


    「いやだ。終わるのは、いやだ」


    　アカザはその言葉に応こたえない。


    「たくさんの〈魔女〉を〈吸収アブソーブ〉したんだ。全部、世界を変えるためだ。そのために生きてきたんだ。それなのに……」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は涙をこぼす。その言葉からは徐々に力が失われていく。


    「なあオマエ」


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉はアカザの目の前まできていた。


    



    「オマエがワタシを終わらせるっていうなら──ワタシを〈吸収アブソーブ〉してくれよ」


    



    　そこで死に瀕ひんした〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は、婉えん然ぜんと微笑ほほえんだ。


    「ワタシを終わらせるなら、ワタシを世界に残してよ。オマエが生きることで、世界にワタシを刻んでくれよ」


    　その声音は、甘かった。


    〈魔女〉は、アカザに向かって指を伸ばす。


    「ほら、受け取ってよ。強い力だ。ワタシを食べてよ」


    　伸ばされた指が、アカザの頰ほおにかかろうとして──アカザは首を振る。


    「イヤだ。おまえを〈吸収アブソーブ〉したり、しない」


    　──誰だれも〈吸収アブソーブ〉したりなんか、しない。


    　その拒絶に〈最悪の魔女ザ・ワースト〉は目を見開き──


    「そ、か」


    　ため息のように、そうつぶやいた。


    　白い服は、完全に赤く染まり切っている。


    　──やっぱり、妖よう精せいみたいだな。


    　アカザはそう思う。自分に呪のろいをかけた、憎い、敵とさだめ続けた相手ではあるけれど、その印象はずっと変わらなかった。


    　その儚はかないまでに華きや奢しやな身体からだが、花びらのようにほろほろと溶けていく。泡のように、消えていく。


    　まるで、最初からこの世界にいなかったように。


    　最後の欠片かけらまで残さずに、空気の中に溶けていく。


    　人知れずこの世界に現れた、たったひとりの〈魔女〉。〈穴ホール〉の守護者を名乗り、〈最悪の魔女ザ・ワースト〉と呼ばれた少女は、そうして、消えた。


    　一人きりで、孤独なままで。


    



    



    　そして、揺れる。


    　ぐらぐらとアカザの視界は揺れている。


    「アカザさんっ!!」


    　アカザの頭の中で、ハルの声は遠い。


    　呪いが身体を侵略している。


    　心臓のあたりに生じた冷たい塊かたまりが、アカザの中で荒れ狂う。


    　ぶちぶちと何かがちぎれていく感触。


    　──やっぱりダメか。


    　──呪いはまだ有効なのか。


    　呼吸ができない。


    　意識が遠のいていく。


    　ぐうぅっと喉のどの奥でうめきながら、アカザは力の抜けていく身体に、なんとか力を籠こめようとする。


    



    　──泉いずみ野の原はらさん、あなたの魔法弾マジカルブリツトが必ず発動するのは──


    



    　この血戦に挑む直前に、風かぜ谷たにサマルからかかってきた電話を、アカザは思い出していた。


    　電話の向こうで、サマルは、アカザにこう説明したのだ。


    『僕としては残念な話なんですけどね。あなたは、魔法弾マジカルブリツトを撃うつときに、少しだけ、魔法を使ってるんじゃないですかね』


    　サマルの言ったことの意味が、分からなかった。


    『俺おれは、魔法を使うと死ぬんですよ』


    『でも、その呪のろいって、呪いを受けたときの泉野原さんに特化しているわけでしょう』


    　アカザは、ゾフィーからそう説明を受けていた。


    『あなたが〈魔力持ちユーザー〉として変質、もしくは成長すれば、呪いの効果はなくなるはずです。例えば、〈吸収アブソーブ〉を行おこなったり、新しい魔法を使えるようになったりとか、ね』


    　そうだとは聞いていた。


    　アカザが魔法使いとして、変われば、呪いは発動しなくなるのだと。


    　サマルの研究は、一般人でも魔法を使えるようにすることだ。


    『あの拳けん銃じゆうはあなたの収束具なんでしょ？　それで、自分のものではないとはいえ、魔法を使おうとしてるなら、身体からだが勝手に魔法を使ってる、という可能性はあるんじゃないですか。魔法弾マジカルブリツトは不確定なものだから、発動することを意識もするだろうし』


    　もし、このサマルの推測が正しいとするならば。


    『あなたは、この魔法弾マジカルブリツトに特化した、〝発動を確実にする〟って魔法が使えるようになってるんじゃないかなあ』


    　魔法の使い手は、一種類の魔法しか使えないことがほとんどだ。


    　本当に、アカザが新しい魔法に目覚めているならば、アカザは呪いを受けたときとは、別の魔法使いになっていることになる。そうならば──呪いは効かない可能性がある。


    『だからといって、魔法を試しに使ってみるってわけにはいかないのが、この呪いのやっかいなところですね。推測が間違ってたら、死んじゃうわけだし』


    　そう言って、サマルは電話を切った。


    　アカザは、このサマルの推測に賭かけてみることにしたのだ。


    　──失敗したかな。


    　──やっぱり、魔法弾マジカルブリツトの発動は、偶然が重なっただけだったのかな。


    　──俺は、ここで、死ぬのかな。あの、最悪を道連れにして。


    　──いやだ。


    　アカザの中に、強く、生きたいという意志が盛り上がっていく。


    　──まだまだ、新しい会社はこれからなのに。


    　──サカナが学校に通うところも見てないのに。


    　──ハルが戻ってきてくれそうなのに。


    　やりたいこと、やり残したこと、ひとつひとつが、アカザの中の生きる力に変わっていく。


    



    　ぱりん、とアカザの身体からだの中で何かが砕けた音がした。


    



    　アカザの心臓から、冷たさが消えた。


    　左の胸からは、確かな鼓動の音が聞こえる。


    「っ……はっ」


    　ごほごほと、咳せきが漏もれた。急に楽になった呼吸に身体が戸惑っているかのようだ。


    「アカザさんっ!!」


    　アカザは、自分の右手をハルが握りしめていることに、初めて気付いた。


    　いつの間にか、身体は地面に横たえられている。ハルだけではなく、フラン、オーガスト、サカナが周りを取り囲んでいた。


    　みな満まん身しん創そう痍いで、でも、自分よりもアカザの身を案じている。


    　泣きそうな顔をしている。


    　つうっと、自分の目め尻じりから、涙が一滴こぼれ落ちるのが分かった。


    　アカザは身を起きす。


    「アカザさん……！」


    　白くなっていた〈魔女〉たちの顔に、さっと赤みが戻る。


    「もう、大丈夫」


    〈魔女〉たちを安心させるための笑みは、アカザの唇くちびるに、自然に浮かんだ。


    「もう呪のろいは、解けたから」


    　アカザは賭かけに勝ったのだ。


    「アカザさん！」


    　ハルがぎゅうっとアカザの身体を抱きしめた。


    　柔らかくて暖かい身体はかすかに震ふるえている。


    　アカザは、その身体に、そっと手を回した。


    　もう、アカザとハルはひとつではないけれど、それでも、そのぬくもりはこんなにも近いのだ。


    　──ああ、嬉うれしいな。


    　ぎゅっと、アカザはハルを抱きしめ返す腕に力を籠こめる。


    　オーガストとサカナは、そんなアカザたちから目をそらした。


    　ただ、フランだけはアカザをじっと見つめている。


    　その唇くちびるが、かすかに動いた。


    　たった二つの言葉を、アカザは読み取った。


    　フランは、無理だと分かっても、自分の気持ちを告げずにはいられなかった。


    「フラン……ごめん」


    　アカザは、小さくそう言った。


    　フランは目を伏せて、かすかにうなずいた。


    　フランの目からも、幾筋かの涙がこぼれた。


    　──泣かせちゃった。


    　アカザは、胸に走る痛みを、受け入れなければならないと、思う。


    　そして、感傷を押しのける。


    　まだ、アカザの仕事は終わっていないのだから。


    「アカザさん」


    　マキシが声をかけてくる。


    「はい」


    「最後の大仕事が残ってる」


    「──はい」


    　見上げた空は、白い。


    「夜明けまで、あと何分ですか？」


    　アカザは尋ねた。


    「あと、一分です～」


    　応こたえたのは、オーガストだ。


    「カウントして。夜明けと同時に、現れるはずだ」


    「はい～」


    　この仕事のために集まった〈魔女〉たちは、アカザも含め、ほとんどが負傷していた。


    　それでも、死亡者はいない。


    　あるいはよろよろとした足取りで、あるいは他の〈魔女〉に肩を借りながら、〈魔女〉たちはアカザの許もとに集まってくる。


    　今、ここにいる年若い〈魔女〉たちの中に、〈世界衝突クラツシユ〉を経験した者はいない。


    　みな、その瞬間を見届けようとしている。


    



    



    〈魔女〉たちが、なぜ、この世界に生まれたのか、知っている者はいない。


    　ただ、そのきっかけが〈世界衝突クラツシユ〉であったことは間違いがない。


    　世界と世界がぶつかることで、この世界には〈穴ホール〉が生まれ、〈衝突災禍カラミテイ〉が起こるようになった。


    〈魔女〉だけが、その災さい厄やくに対抗できた。


    　そういう意味では、〈衝突災禍カラミテイ〉と〈魔女〉は、共に〈穴ホール〉から生まれたようなものだ。


    〈衝突災禍カラミテイ〉はこの世界を害し、〈魔女〉は世界を守る。


    　異なる役割を持っているというだけだ。


    　それがなぜなのか、答えを知る者はいない。


    



    



    「あと十五秒──」


    　見上げた空はいよいよ青い。そこに、黒い染みが浮かびあがろうとしている。


    〈魔女〉たちは空を見上げ、その染みを見つめる。


    　誰だれも言葉を発しなかった。


    　ただ、オーガストだけが、その瞬間に向けてのカウントダウンを始める。


    「十──」


    　世界が、揺れる。


    　地震とは異なる揺れだ。


    　アカザはすでに銃を構えている。


    　照準がずれないよう、両手でしっかりと愛銃を握りしめている。


    「九──」


    　黒い染みがさらに、広がっていく。


    　すべてを飲み込むような、暗い暗い穴が生まれようとしている。


    「八──」


    　アカザの周りには、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の〈魔女〉たちが立っている。


    　アカザの右側に立つフランは腹部の傷を押さえ、オーガストとサカナが、フランを支えながら立っている。


    　左側に立つハルは、アカザと同じ方角を見つめている。


    「七──」


    　ごくりと、誰かが喉のどをならす。


    「六──」


    　揺れはますますひどくなる。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の〈魔女〉たちは、アカザの身体からだにその手を添えた。


    「五──」


    　ぶわりと、黒い染みが一気に広がった。


    　その中心に、何か光が見えた。


    「四──」


    　暗闇の中に現れた、星のような光は、キラキラとその輝きを強めていく。


    「核だ」


    　やはり、誰だれかがつぶやいた。


    〈穴ホール〉には核と呼ばれる部位があり、それを破壊することで、〈穴ホール〉もまた破壊される。それは、〈世界衝突クラツシユ〉以降の研究によって明らかになったことだ。


    　現れて時間を経た〈穴ホール〉の核は隠されているけれど、今、生まれようとしている〈穴ホール〉は違う。


    　その中央に、核をさらしている。


    「三──」


    　ふう、とアカザは息を吐いた。


    　力みすぎてはいけない。


    「二──」


    　アカザの身体からだに添えられた〈魔女〉たちの手に力がこもる。


    　その力が、アカザを安心させる。


    「一──」
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    　空に生じた黒い染み。


    　その中央で輝く星のような光。


    　それは、この世界の形を変えてしまうものだ。


    　アカザたちの仕事は、この世界を守ること。


    「ゼロ──！」


    



    　空に響く、一発の銃声。


    



    　アカザの魔法を籠こめた銃弾が、回転式拳銃リボルバーの射程を超えて、虚空へ向けて飛んでいく。


    　暗黒の穴の中央に生じた、まばゆい光。


    　その光が、ひときわ強く、輝いた。


    　銃声は、長く、余韻を持って響いた。


    　そして、冬の青い空がただ残る。


    



    　この世界に再び穿うがたれようとしていた、七番目の〈穴ホール〉は、永遠にその姿を消した。


    



    　わあ──


    〈魔女〉たちが歓声をあげる。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の五人だけが、黙って空を見上げている。


    「こんなにみんなボロボロじゃ、仕事あけにビールってわけにもいかないな」


    　話しかけたのはマキシだった。


    「乾杯くらいしてもいいんじゃないですか」


    　ふ、と緊張を解いて、アカザが応こたえた。


    「お腹なかからこぼれちゃいそうです」


    　マキシの部下の日本刀使いが、負傷した腹部を押さえながら言う。


    　身体からだを張った冗談に、周囲から笑いがこぼれた。


    「よっし、引き続き負傷者の手当！」


    　マキシが周りに指示を始める。


    　アカザたちの仕事は、〈衝突災禍カラミテイ〉に対処をしたらそれで終わりというワケにはいかない。


    　この場では周囲の被害への対処や、けが人の対処をしなければならないし、この後には、報酬をもらうための事務手続きが待っている。その事務手続きを行おこなうためにも、仕事の経緯や現状の把握を行わなければならない。


    　記録がきちんと行われているかの確認も、今しておかなければ、のちのち面倒なことになるだろう。


    　今の〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉の子会社ではない。今回、協力してくれた各企業とのやりとりも、以前より面倒になっているはずだ。


    「回復させた相手の記録も忘れるなよー」


    「はーい」


    　回復の魔法を使う一角獣ユニコーンを呼び出して、負傷した〈魔女〉たちの手当に走るサカナへ、アカザは声をかける。


    　どんなに大きな仕事であろうとも、日常の延長にあるのだと思えば、なんだかおかしかった。


    　そして、そんな日常を守れたことが、誇らしい。


    　ふう──と、アカザはため息をつく。


    　何かが憂うつなわけではなく、気持ちを切り替えるためのため息だった。


    「アカザさん、血が」


    　その口元に、細い指が伸ばされた。


    　ハルの指だ。


    　おわされた怪け我がではない。かみしめたせいで切れたアカザの口元に、ハルは指を這はわせた。


    　その赤い瞳ひとみを間近でみるのが、ずいぶん久しぶりだと、アカザは気付いて──つい、その指を握ってしまった。


    「あ、あの、アカザさん」


    　ハルの頰ほおが赤く染まる。


    「平気だよ。ちょっと切れちゃっただけ」


    　ハルの指先が熱い。


    「あのっ、わたし、何かお手伝いできること──」


    　今回の仕事でのハルは、いわば飛び入りだ。


    　事後の仕事にも、特に役割を振られていない。


    「探せばあるかも知れないけど……」


    　でも。


    「今は側そばにいてくれる？」


    　アカザは、ハルの答えを待たなかった。


    　その華きや奢しやな身体からだを、自分の腕の中に閉じ込める。


    



    　さっきまで、ひとつに溶け合っていた少女の身体は、細くて熱い。


    　その熱さが、自分と彼女が別々の人間であることを教えてくれる。


    「ハルはずっと、戦っていてくれた」


    　ハルの肩口に自分の額を押し当てて、アカザは言葉を紡つむぐ。


    「俺おれのために、一人で戦っていてくれた」


    「あ、あの、アカザさん」


    「俺おれのために、その身を犠牲にしてくれるつもりでいてくれた」


    「…………」


    　アカザは、自分の目から涙がにじむのを感じる。


    　こうして肩に押し当てているのだから、ハルもきっと気付いているだろう。


    「犠牲になんてなって欲しくは絶対にないけど……」


    「アカザさん……」


    「でも、そうやって俺のことを考えていてくれたのが、すごく嬉うれしい」


    　ハルは、アカザを救ってくれた少女だった。


    　アカザにとって、初めて誰だれかが自分を見ているのだということを教えてくれた少女だった。


    　それが、どんなに素晴らしいかということと、同時に。


    「ハルは昔、ひとつに溶け合えて嬉しかったって言ってたよね」


    「はい……」


    「あれは確かに幸せな状態だけど……でも、俺は、こうしているほうがずっと幸せ」


    　アカザは今、こうしてハルを抱きしめている。


    「たとえどんなに充足していても、どんなに強くても、一人きりは嫌いやなんだよ」


    　ぎゅうと、アカザは腕に力をこめる。


    「すれ違っても、間違っても、喧けん嘩かしても、もしかしたら嫌いあったりしても──こうやって、二人でいるほうがいいって、俺は、思うよ」


    　アカザは、抱きしめているハルの顔を見た。


    



    　すぐ近くでは〈魔女〉たちが、終えた仕事の後始末に走り回っている。


    　その声が辺りに響いている。


    　どうやら、追加の回復役も到着したらしい。


    　まだまだ早朝の公園は、ひどく賑にぎやかだ。


    　ただ、アカザとハルのいるこの場所は、そのにぎわいから遠い。


    　お互いの声だけが、近い。


    



    「わたしも、今はそう、思います」


    　ハルが声を出す。


    「ひとつになるのって、とっても幸せ。わたし、ずっと何かが足りないって思ってたから。でも、ああやってひとつになっていると、何かが欠けていたことも、それが埋まったことも忘れてしまいそう。すぐに、その状態に慣れてしまいそう──」


    「うん」


    「だって、誰だれかがいるから──自分と違う誰かがいるから、分かるんですものね。自分が、人と違う形だってこと」


    「うん、俺おれもそう思うよ」


    　もしかしたら、世界だってそうなのかも知れない。


    　ひとつになった世界は、完かん璧ぺきなのかも知れない。


    　でも、きっと寂しいのだろう。


    「アカザさんと会えてよかった──」


    　──ああ、初めてアカザさんと会ったときから、この人の眼まな差ざしに憧あこがれていた。


    　ハルは、初めてアカザを見た幼い日のことを思い出す。


    「そうか、そうですよね。同じ人間になっちゃったら、アカザさんの目が見られない」


    　大好きな眼差しを見ることができなくなってしまう。


    「ハル」


    「はい、アカザさん」


    



    「俺、ハルのこと、好きだ」


    



    　自然と口からこぼれた言葉だった。
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    「……アカザ、さん」


    　ハルは自分の頰ほおが限界を超えて赤くなっていると感じる。もしかしたら、髪よりも目よりも赤くなっているかもしれないと思う。


    「ハルと会えて、よかったって思うんだよ……」


    「わ……た、し、も」


    　そこまで言って、ハルは言葉に詰まった。


    　簡単な言葉のはずなのに、どう答えていいか分からない。


    　だから、答える代わりに、アカザの背中に手を回す。


    　そのぬくもりに安心したように、アカザは顔をあげ、にこりと微笑ほほえみかけた。


    　その微笑みに答えて、ハルも微笑む。


    



    　アカザは顔をハルの笑顔に寄せた。


    



    　二人の顔と顔が重なり合う。


    



    　それは間違いなく、二人の人間がいるからこそ、できることだ。
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    エピローグ　会シス社テムの存在理由


    



    「今年度は、どうしたって、追徴課税は免まぬがれませんね」


    　午後三時過ぎ、大おお鴉がらす駅えきの駅前商店街、鴉からす横よこ町ちようの奥にある雑居ビル。


    　一階にコンビニのあるこのビルの四階に、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の事務所はある。


    　ＰＣのモニター上に開いた帳簿のファイルを眺めながら、コルコはため息をつく。


    「まあ、仕方ないよ」


    　それを後ろから眺めながら、アカザは苦笑する。


    〈最悪の魔女ザ・ワースト〉討伐により、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は莫大な報酬を得た。


    　収益アップはめでたいことだが、黒字には税金がかかるというのは、どうしようもない世の理ことわり。


    　計画的になるべく税金を減らしつつ、会社を成長させながら〈最悪の魔女ザ・ワースト〉を倒し、〈穴ホール〉を消滅させるだなんて、いくらなんでも無理が過ぎる。


    「まあせいぜい、経費を増やそう」


    　アカザができるのは、それくらいだ。


    「期末ギリギリでなくて、本当によかった……」


    　コルコがもう一度ため息をつく。


    



    



    　世界や己おのれの存在をかけての戦いだったはずなのに、その結果はこうして数値に変換されていく。それは、不思議なことにも思えるけれど、アカザが成そうとして、成し遂げたことでもあるのだ。


    　アカザは、自身の日常を守りたかった。


    　昨日から続く明日に、今日をつなげたかった。


    　アカザは正体を隠した正義の味方ではなく、この国で小さな会社法人を構える一個人なのだ。


    　アカザは、〈魔力持ちユーザー〉であり、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社長で、意思を持った個人だった。その三つは同じようで、やっぱり少しずつ違う。


    　その折り合いをどうつけていくべきかは、出会う出来事や人間、日々によってもめまぐるしく変化する。柔軟に対応していかなければならいないことだった。


    　それでもそんな悩みさえ、アカザにとっては楽しい日常だ。


    　人と関かかわって、繫つながって、紡つむいでいく、愛すべき人生。


    「お疲れ様でーす！」


    　外回りの仕事に出ていた部下たちが、事務所に戻ってくる。


    　アカザは残っているタスクを指折り数える。


    　今日は定時に帰るのは無理そうだなと、ため息をつきたくなるけれど、それでも、アカザの人生は充実している。


    



    



    　首都の下町にある小さな会社、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉には、一人の〈魔力持ちユーザー〉と、一人の経理と、四人の〈魔女〉、数人のアルバイトが在籍している。


    



    



    「サカナね、分数って反則だと思うの！」


    「わかる～。計算機があるんだから、わかんなくていいよね～」


    　最年少の社員であるサカナは事務所に頻ひん繁ぱんに顔を出す。隙すきさえあれば仕事を手伝いたがるのだけれど、どうも、それは苦手な宿題を出されたときらしい、ということが、最近他の社員にばれた。


    　というわけで、手の空すいている社員たちは、サカナの塾の宿題をみてやることにしている。


    「かけるときはそのままなのに、割るときはひっくり返すとかさ！　サカナ、もーぜんぜん分かんないんだよ！」


    「え、ひっくり返す？　何それ、そんなのやったっけ～？」


    「オーガスト、頼りない！」


    　それが役に立っているかどうかは、別問題なのだけれど。


    　とはいえ、サカナは、無事、中学校に通うことができそうだ。それでも、放課後は〈空飛ぶフライング・魔女ウイツチ〉を手伝うと言って譲ゆずらない。


    　新調したての中学校の制服は気に入ったらしく、事務所で他の社員に披露してみせた。


    　事務所全体がなごんだ。


    「セーラー服……その格好でアカザさんと歩いてると、背徳感倍増ですよね……」


    　なごんでいない人間も、いる。


    



    　フランとオーガストは、今日も仕事熱心だ。


    　攻撃と防御、相手への妨害を一人でこなすフランは優秀な社員だ。


    　最近、感知魔法の精度がますます上がってきたオーガストは、他の会社への協力依頼も増えてきている。新調した収束具であるスマートフォンとの相性が前よりもいい、と楽しく仕事をしている。


    　ただ、マイペースなオーガストに比べると、フランは仕事に熱心すぎる。アカザとしては、ちゃんと有給を消化して欲しいところだ。


    　ただ、フランが何かを忘れるように仕事打ち込むのには、口出ししにくいところだった。


    



    　風かぜ谷たにサマルとの関係は、良好だ。


    　判明したアカザの新しい魔法を利用することで、新しく開発された魔法弾マジカルブリツトの発動確率はぐっと上昇している。


    「銃弾以外に応用すれば、もっと魔法は身近な技術になるはずなんだよね」


    　サマルはそう言って不敵に笑う。


    　この世界を変えるのは、きっとサマルのような人間なのだろうなと、アカザは思う。


    



    　尾おの上うえマキシは相変わらずアカザを飲みによく誘う。


    　あれ以来、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉と〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の関係からは緊張感が減っているが、マキシは、〈世コ界ー対ポ策レ株ー式シ会ヨ社ン〉からの独立を考え始めているようだ。


    　一度、サマルと三人で呑のみにいったら、二人が意外と気があって、アカザは面白かった。


    　この数少ない友人を、アカザはとても大切に思っている。


    



    　呪のろいが解けたことで、アカザは〈魔力持ちユーザー〉に復帰した。


    　アカザは、最強と呼ばれた力を、再び自在に使えるようになったのだ。


    　でも、現場に出ることは、また減り始めている。


    　アカザはすでに最強の〈魔力持ちユーザー〉ではなく、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社長だから。


    　個人として戦うよりも、そちらを優先させているのだ。

  


  [image: ]


  
    　社員をもっと増やして、自分が現場に出ないようにすることが、アカザのひそかな目標だ。


    



    　そして、ハルは約束通り、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の新入社員になった。


    　明るくて元気なハルは、事務所の近隣での評判もよく、ちょっとした看板娘だな、とアカザは思う。


    　前よりも上達したハルの魔法は、これから〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の売り上げを上げてくれるだろう。


    



    



    「あれ、ここ計算があってない……」


    　経理書類を確認し、ミスを見つけた瞬間ほど憂うつなことはない。


    　過去にさかのぼって、どこでミスが発生したかを確認しなければならないからだ。


    　社長業を始めて、もう二年近くが過ぎようとしているけれど、経理書類の複雑怪奇さに、アカザはまだまだ慣れることができない。


    「アカザさん、お茶、どうぞ」


    　そんなとき、忙しい仕事の合間を縫ぬって、ハルがアカザにお茶を淹いれてくれることがある。


    　ハルは不器用で料理はさっぱりできないけれど、お茶を淹れるのは、得意だった。


    　ちょっと濃い目に入れたハルの緑茶が、アカザは好きだ。


    「ありがとう」


    　アカザは、礼を言って、お茶を受け取る。


    　そんなとき、視線を合わせたアカザとハルの目元が赤らむことに関しては──他の社員は、見て見ぬ振りをしてくれている。


    



    



    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の〈魔女〉たちは今日も元気で──そんな彼女たちと一緒に、アカザは今日も働いている。


    



    



    
      （終）

    

  


  
    あとがき


    



    　こんにちは！　池いけ田だ朝あさ佳かです。


    　『セブンスホールの魔女３』をお手にとっていただき、ありがとうございます！　嬉うれしい！　本当に嬉しい！　歓喜と感謝でいっぱいです！


    　あとは楽しんでいただければ最高です。


    　どうか楽しんでいただけますように。


    



    　たまーに、大勢の人と仕事をすることがあります。


    　やることはいつもどおり、文章を書いたりお話を考えたりなわけですが、一人で書いているときとは全然、違う感じがします。


    　そして、いつもと違う苦労があったりします。


    　大勢のお仕事は、仕事の話をみんなでできたり、終わったことや成功を一緒に喜べるのが楽しいです。打ち上げのお酒もみんなで呑のめる（また酒か）！


    　失敗もみんなで味合わなきゃいけないのが、大変なところですけどね。


    



    　なんてことを考えつつ、今回のお話を書きました。


    



    　とかいいつつ、小説もまた、一人きりのお仕事かというと、そんなことはありません。


    　というわけで。


    



    　担当のＳさん。いつもありがとうございます。毎回毎回、ご迷惑のレベルを更新してしまって、本当に頭があがりません。Ｓさんのがんばりと忍耐と笑顔に五体投地です。


    　イラストレーターのふゆの春はる秋あきさん。今回も素敵なイラスト、ありがとうございます。まだお酒奢おごれてませんね！　今度お会いできましたら、そのときこそ、奢らせてくださいね。あ、なにか美お味いしいものでもいいですよ。


    　そして、私の所属しております、冒険企画局の仲間たちに感謝します。応援ありがとう！　これからも、どうぞよろしく。


    



    　最後に、この本を読んでくれたあなたに、もう一度、ありがとうございます。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の面々を気に入っていただければよいのですが。


    　もし、気に入っていただけましたらば、嬉しいです。


    　もう一度、あなたとお会いできますように。


    
      二○一四年九月　大泉学園にて

    

  


  
    池田朝佳


    Asaka Ikeda


    



    冒険企画局所属。ゲームをしたり文章を書いたりして暮らしている酒好きです。テーブルトークＲＰＧはもっと好き。去年の引っ越し以来、部屋に積まれっぱなしだったダンボールが、ようやくなくなりそうです。
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